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解剖学第二講座

〈研究概要〉

聴覚中枢の中継核には興奮性，抑制性作用をもつ様々な神経伝達物質が存在し，互いに作用して多様

な機能を発現している．アセチルコリンは主要な神経伝達物質の一つであるが，アセチルコリンおよび

その受容体の分布局在は未知な部位も多く，現在も多分野で研究が進められている．Vesicular acetylcho-

line transporter（VAChT：小胞膜アセチルコリントランスポーター）は神経終末で生合成されたアセチル

コリンを貯蔵顆粒に取り込む働きがあり，VAChT抗体を用いた免疫組織化学の解析により，多くの組織
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でコリン性入力の局在が解明されてきている．私どもは以前の研究で，VAChT抗体を用いた免疫組織化

学の結果，橋核には多数のVAChT免疫陽性の瘤状線維が存在すること，VAChT免疫陽性線維は橋核の吻

側から尾側まで通して辺縁領域（特に内側，腹側）に高密度に認められ，入力源は両側の脚橋被蓋核と

背外側被蓋核であることを報告した．つまり，これらのコリン作動性入力が皮質―橋―小脳路を介する

運動経路を抑制的に制御していることが示唆された．一方，ムスカリン性アセチルコリン受容体は副交

感神経効果器官以外に，神経節，中枢神経系にも豊富に存在して神経伝達に関与しており，m1–m5の 5

つのサブタイプがある．脳では m1–m5のすべてのタイプが特異的なパターンで発現している．m1, m3,

m5はGq/11タンパク質に共役して作用し，興奮性神経伝達に関与している．m2, m4はGi/Goタンパク質

に共役して作用し，抑制性神経伝達に関与している．

今回私どもは脳幹において特に豊富に発現がみられたm2サブタイプ（抑制性神経伝達受容体発現）と

m3サブタイプ（興奮性神経伝達受容体発現）の発現を In situ hybridization法で解析し，VAChT抗体の免

疫組織化学によるコリン性入力線維の局在と比較検討した．

8～10週齢の雄性C57BL6Jマウスを使用した．VAChT抗体による免疫組織化学染色を行い，HRP標識

2次抗体を結合し，DAB反応を経て脳幹から大脳皮質を観察した．また，ムスカリン性アセチルコリン

受容体のm1–m5サブタイプにそれぞれ特異的な塩基配列をもとにdigoxigenin標識のcRNAプローブを作

製し，脳幹から大脳皮質における局在を In situ hybridization法で解析した．さらに，脳幹において特に豊

富に発現がみられたm2サブタイプ（抑制性神経伝達受容体）発現とm3サブタイプ（興奮性神経伝達受

容体）発現，および VAChT抗体の免疫組織化学によるコリン性入力線維の聴覚路における局在を調べ，

分布密度を検証した．

橋核ニューロンにはm2ムスカリン受容体mRNAが豊富に存在することが判明した．m2ムスカリン受

容体mRNA発現細胞に関してもVAChT免疫陽性線維と同様，橋核の吻側から尾側までを通して辺縁領域

（特に内側，腹側）に高密度に認められた．VAChT免疫陽性瘤状線維が豊富に認められた脚橋被蓋核，三

叉神経運動核，顔面神経核，舌下神経核，迷走神経背側運動核において，m2ムスカリン受容体mRNA発

現細胞が高密度にみられたが，m3ムスカリン受容体 mRNA発現細胞はほとんど認められなかった．

VAChT免疫陽性線維は大脳皮質聴覚野，内側膝状体，下丘腕核，蝸牛神経腹側核で高密度に認められた．

m2ムスカリン受容体mRNA発現細胞は，大脳皮質聴覚野，内側膝状体，下丘腕核，下丘背側核，下丘外

側核，蝸牛神経背側核で発現密度が高かった．m3ムスカリン受容体mRNA発現細胞は大脳皮質聴覚野で

特に発現密度が高く，内側膝状体，下丘背側核，蝸牛神経背側核でやや発現密度高値を示した．

本研究により，中枢聴覚路におけるコリン性入力線維（VAChT）およびコリン受容体発現細胞におけ

る抑制性神経伝達（m2サブタイプ），興奮性神経伝達（m3サブタイプ）の受容体の発現分布が判明した．

これらのコリン作動性入力線維と受容体の分布局在の差異が，多様な聴覚の機能に関与していることが

推察される．コリン作動性ニューロンと聴覚との関連に関し，次のような指摘がなされている．認知症

では同年代の健常者と比較して聴覚障害が高頻度である．Alzheimer病患者は健常者と比較して純音語音

聴力検査では差を認めないものの両耳分離脳検査において有意な低下を認める．高齢難聴者の音楽性幻

聴にアセチルコリンエステラーゼ阻害薬が有効である．本研究の結果から，ムスカリン受容体サブタイ

プに特異的な薬物の聴力に対する作用の解析を経て，聴覚の臨床応用への道筋が考えられる．
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生理学第一講座

〈研究概要〉

1）内向き整流Kチャネルの整流特性発現の分子機構

内向き整流 Kチャネルの整流特性は，主に細胞内ポリアミンとMgによる電位依存性ブロックによる

が，細胞内ブロッカーを除いた場合でも，Kイオンの平衡電位の 60 mV正側では，定常状態での開口が

見られなくなり，電位依存性開閉機構の存在が示唆された（J Physiol 548: 361–371, 2003）．今まで，内向

き整流Kチャネル（Kir2.1）を通る外向き単一チャネル電流の検討を，細胞外（電極内）K濃度 150 mM

で行ってきたが，K濃度を 30 mMに減らして，内因性開閉機構と細胞内ポリアミンによる抑制を検討し

た．その結果，細胞内ポリアミンによる抑制は，平衡電位の移動（–34 mV）にともない負側に移動し，

駆動力に依存したが，内因性開閉機構の移動は，–25 mVにとどまり，同じ駆動力で比較すると，開確率

が高くなることがわかった．

2）新生ニューロン発達への興奮性制御の影響

新生ニューロンの発達への神経活動の影響を検討するため，野生型Kir2.1，外向きK+電流を増大させ

た変異型Kir2.1（Kir2.1-E224S），ドミナントネガティブKir2.1（Kir-DN），バクテリア由来の開口時間が

極めて長い電位依存性 Na+チャンネル（NaChBac）を，レトロウイルスベクターを用いて嗅脳と海馬の

新生ニューロンに発現させ，その発達への影響を検討した．新生ニューロンの生存率は，NaChBacの発

現により増加し，Kir2.1-E224Sの発現によって低下し，内在性興奮性が新生ニューロン発達を制御する

十分条件であることが示めされた．しかし，野生型Kir及びKir-DNの発現は，Na+チャンネルおよび興

奮性，抑制性のシナプス入力のホメオスタティックな変化によって興奮性が補償されるため，新生ニュー

ロンの生存率はほぼ同等であった．中枢新生ニューロン興奮性の多様で弾力的な補償作用と，発達への

作用が示唆された．
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3）海馬における抑制性シナプス伝達の修飾

ラット海馬における抑制性GABAA受容体電流の特性を，スライス標品を使用し，パッチクランプ法と

カルシウムイメージング法を併用して調べている．まず，抑制性電流の細胞内Ca2+動員による修飾につ

いて研究し，GABAA電流は ATPその他のアゴニスト刺激後の細胞内 Ca2+濃度上昇によっては影響され

ず，カフェイン投与のみにより抑制されることを見出した．またこのGABAA電流の抑制が細胞内Ca2+濃

度上昇に依存しないことを示した．さらに，中枢神経の抑制性シナプス情報伝達効率変化について，実

験を進めている．幼若期 GABAAシナプス自発電流は，シナプス後細胞の脱分極によっては一貫した増

強・抑制を示さなかった．代謝型グルタミン酸受容体刺激によっては，自発電流の一過性の増強がみら

れる．現在，これらの修飾の機序について研究中である．

4）内向き整流性Kチャネルの膵臓導管における分布

膵臓は重炭酸イオンに富む膵液を分泌し，十二指腸に流入する胃酸を中和する．膵臓導管細胞のKチャ

ネルは重炭酸イオン輸送の駆動力の維持に必須である．我々はラット膵臓導管細胞に内向き整流性Kチャ

ネル（Kir）の機能発現を認めていた．抗cytokeratin 20および抗CFTRモノクローナル抗体を用いた免疫

組織化学法により導管細胞を同定し，Kir2.1，Kir2.2，およびKir2.4蛋白が介在部または小葉内導管細胞

に発現することを認めた．これらの分布は Kirが重炭酸イオン上皮膜輸送に役割を果たすことを示唆す

る．

5）ミクロゾーム型アルデヒド脱水素酵素膜貫通部位の小胞体残留シグナル

C末端アンカー型膜タンパク質のミクロゾーム型アルデヒド脱水素酵素（ALDH）はC末端側の膜貫通

部位（TMD）と細胞質ドメインに小胞体残留シグナルを有する．ALDHのTMD（LQLLLLVCLVAVAAVIV）

はゴルジ体に局在するシンタキシン 5（Syn5）TMD（IFLILIVFFIIFVVFLS）と同じ長さだが比較的疎水

性の低いアミノ酸残基（下線部）が多い．今回，小胞体残留に関与するTMD内のアミノ酸残基の詳細な

解析を緑色蛍光タンパク質（GFP）とALDHのTMDとのキメラを用いて試みた．下線を施したアミノ酸

残基をLeu（L）に置換したGFPキメラ変異体をCHO細胞に発現させたところ，TMDの2，8，11，14の

位置にあるアミノ酸を一つでも Leuに置換した変異体はゴルジ体に移行することがわかった．以上の結

果から，これらのアミノ酸残基が小胞体残留に関与すると考えられる．
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〈研究概要〉

〈新しい骨髄移植方法による難病の治療〉

我々は種々の難病をアロのBMTにより治療したいと考えて研究して来たが，最近，マウスを用いて骨

髄内骨髄移植法（“IBM-BMT”）を開発した．この方法をヒトに応用するため，サルを用いてT細胞の混

入の少ない灌流法を開発した．この“灌流法”を用いた“IBM-BMT”の特徴は，i）従来の吸引法では末

梢血が混入（T細胞＞20%）するため，GvHDが発症するが，この灌流法ではT細胞も6％以下で，GvHD

が発症しない．ii）間葉系幹細胞（MSC）も効率良く採取でき，ドナーのMSCを効率良くレシピエント

の骨髄内へ移植できるため，造血能の回復が速やかである．iii）MSCが移植されるため，放射線量を減

量しても生着不全が起こらない．従って，この方法は，臓器移植にも，再生医療にも有力な武器となり

得る．実際，臓器移植では，皮膚，膵島，心，肺，下肢の移植で有効性を確認している．また，再生医

療の面では，老化促進マウス（SAM）の骨粗鬆症の予防並びに治療にも成功している．この移植方法に

よって，従来のBMTでは治療できなかった難病（肺気腫，糖尿病等）も治療可能になる．

さらに，我々は難病中の難病である悪性腫瘍（癌，肉腫等）の治療にも，IBM-BMTにドナーリンパ球

輸注（DLI）を併用することによって，GvHDを抑制するが，GvT（移植片対腫瘍）反応を促進すること

を発見した．

この新しい移植方法（灌流法＋骨髄内骨髄移植）は，これまでの移植・再生医療を根本的に変える画

期的な方法で，あらゆる難病の治療に役立つものと確信する．

以下に，平成20年（2008年）の研究等によって得られた，主な知見を紹介する．
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2007年10月に大阪国際会議場で開催されたCOE meeting“Novel BMT Methods for Intractable Diseases:

From Benching to Bedside”の内容が，自己免疫の分野では，一番 I.F.の高い“J. Autoimmunity”の2008年

5月号にSpecial Issueとして掲載された（J. Autoimmun. 30: 108–115, 2008）．

ラットを用いて，異所性のアロの心臓移植の系に，骨髄内骨髄移植を併用することによって，1年以上

免疫抑制剤も使用せずに，慢性拒絶反応を抑制し，生着させることに成功した（Transplantation 85: 93–

101, 2008）．

骨髄移植の前処置として，放射線や抗癌剤が用いられるが，これらの副作用として，骨粗鬆症や卵巣

機能不全が問題となっている．骨髄内骨髄移植と併用したアロの卵巣の移植は，これらの副作用を予防

できることを証明した（Transplantation 84: 1459–1466, 2008）．

先天性胆道閉塞症の発症機序として，母親のリンパ球が胎盤を介して，子供に移行し，移植片対宿主

病（GvHD）のように，胆管を破壊するということを病理組織学的に明らかにした（Pediatrics 121: 517–

521, 2008）．

ヒトで，自己免疫性の膵炎（AIP）が注目を浴びているが，モデル動物がなくて，解析が進んでいな

かったが，WBN/Kobラットが AIPのモデル動物であることを見出した（Clin. Exp. Immunol. 152: 1–12,

2008）．

骨髄内へ末梢のT細胞を注入すると toleranceが誘導されて，GvHDが発症しないことを見出した（Clin.

Exp. Immunol. 152: 153–162, 2008）．この事実は，骨髄中のストローマ細胞（主として間葉系幹細胞）が

toleranceを誘導している可能性があり，重要な発見である．

超致死量の放射線被爆事故に対しては，造血幹細胞の移植に加えて，新生児期の胸腺移植が有効であ

ることをマウスで明らかにした（Bone Marrow Transplantation 41: 659–666, 2008）．

①骨髄細胞（造血幹細胞＋間葉系幹細胞を含む），②胸腺，③レシピエントの（微小）環境の3つが異

なったマウスの系においても，各々に対して toleranceが誘導されることを証明した．この事実は，将来，

脳死者から，高齢者に対して骨髄内骨髄移植をする際，人工流産した第三者の胎児胸腺移植を併用する

ことにより，高齢者の難病治療に役立られる重要な発見である（Transplantation 85 1151–1158, 2008）．

ドナー由来の造血系細胞を長期間維持するためには，静脈内移植よりは，骨髄内骨髄移植の方が優れ

ていることを証明した（Stem Cells and Develop. 17: 291–302, 2008）．すなわち，“真”の造血幹細胞を同

定する，Long-term reconstituting ability（LTRA）のassayには，従来の静脈内移植よりも骨髄内移植を用

いる必要があることを意味している．

G-CSFの投与に引き続いて，骨髄内骨髄移植を行うと，アロの骨髄細胞の生着を早めることをマウス

で明らかにした（Immunobiology 213: 427–4435, 2008）．

骨移植（ドナーの間葉系幹細胞を補充する目的で）と骨髄内骨髄移植の併用はドナーの骨髄細胞の生

着を促進することを見出した（Immunobiology 213: 455–468, 2008）．

肝移植に骨髄内骨髄移植を併用することによって，アロの肝の長期間の移植に成功した（Stem Cells

and Develop. 17: 629–639, 2008）．

ヒトと同様にサルでも，造血系の維持には，NCAMが重要であることを明らかにした（Ann. Hematol.

87: 797–807, 2008）．

コラーゲン・ゲルにsuspendした骨髄細胞を骨髄内に注入することによって，ドナーの造血系の細胞と

ドナーの間葉系の細胞が骨髄内に，効率よく trapされ，造血回復能が促進されることを発見した（Stem

Cells 26: 2211–2216, 2008）．

骨髄内骨髄移植をすることによって，ドナー由来の間葉系の細胞が胸腺へ移住し，胸腺上皮に分化す

ることを見出した（J. Autoimmunity 31: 408–415, 2008）．

骨髄内骨髄移植に成体胸腺移植（持続的なドナーリンパ球輸注を目的に）を併用することによって，

GvHDは抑制するが，強力な抗腫瘍効果を引き出すことができることを発見した（Immunology In press）．

骨髄内骨髄移植と成体胸腺移植は，mildなconditioning regimens（低放射線量＋低細胞数）でもアロの
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骨髄細胞を生着させ，長期の生存を可能とすることを見出した（Bone Marrow Transplantation 43: 829–837,

2008）．
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病理学第二講座

〈研究概要〉

I．妊娠による乳癌抑制の機序解析

MacMahonら（1970）による広範な疫学的研究によると，初回満期妊娠が若年齢であると生涯の乳癌

発症リスクを減少させ，20未満で満期妊娠を経験した女性は，未産婦に比して乳癌の発症は1/2である．

この現象はラットにおいても再現され，その機序に関せば経産による乳腺の分化説や体内ホルモンレベ

ルの改変説など種々の仮説が提唱されている．我々は，Lewisラット経産後乳腺と同週齢未経産乳腺，な

らびにそれらに化学発癌剤（N-methy-N-nitrosourea; MNU）処置を施した乳腺を加え，遺伝子発現変異

をマイクロアレイ解析により網羅的に検索したところ，経産後乳腺は，未経産乳腺と比較して，乳腺分

化関連遺伝子群の発現上昇と，乳腺増関連遺伝子群の発現低下をみとめ，特にMNU処置後の経産乳腺に

おいては乳腺分化関連遺伝子群（Wap, Csn2, Csng, Lbp, GlyCAM1）の発現上昇と増殖遺伝子群（Areg,

Reg3a, Msln, Cdc2a, Igf2, Igfbp4, Stmn1, Msx1）の発現低下をみた（Uehara et al. Oncol Rep 15: 903-11,

2006）．増殖関連遺伝子のうち，未産乳腺に比して発現の差が最も顕著であったMsln（メゾセリン）に

着目して，ヒトMsln遺伝子強制発現乳癌細胞株を作製したところ，Msln発現がERKシグナル経路を介

するBimの発現低下をきたし，接着不全に起因する細胞死（アノイキス）の抑制をみた（原著-2）．よって，

ヒト乳腺においてもMslnはラットのそれと同様の機能が伺える．ラットにおける経産・未産乳腺の今ひ

とつの違いは発癌刺激に対する経産乳腺の増殖に対する不応性である．すなわち，Proliferating cell

nuclear antigen（PCNA）陽性細胞数は，MNU投与後の経産乳腺では，MNU投与前の経産・未経産乳腺

のそれと変化はみなかったが，MNU投与後の未経産乳腺において顕著な増加をみた．経産ラット乳腺で

は発癌刺激後も細胞増殖関連酵素であるornithine decarboxylase（ODC）遺伝子の発現誘導がほとんど起

こらない．c-Myc標的遺伝子であるODC遺伝子はそのプロモーター領域に2つのE-box配列（CACGTG）

をもっている．E-boxに転写促進Myc-Max複合体が結合するとODC遺伝子の発現がオンに，転写抑制Mnt/

Mad-Max複合体が結合すると発現がオフになると考えられていた．しかし，発癌刺激後の経産乳腺にお

いて histone deacetylase 1(HDAC1)/c-Myc/Mnt/Max複合体が形成され，この複合体が c-Myc標的遺伝子群

の発現抑制因子として機能することで細胞増殖が抑制されていることが判明した（原著 -1）．

II．妊娠環境を模倣したエストロゲン /プロゲステロン投与による乳癌抑制

若齢妊娠により乳癌は抑制されるが，昨今未産婦の頻度が増加しており，未産婦に対して妊娠ホルモ

ン環境の作出により乳癌抑制が達成できれば有効な手段と考える．ラットをモデルとしてラットの妊娠

期間に相応する 3週間のエストロゲンとプゲステロン錠剤の皮下埋没による乳癌抑制を試みるとともに

この領域での広範な文献検索により，安全な実験プロトコールを確立した ( 総説 -1)．すなわち，若齢（≦

3ヶ月）ラットへの妊娠期間に相応する短期（≦3週間）の妊娠レベルのホルモン環境を模倣するエスト

ロゲンとプロゲステロン暴露では乳癌は抑制されるが，≧4ヶ月齢以上のラットへの短期暴露では効果は

なく，また乳癌の抑制をみるには妊娠ホルモンの暴露期間は20週未満に留める必要があることも判明し

た．

〈研究業績〉

原　著

1. Matsuoka Y, Fukamachi K, Uehara N, Tsuda H

and Tsubura A (2008) Induction of a novel his-

tone deacetylase 1/c-Myc/Mnt/Max complex for-

mation is implicated in parity-induced refractori-

ness to mammary carcinogenesis. Cancer Sci

99(2): 309–315

2. Uehara N, Matsuoka Y and Tsubura A (2008)

Mesothelin promotes anchorage-independent

growth and prevents anoikis via extracellular sig-

nal-regulated kinase signaling pathway in human

breast cancer cells. Mol Cancer Res 6(2): 186–

193
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3. 松岡洋一郎（2008）経産乳腺の乳癌抵抗性形

質にかかわるエピジェネティクスの研究．中

山科学振興財団活動報告書　2007: 33–41

4. 頼　彦長，塚本麗子，三木克朗，螺良愛郎

（2008）高齢雌 Lewisラットへの妊娠期ホルモ

ン環境を模倣した短期エストロゲンとプロゲ

ステロン処置によるN-methyl-N-nitrosourea誘

発乳癌への影響．乳癌基礎研　17: 11–15

総　説

1. Tsubura A, Uehara N, Matsuoka Y, Yoshizawa K

and Yuri T (2008) Estrogen and progesterone

treatment mimicking pregnancy for protection

from breast cancer. In Vivo 22(2): 191–201

2. 義澤克彦（2008）皮膚毒性 -化合物を医薬品に

するために必要な安全性試験．日薬理誌

131(4): 281–286

症例報告

1. Ito Y, Kurokawa I, Nishimura K, Hakamada A,

Isoda K, Yamanaka K, Tsubura A and Mizutani H

(2008) Keratin and filaggrin expression in kera-

toacanthoma. J Eur Acad Dermatol Venereol

22(3): 353–355

2. Yuri T, Kondo Y, Kohno K, Lei Y-C, Kanematsu

S, Kuwata M, Iwasaki T and Tsubura A. (2008)

An autopsy case of progressive external ophthal-

moplegia with renal insufficiency. Med Mol Mor-

phol 41(4): 233–237

3. Yuri T, Yamazaki F, Takasu K, Shikata N and

Tsubura A (2008) Glomeruloid hemangioma.

Pathol Int 58(6): 390–395

学会発表

1. Tsubura A (2008) Protective/risk factors of

breast cancers and its biological roles. Workshop

on Radiation Risk of Breast Cancer: what can/

should we do in the future? Radiation Effects

Research Foundation, Hiroshima, Japan

2. Lai Y-C, Yuri T, Uehara N, Matsuoka Y, Kanema-

tus S and Tsubura A (2008) Effects of short-term

treatment with estrogen and progesterone mim-

icking pregnancy on development of MNU-

induced mammary carcinomas in aged female

Lewis rats. The 26th IABCR, Kurashiki, Japan

3. Matsuoka Y, Uehara N, Yuri T and Tsubura A

(2008) Induction of a novel histone deacetylase

1/c-Myc/Mnt/Max complex formation is impli-

cated in parity-induced refractoriness to mam-

mary carcinogenesis. The 26th IABCR, Kurash-

iki, Japan

4. Takeda Y, Shimizu M, Sakae M, Yoshimoto T,

Morimoto J, Matsuzawa A, Yanagie H and Tsub-

ura A (2008) Induction of antitumor effect with

Fas ligand (CD95L) by intra-tumor injection of

FasLDNA/polycation complexes aiming at appli-

cation to gene therapy of breast cancer. The 26th

IABCR, Kurashiki, Japan

5. 上原範久，兼松清果，松岡洋一郎，螺良愛郎

（2008）ヒストン脱アセチル化酵素阻害剤によ

るSkp2，Cks1発現制御とp27の安定化．第31

回日本分子生物学会，神戸

6. 松永志保，木下勇一，李　重煥，濱口記久子，

圦　貴司，足立　靖，鷹巣晃昌，四方伸明

（2008）嚢胞様構造を呈した肝カルチノイドの

一例．第47回日本臨床細胞学会，東京

7. 黒川一郎，山中恵一，磯田憲一，水谷　仁，螺

良愛郎，木村鉄宣（2008）毛母腫における上

皮性ケラチン，フィラグリン発現とその意義

免疫組織化学的研究．第 59回日本皮膚科学会

中部支部大会，名古屋

8. 圦　貴司，横井　崇，頼　彦長，鷹巣晃昌，螺

良愛郎（2008）癌腫ならびに肉腫成分の形態

学的・免疫組織化学的検討．第 40回日本臨床

分子形態学会，福岡

9. Uehara N and Tsubura A（2008）Molecular mech-

anisms of suberoylanilide hydroxamic acid-

induced G2/M arrest in human breast cancer

(MDA-MB-231) cells. 第67回日本癌学会，名古

屋

10.四方伸明，頼　彦長，螺良愛郎（2008）妊娠

期を模倣する短期エストロゲン／プロゲステ

ロン処置によるラット乳腺脂肪酸組成の変

動．第17回日本脂質栄養学会，大阪

11.螺良愛郎（2008）脂肪酸の腫瘍や視覚におよ

ぼす影響の実験的検証．第 17回日本脂質栄養

学会，大阪

12.頼　彦長，圦　貴司，兼松清果，桑田満喜，螺
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良愛郎（2008）高齢期での妊娠を模倣する短

期エストロゲン／プロゲステロン処置による

乳癌発生への影響．第 18回乳癌基礎研究会，

福島

13.圦　貴司，足立　靖，鷹巣晃昌，四方伸明，松

永志保，木下勇一，濱口記久子，赤松孝子，螺

良愛郎（2008）甲状腺低分化癌の一例．第 49

回日本臨床細胞学会，東京

14.兼松清果，上原範久，松岡洋一郎，螺良愛郎

（2008）Sulforaphaneの乳癌細胞増殖抑制・細

胞死における機序．第97回日本病理学会，金沢

15.松岡洋一郎，上原範久，圦　貴司，螺良愛郎

（2008）経産乳腺の発癌刺激低感受性に関する

研究．第97回日本病理学会，金沢

16.上原範久，兼松清果，松岡洋一郎，螺良愛郎

（2008）ヒストン脱アセチル化酵素阻害剤の乳

癌細胞増殖抑制機序と p38MAPK活性化の関

与．第97回日本病理学会，金沢

17.頼　彦長，圦　貴司，上原範久，松岡洋一郎，

螺良愛郎（2008）若年期短期エストロゲン／

プロゲステロン処置によるラット乳腺脂肪酸

組成の変動．第97回日本病理学会，金沢

18.圦　貴司，兼松清果，頼　彦長，螺良愛郎

（2008）MNU誘発ラット乳癌前癌病変の短期

エストロゲン投与による修飾作用．第 97回日

本病理学会，金沢

病理解剖

〈研究業績〉

原　著

1. Kato J, Hisha H, Wang XL, Mizokami T, Okazaki

S, Li Q, Song CY, Maki M, Hosaka N, Adachi Y,

Inaba M and Ikehara S (2008) Contribution of

neural cell adhesion molecule (NCAM) to

hemopoietic system in monkeys. Ann Hematol

87(10): 797–807

学会発表

1. 松永志保，木下勇一，李　重煥，濱口記久子，

圦　貴司，足立　靖，鷹巣晃昌，四方伸明

（2008）嚢胞様構造を呈した肝カルチノイドの

一例．第47回日本臨床細胞学会，東京

2. 槇　政彦，郭　可泉，宋　昌曄，石　明，大江

知里，坂井田紀子，植村芳子，池原　進（2008）

下痢の後，急激な敗血症をおこし，高度の横

紋筋融解症をきたして死亡した一剖検例．第

97回日本病理学会総会，金沢

3. 馮　偉，崔　雲澤，李　清，槇　政彦，比舎

弘子，池原　進（2008）Allogeneic Ovarian

Transplantation with BMT Prevent Both POF

and OP Induced by Irradiation. 第 97回日本病理

学会総会，金沢

4. 矢内勢司，足立　靖，槇　政彦，植村芳子，坂

井田紀子，石　明，鷹巣晃昌，池原　進（2008）

前立腺原発小細胞癌の1剖検例．第97回日本病

理学会総会，金沢

5. 李　清，比舎弘子，高木孝士，宋　昌曄，馮

偉，崔　文昊，郭　可泉，加藤順子，槇　政

彦，保坂直樹，池原　進（2008）Development

of Malignant Fibrous Histiocytoma from Mouse

Mesenchymal Stem Cells. 第97回日本病理学会

総会，金沢

微生物学講座

〈研究業績〉

原　著

1. Nitta T, Tanaka M, Sun B, Sugihara E, Kimura

M, Kamada Y, Takahashi H, Hanai S, Jiang SW,

Fujisawa J and Miwa M. (2008) Reduction of

human T-cell leukemia virus type-1 infection in

mice lacking nuclear factor-kappaB-inducing

kinase. Cancer Sci 99(5): 872–878

2. Matsui K, Nishizawa M, Ozaki T, Kimura T,

Hashimoto I, Yamada M, Kaibori M, Kamiyama

Y, Ito S and Okumura T (2008) Natural antisense

transcript stabilizes inducible nitric oxide syn-
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thase messenger RNA in rat hepatocytes. Hepa-

tology 47(2): 686–697

3. Dewan MZ, Takamatsu N, Hidaka T,

Hatakeyama K, Nakahata S, Fujisawa J, Katano

H, Yamamoto N and Morishita K (2008) Critical

role for TSLC1 expression in the growth and

organ infiltration of adult T-cell leukemia cells in

vivo. J Virol 82(23): 11958–11963

4. Yoshida M, Satou Y, Yasunaga JI, Fujisawa JI and

Matsuoka M (2008) Transcriptional control of

spliced and unspliced human T-cell leukemia

virus type 1 bZIP factor (HBZ) gene. J Virol

82(19): 9359–9368

5. Iwanaga R, Ozono E, Fujisawa J, Ikeda MA, Oka-

mura N, Huang Y and Ohtani K (2008) Activation

of the cyclin D2 and cdk6 genes through NF-κB

is critical for cell-cycle progression induced by

HTLV-I Tax. Oncogene 27(42): 5635–5642

学会発表

1. Miwa M, Watase J, Tsuda M, Musiake M, Tanaka

K, Yamada M, Tanaka M, Fujisawa J-I and Ohta E

(2008) Inhibitor of polyADP-ribosylation induces

chromosomal aneuploidy through abnormal cen-

trosome amplification. 17th International Sympo-

sium on Poly(ADP-ribosyl)ation, Loews Ventana

Canyon Resort, Tucson, Arizona, USA

2. 西山利正，三島伸介，神田靖士，Sommone P，

Phanasinh S，Viensavanh P，藤澤順一（2008）

尿による活動性結核診断法の確立―ラオスに

よるフィールド　トライアル―．大阪府感染

症流行予測調査会，大阪

3. 藤澤順一，荀　潤澤，手塚健太，巽　理恵，三

輪正直，田中正和（2008）HTLV-1感染ヒト化

マウスモデルにおける感染T細胞の動態．第1

回HTLV-1研究会・合同班会議，東京

4. 田中正和，小西智子，鄭　真美，三輪正直，藤

澤順一（2008）マウス in vivo感染系における

HTLV-1の感染細胞特異性．第 1回HTLV-1研

究会・合同班会議，東京

5. 蒋　時文，田中正和，藤澤順一（2008）転写

補助因子TORC2を介したHTLV-1の個体内発

現制御機構．第 56回日本ウイルス学会学術集

会，岡山

6. 手塚健太，田中正和，荀　潤澤，三輪正直，藤

澤順一（2008）HTLV-1感染ヒト化マウスモデ

ルにおける感染T細胞の脊髄浸潤．第 56回日

本ウイルス学会学術集会，岡山

7. 鄭　真美，田中正和，小西智子，川津祐介，長

谷川翔，手塚健太，津田洋幸，三輪正直（2008）

HTLV-1感染におけるラクトフェリンの免疫

活性効果．第56回日本ウイルス学会学術集会，

岡山

8. 長谷川翔，田中正和，足立　靖，蒋　時文，池

原　進，三輪正直，藤澤順一（2008）Tax発現

EL4細胞移植マウスモデルにおける骨髄内骨

髄移植療法の検討．第 56回日本ウイルス学会

学術集会，岡山

9. 田中正和，荀　潤澤，巽　理恵，手塚健太，長

谷川翔，三輪正直，藤澤順一（2008）HTLV-1

感染 SCID-huマウスにおける CD4+CD25+ヒ

トTリンパ球増大．第 67回日本癌学会学術総

会，名古屋

10.津田雅貴，田中正和，藤澤順一，太田恵美

（2008）DNA損傷がない条件下において，ポリ

ADP-リボシル化阻害は中心体増幅を引き起こ

す．第67回日本癌学会学術総会，名古屋

11.鄭　真美，田中正和，小西智子，川津祐介，長

谷川翔，手塚健太，津田洋幸，三輪正直，藤

澤順一（2008）ラクトフェリンによるHTLV-1

感染抑制効果．第 61回日本細菌学会関西支部

総会，京都

12.田中正和，鄭　真美，小西智子，河津祐介，長

谷川翔，手塚健太，津田洋幸，藤澤順一，三

輪正直（2008）ラクトフェリンによるHTLV-1

感染抑制効果．第3回ラクトフェリンフォーラ

ム，東京

13.虫明正敏，田中浩司，津田雅貴，田中正和，藤

澤順一，三輪正直（2008）ポリADP-リボシル

化の阻害と中心体，染色体との関係．第 31回

日本分子生物学会年会・第 81回日本生化学会

大会合同大会，神戸

14.山田真生，田中正和，中山啓子，中山敬一，藤

澤順一，三輪正直（2008）DNA損傷による中

心体増幅を起こす経路の特定．第 31回日本分

子生物学会年会・第 81回日本生化学会大会合

同大会，神戸

15.川津祐介，田中正和，小西智子，長谷川翔，鄭
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真美，椙村春彦，藤澤順一，三輪正直（2008）

HTLV-1感染での放射線照射における腫瘍発

生のメカニズムについて．第 31回日本分子生

物学会年会・第 81回日本生化学会大会合同大

会，神戸

16.小西智子，田中正和，川津祐介，鄭　真美，手

塚健太，長谷川翔，藤澤順一，三輪正直（2008）

HTLV-1感染マウス感染細胞のクローン増殖

性について．第 31回日本分子生物学会年会・

第81回日本生化学会大会合同大会，神戸

17.田中浩司，田中正和，藤澤順一，三輪正直

（2008）レトロウイルス感染におけるポリADP-

シボシル化酵素（PARP）の関与について．第

31回日本分子生物学会年会・第81回日本生化

学会大会合同大会，神戸

衛生学講座

〈研究概要〉

衛生学講座は大学院医学研究科先端医療学専攻修復医療応用系で幹細胞生物学を担当している．この

ため幹細胞生物学に基づいて，主としてヒトの骨髄あるいは臍帯血に由来する組織幹細胞を用いるトラ

ンスレーショナルリサーチの展開を目指している．さらに，これらの基礎的研究成果を近い将来に細胞

治療・再生医療，免疫療法に応用することで予防医学に貢献したいと考えている．

1）ヒト臍帯血由来CD34抗原陰性造血幹細胞の同定とその幹細胞特性の解明に関する研究

最近，私達の研究グループは，独自に開発した骨髄腔内直接移植（Intra-bone marrow injection, IBMI）

法を応用することにより，非常に効率的なヒト未分化造血幹細胞（HSC）の同定法である SCID-repopu-

lating cell（SRC）測定系を開発した．本法を用いることにより，ヒト臍帯血中に極めて少数存在するCD34

抗原陰性造血幹細胞（CD34–HSC）の確実な同定に世界に先駆けて成功した（Blood 101: 2924–2931, 2003）．

さらに，このCD34–SRCが，in vivoにおける高い自己複製能と増殖能・遊走能を保持していることを明ら

かにしている（Int J Hematol 79: 328–333,2004）．重要な発見は，従来，未分化なHSCに作用すると報告

されていたstem cell factor, flt3 ligandのチロシンキナーゼ受容体であるc-kit, flt3が，われわれが同定した

CD34–SRCには発現していないことを明らかにしたことである（Blood 106(11): 235a, 2005）．以上の研究

により，現時点でヒトの最も未分化なHSCの免疫特性は，Lin–CD45lowCD34–c-kit–flt3–と考えられた（Stem

cells 25: 1348–1355, 2007; J Autoimmunity 30: 136–144, 2008）．

その後の研究で，従来未分化HSCとされていたCD34+CD38–HSCとCD34–HSCの未分化性についてNOG

マウスを用いる長期骨髄再構築実験系で検討した．その結果，われわれが同定した CD34–HSCがより未

分化であることが示唆された（投稿中）．

2）ヒト骨髄あるいは臍帯血に由来する組織幹細胞（TCSC）の同定とその機能解析に関する研究

ヒト骨髄あるいは臍帯血中には，HSCだけでなく間葉系幹細胞（MSC），あるいは多能性をもつ既知，

未知のTCSCが存在している．われわれは，磁気ビーズ法やFACSを駆使することにより，ヒトの骨髄や

臍帯血中に存在する多能性のTCSCの同定・純化法の開発・確立に取り組んできた．

その過程で，ヒト臍帯血由来単核細胞を type Iコラーゲン処理した培養皿中でEGM2培地を加えて1～2

週間培養し，cobblestone様の late EPC（OEC）のコロニーを同定した．本細胞は，CD31, KDR, CD34抗原

陽性でLDL-uptake，lectin結合能を示したことからOECと確認された．これまでの研究で，IL-8がOECの

migration能や，matrigel中での tube formation等の機能を促進することを明らかにしている（投稿中）．

加えて，ヒト骨髄あるいは臍帯血中に存在する未知の TCSCの同定とその機能解析を目指す研究を継

続している．
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3）骨髄腔内直接移植法による新規マウス造血幹細胞の探索研究

ヒト臍帯血Lin–CD34–細胞（CD34–SRC）は，強いSCID-repopulating cell（SRC）活性を有しCD34+SRC

を産生することから，今後の移植・再生医療の素材として有望である．CD34–SRCは CD34+SRCと異な

り，c-kit，Flt3/Flk2を発現せず，SDF-1不応性であり，骨髄腔内直接移植（Intra-bone marrow injection:

IBMI）法によってのみマウス骨髄に生着する．この様な特性を持つマウス造血幹細胞（HSC）の存在は

過去に報告されていない．われわれは，ヒトCD34–SRCに対応するマウスHSCを探索するとともに，そ

の特性を明らかにすることにより，希少な集団であるヒト CD34–SRCの特性解明に役立てることを目指

している．また，HSCの経静脈的骨髄生着にはSDF-1/CXCR4やSCF/c-kitシグナル系が重要な役割を果す

と考えられており，これら受容体活性の有無は一般的に HSC活性の有無と関連付けて考えられている．

しかしながら，前述したようにヒトCD34–SRCはSDF-1不応性であることから，これらの受容体の存在意

義について改めて検討を加える必要性がある．われわれは，マウスHSCと考えられているKSL（c-kit+Sca-

1+Lin−）細胞を用いてCXCR4受容体発現の変化について検討し，KSL細胞におけるCXCR4の発現レベル

が低いことを明らかにしつつある．

4）樹状細胞によるTヘルパー応答制御機構の解明と免疫疾患新規治療法の開発研究

癌，自己免疫疾患，アレルギー性疾患，移植拒絶を中心とするヒトの疾患を予防・診断・治療するこ

とを目的に，免疫系の活性化および制御機構の解明と人為的コントロールを目指した基盤技術の構築を

目指す研究を行ってきた．上記疾患には国民のQOLを低下させるものから重篤な場合には死に至るもの

まである．このような疾患について，これまでに深められてきた分子・細胞レベルにおける免疫機構や

制御に関する理解を個体レベルの高次調節免疫ネットワークシステムの理解へと発展させ，臨床応用へ

と繋いでいきたい．平成20年度は，NKT細胞機能，および免疫制御の中心的役割を担う樹状細胞の抗腫

瘍拒絶応答，自己免疫応答，およびアレルギー応答における役割と獲得免疫系との連携メカニズムを明

らかにしてきた．具体的には，①内分泌系が樹状細胞機能に及ぼす影響の解析（アレルギー応答），②妊

娠維持における脱落膜NKT細胞の役割の解明（移植拒絶制御），③NKT細胞と樹状細胞の相互作用によ

る免疫制御機構の解明（抗腫瘍・自己免疫制御）である．特に③においては，ヒトNKT細胞の主要な 2

つのサブセットのバランスが，樹状細胞を介して T細胞の免疫応答性を制御しうることが明らかとなっ

ており，移植片対宿主病，抗腫瘍拒絶応答，炎症性腸疾患，自己免疫疾患を制御する新たな医療技術の

開発へと発展させていきたい．

5）食餌制限動物におけるストレス耐性増強機序の解明に関する研究

実験動物において，食餌制限がストレス耐性の増強効果を示すことが知られている．食餌制限の in vitro

モデルとして，48時間絶食したラットから調製した血清存在下で培養した細胞を用いて，絶食がストレ

ス関連遺伝子の発現調節機能に及ぼす影響について検討を加えた．絶食ラット血清で培養した細胞にお

いて，各種熱ショックたんぱく質（HSP70，HSP27，HSP60，HSP90）遺伝子の熱ショックによる発現

誘導率が自由摂取群ラット血清で培養した細胞に比べて上昇し，それに伴い細胞の熱耐性が増強される

ことを見出した．これらの結果，短期絶食による各種熱ショックたんぱく質遺伝子の発現誘導率上昇が，

食餌制限動物におけるストレス耐性増強のメカニズムの一部である可能性が示唆された．
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産生細胞への分化誘導の検討．第7回日本再生

医療学会総会，名古屋

31.大岡久司，神田靖士，鈴木裕子，美島健二，斉

藤一郎，西山利正（2008）聴覚伝導路におけ

る組織幹細胞の同定．第7回日本再生医療学会

総会，名古屋

著　書

1. 西山利正，三島伸介，石田高明，田近亜蘭

（2008）在留邦人のトラベルワクチン実施状況

に関する研究（中華人民共和国に注目して）．
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厚生労働科学研究費補助金 ,新興・再興感染症

研究事業 . 海外渡航者に対する予防接種のあ

り方に関する研究平成17年度－19年度 総合担

研究報告書（尾内一信編）81–102頁，川崎医

科大学，倉敷

2. 西山利正，三島伸介，石田高明，田近亜蘭

（2008）中国在留邦人におけるトラベルワクチ

ン実施状況―上海市内の状況―．厚生労働科

学研究費補助金,新興・再興感染症研究事業. 海

外渡航者に対する予防接種のあり方に関する

研究平成19年度 総括・分担研究報告書（尾内

一信編）72–78頁，川崎医科大学，倉敷

法医学講座

〈研究概要〉

（1）ミトコンドリアDNA rRNA遺伝子の解析による動物種判定法の開発

法科学鑑定で重要な人獣鑑別（動物種判定）法として，ユニバーサルプライマーを用いたミトコンド

リアDNAの16S rRNA領域の解析法の確立について検討した．各動物種250種（脊索動物150種，棘皮動

物5種，節足動物65種，軟体動物29種，刺胞動物1種）の組織から抽出したDNAを試料として検討した

ところ，多くの動物種の遺伝子を検出して識別することが可能だった．この成果を学会誌と国際学会で

報告した．

（2）高速液体クロマトグラフ（HPLC）を用いた姦淫検査法の検討

姦淫検査の予備試験としてPhenolphthalein diphosphate試薬を用いた呈色反応が用いられているが，判

定が主観的であり，かつ，血性（血液が混和した）試料では判定が困難である．そこで呈色反応によっ

て産生されるPhenolphthaleinをHPLCで客観的に検出する方法を検討し，血性試料でも判定が容易になっ

た．

（3）ガスクロマトグラフ質量分析計（GC-MS）によるパラヒドロキシメタンフェタミンの簡易検出法

ガスクロマトグラフ質量分析計（GC-MS）を用いた覚せい剤検査法として，メタンフェタミンの代謝

物であり，覚せい剤取締法で規制されていない p-ヒドロキシメタンフェタミンを指標とする簡易検出法

を検討した．オンカラム法でのMBTFA誘導体化法として，試料注入後すぐにMBTFAを注入する方法が

最も有効だった．

（4）揮発性成分検出による有機リン系農薬の簡易検査法の検討

有機リン系農薬の簡易検査法として，含有されている有機溶媒を指標とし，プラスチック（ポリスチ

レン，アクリル）の変性との相関や各種検知管を用いた検出法について検討した．その結果，有機溶剤

が含まれている製品ではポリスチレンの白濁変質が認められ，メルカプタン系やキシレン系の検知管で

検出することが可能だった．本法は感度的に胃内容が対象となるが，予備試験として有用であると考え

られた．

（5）HPLCを用いた血清中キシレンの分析

有機溶媒キシレンには o-キシレン，m-キシレン，p-キシレンの 3種類の異性体があり，エチルベンゼ

ンが含まれている製品もある．そこでこれらの成分の分離・分析をHPLCを用いて検討した．その結果，

高い再現性や定量性が確認され，司法解剖2事例の分析に応用し，有用性が確認された．

（6）有機リン系農薬DDVPの毒性評価の検討

DDVP（ジクロルボス）を成分とする有機リン系農薬を服毒して中毒死した2事例について，解剖所見，
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体内から検出された DDVP，キシレン濃度およびコリンエステラーゼ活性から毒性評価について検討し

た．DDVPなどのメチルリン酸型の有機リン剤は血中で急速に濃度低下することから，死因判定にはコ

リンエステラーゼ活性検査が不可欠と考えられた．また有機リン系農薬に含まれる有機溶媒（本事例で

はキシレン）の毒性を考慮する必要があった．

（7）脳死患者における脳波自動解析システムを用いた平坦脳波の証明

脳死診断時の脳波はもともと低電位であり，ノイズ等の影響を受けやすいことから，肉眼での脳波判

読が困難であり，従来よりDOS版で構築されている脳波自動解析システムを用いて脳波を定量的に解析

してきた．今日ではWindows OSが主流であることから，市販されているアプリケーション（ATAMAP II

for Windows）を従来のシステムと比較検討し，後者でも同様に脳死診断の補助手段として利用できるこ

とを検証した．

（8）膀胱壁を用いた凝集素解離試験によるABO式血液型判定

ヒト由来ポリクローナル抗体が肝炎等の感染の問題で市販されなくなったために，従来行われてきた

毛髪からの血液型判定が困難となり，動物由来のポリクローナル抗体を用いて爪および脳硬膜でABO式

血液型判定を実施しているが，脳硬膜と同様に比較的腐敗しにくい膀胱壁もABO式血液型判定の試料と

して使用可能であることを確認し，実際の剖検例に応用してその成果を発表した．

（9）溺死判定のためのプランクトン検査法における試料臓器の比較検討

溺死判定のためのプランクトン検査において，肺，肝，腎組織を検査試料として用いているが，肝，

腎からのプランクトンの検出は肺に比べて少なく検出されない例も多い．そこで他の臓器からの検出効

率を検討し，心臓血，脾臓で効率的にプランクトンが検出できることが判明した．ただし腐敗溺死体で

は心臓血が残存していない例が多いので，その時は心内膜を試料として用いるとプランクトンを検出で

きた．

〈研究業績〉

原　著

1. 吉村澄孝，赤根　敦，吉田　学，沖井　裕，時

安太久磨，三谷友亮，小林哲哉（2008）プラ

ンクトン検査における化学的壊機法の改良と

試料の検討．法医の実際と研　51: 77–81

2. 吉田　学，赤根　敦，吉村澄孝，時安太久磨，

沖井　裕（2008）有機リン系農薬DDVP（ジク

ロルボス）を服毒した2剖検例の毒性評価の検

討．法医の実際と研　51: 71–75

3. 沖井　裕，赤根　敦，吉田　学，吉村澄孝，時

安太久磨，小林哲哉，三谷友亮（2008）凝集

素解離試験による膀胱壁からのABO式血液型

判定．法医の実際と研　51: 67–70
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1. Mitani T, Akane A, Tokiyasu T, Yoshimura S,

Okii Y and Yoshida M (2008) Identification of ani-

mal species using the partial sequences in the

mitochondrial 16S rRNA gene. 7th International

Symposium, Advances in Legal Medicine, 大阪

2. Yoshida M, Akane A, Kobayashi T, Mitani T and

Okii Y (2008) Examination of seminal stain by

HPLC assay of phenolphthalein. 7th Interna-

tional Symposium, Advances in Legal Medicine,

大阪

3. Okii Y, Akane A, Kawamoto K, Iwase M, Yoshida

M, Mitani T, Yoshimura S, Tokiyasu T and Koba-

yashi T (2008) The proof of flat-line scalp EEGs

of brain death patients by an automatic EEG

analysis system. 7th International Symposium,

Advances in Legal Medicine, 大阪

4. 吉田　学，赤根　敦，沖井　裕，吉村澄孝，時

安太久磨，小林哲哉，三谷友亮（2008）有機

リン系農薬の揮発性成分検出による簡易検査

法の検討．第 55回日本法医学会近畿地方会，

和歌山

5. 吉田　学，赤根　敦，片木宗弘，土橋　均
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（2008）HPLCを用いた血清中キシレンの分析．

日本法科学技術学会第14回学術集会，東京

6. 沖井　裕，赤根　敦，吉田　学，吉村澄孝，時

安太久磨（2008）凝集素解離試験による膀胱

壁からのABO式血液型判定（3）．第92次日本

法医学会総会，長崎

7. 吉村澄孝，赤根　敦，吉田　学，沖井　裕，時

安太久磨（2008）水中死体の心臓血または心

内膜からのプランクトン検出．第 92次日本法

医学会総会，長崎

8. 吉田　学，赤根　敦，吉村澄孝，時安太久磨，

沖井　裕（2008）GC-MSによるパラヒドロキ

シメタンフェタミンの簡易検出法．第 92次日

本法医学会総会，長崎

著　書

1. 日本DNA多型学会（2008）DNA多型Vol. 16．

DNA多型（赤根敦，日本DNA多型学会編）16，

1–328頁，東洋書店，東京

2. 三谷友亮，赤根　敦（2008）ミトコンドリア

DNA rRNAの部分塩基配列を用いた動物種の

判定．DNA多型（赤根敦，日本DNA多型学会

編）16，32–35頁，東洋書店，東京

3. 沖井　裕，河本圭司（2008）トピックス　平

坦脳波解析．すぐに役立つ脳神経外科救急ハ

ンドブック（日本脳神経外科救急学会編）115

頁，メディカ出版，吹田

分子遺伝学部門

〈研究概要〉

研究の概要

接着分子インテグリンは免疫細胞の血管内皮，抗原提示細胞，細胞外マトリックス等への接着を媒介

し，リンパ球のホーミング，抗原認識，細胞移動に重要な役割を果たしている．リンパ球インテグリン

は刺激に応じてダイナミックに接着性が変化することが特徴である．この接着制御には低分子量 Gタン

パク質 Rap1とそのエフェクター分子 RAPLが関与している．このシグナル伝達は細胞極性と連動して，

LFA-1の空間的制御を行っている点が特徴として挙げられる．Rap1-RAPLシグナルによるインテグリン

接着の分子機構の解明と，このシグナル改変によって免疫細胞の動態，増殖，分化，機能がどのような

影響をうけるか，また，炎症アレルギー，自己免疫疾患などの免疫病との関連を調べる．

最近の研究成果

Rap1とそのエフェクター分子RAPLによるインテグリン制御機構を明らかにするために，RAPL会合分

子を酵母 two-hybrid法を用いて，Ste20-likeキナーゼに属するMst1を同定した．Mst1はRAPLのcoiled-coil

領域に結合し，キナーゼ活性が増強する．会合とキナーゼ活性は活性化型 Rap1によって亢進し，また，

Tリンパ球をケモカイン，抗原架橋刺激すると，Mst1が活性化するのに対して，RAPL欠損Tリンパ球で

は活性化が著しく減少することから，Mst1はRAPL依存的に活性化することが判明した．Mst1を過剰発

現させると先端膜とuropodが生じ，LFA-1が先端膜に集積し，接着がキナーゼ活性依存的に亢進する．リ

ンパ球のMst1をknockdownするとこれらの効果が阻害された．Rap1-RAPLシグナルによるLFA-1接着と

細胞極性にMst1が重要であることが明らかになった．

RAPL欠損マウスはリンパ球ホーミング機能障害によって，リンパ節のT,Bリンパ球数が低下している．

リンパ球接着カスケードにおけるRap1-RAPLの機能を灌流下血管内皮接着系，生体内顕微鏡を用いて調

べた．Rap1はケモカインによって誘導されるLFA-1, α4β7を介する停止接着に重要であり，RAPLは停止

接着以降におこる強固な接着に必要であった．LFA-1のβ2細胞内領域が停止接着を制御し，αL鎖が強固

な接着に必要であった．Rap1-RAPLシグナルはこれらの領域を介して，リンパ球の血管内皮接着を制御

している．さらに 2光子レーザー顕微鏡を用いて，リンパ節組織内のリンパ球移動を解析したところ，

RAPL欠損T, Bリンパ球は移動速度が遅く，移動距離が低下していたことから，組織内移動にRAPLが重
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要であることがわかった（投稿中）．以上の研究により，Rap1-RAPLシグナルはMst1を介して，リンパ

球の細胞極性と LFA-1の局在を調節し，血管内皮接着と組織内移動に重要な役割を果たしていることが

明らかになった．現在，RAPL, Mst1の遺伝子改変マウスを用いて，リンパ球の増殖，分化への影響，自

己免疫との関連を解析しており，インテグリン制御と細胞増殖・分化との協調的制御のメカニズムや自

己免疫，リンホーマ発症に関与することを明らかにしつつある．

〈研究業績〉
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stromal cell layer common adult secondary

lymphoid organs. J Immunol. 181(9): 6189–6200

2. Katakai T and Shimizu A (2008) Undesired meet-
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4. 木梨達雄（2008）細胞接着―生体内細胞の移
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ルーン内視鏡を用いた胆道結石截石術の有用

性．第76回日本消化器内視鏡学会総会，東京

28.住本貴美，高岡　亮，島谷昌明，池浦　司，小

薮雅紀，深田憲将，楠田武生，若松隆宏，鈴

木　亮，関　寿人，岡崎和一（2008）ERCP後

アミラーゼ値上昇の意義についての検討．第

76回日本消化器内視鏡学会総会，東京

29.朝山俊樹，廣原淳子，中村尚宏，柳川雅人，若

松隆宏，池田広記，中橋佳嗣，田橋賢也，関

寿人，岡崎和一（2008）正常肝に発生した肝

紫斑病の1例．第186回日本内科学会近畿地方

会，京都

30.高岡　亮，島谷昌明，岡崎和一（2008）術後

胆管狭窄に対する内視鏡的治療の有用性の検

討．第44回日本胆道学会学術集会，名古屋

31.島谷昌明，高岡　亮，岡崎和一（2008）ビデ

オシンポジウム 2:選択的胆管挿管・EST困難

例に対する膵管ガイドワイヤー留置下プレ

カットESTの経験．第81回 日本消化器内視鏡

学会近畿地方会，大阪

32.中村尚広，田橋賢也，島谷昌明（2008）パネ

ルディスカッション：関節リウマチ患者にみ

られた消化管糞線虫症の一例．第 81回日本消

化器内視鏡学会近畿地方会，大阪

33.富山　尚，高岡　亮，島谷昌明，池浦　司，若

松隆宏，青井一憲，柳川雅人，福井由理，楠

田武生，内田一茂，小薮雅紀，関　寿人，岡

崎和一，豊川秀吉，里井壮平，權　雅憲（2008）

若年発症した膵腺房細胞癌の1例．第89回日本

消化器病学会近畿支部例会，大阪

34.福井由理，高岡　亮，島谷昌明，住本貴美，福

井寿朗，富山　尚，山科雅夫，朝山俊樹，中

村尚弘，楠田武生，小薮雅紀，池浦　司，関

寿人，岡崎和一，柳本泰明，里井壮平，權

雅憲，坂井田紀子（2008）急性膵炎を契機に

発見された膵癌の1例．第89回日本消化器病学

会近畿支部例会，大阪

35.柳川雅人，島谷昌明，松下光伸，朝山俊樹，中

村尚広，福井由理，福井寿朗，内田一茂，高

岡　亮，岡崎和一（2008）小腸輪状狭窄を呈

したと考えられるfollicular lymphomaの1例．第

89回日本消化器病学会近畿支部例会，大阪

36.柳川雅人，成田基良，中橋佳嗣，朝山俊樹，中

村　弘，青井一憲，加藤孝太，吉川恵史，池

田広記，廣原淳子，宮崎浩彰，山縣英生，若

松隆宏，松本隆之，井口亮輔，関　寿人，岡

崎和一，松井浩輔，斎藤隆道，海堀昌樹（2008）

無症候性胆石症から急性胆嚢炎，穿通性肝膿

瘍，横隔膜下膿瘍，膿胸を来たした1例．第89

回日本消化器病学会近畿支部例会，大阪

37.島谷昌明，高岡　亮，岡崎和一（2008）胃切

除後の胆膵疾患に対する内視鏡的アプローチ

の工夫－ダブルバルーン内視鏡を用いた検

討－．日本胆道学会総会，名古屋

38.松下光伸，岡崎和一，西尾彰功，内田一茂，大

宮美香，福井寿朗，川股聖二，安藤祐吾，深

田憲将（2008）難治性炎症性腸疾患に対する

ステロイドを用いたドラッグデリバリーシス

テム治療の臨床試験（Ⅰ．ポリ乳酸マイクロ

カプセルを用いたステロイド封入カプセルに

よる難治性潰瘍性大腸炎治療の臨床試験．Ⅱ．

リポ化ステロイドを用いたドラッグデリバ

リーシステムによる炎症性腸疾患の治療：多

施設共同による無作為化並行群間試験）．厚生

労働科学研究難治性疾患克服研究事業「炎症

性腸疾患の画期的治療法に関する臨床研究」

平成20年度第1回総会，東京

39.廣原淳子（2008）原発性胆汁性肝硬変 (PBC)に

ついて．大阪府豊中保健所広域講演会，大阪

40.島谷昌明，松下光伸，岡崎和一（2008）治療

に難渋した単純性潰瘍の一例と当院における

難治性炎症性腸疾患の治療．第 12回　関西腸

疾患研究会，大阪

41.岡崎和一，内田一茂，三好秀明，小藪雅紀，西
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尾彰功（2008）自己免疫性膵炎の病態におけ

る制御性T細胞に関する研究．厚生労働科学研

究費補助金難治性疾患克服研究事業　難治性

膵疾患に関する調査研究班　第2回総会，東京

42.池浦　司，高岡　亮，内田一茂，島谷昌明，住

本貴美，鈴木　亮，岡崎和一（2008）当施設

の重症急性膵炎おける新しい重症度判定基準

に関する検討．第39回日本膵臓学会大会，横浜

43.内田一茂，池田広記，深田憲正，小藪雅樹，三

好秀明，福井寿朗，松下光伸，高岡　亮，岡

崎和一（2008）肝移植となった自己免疫性膵

炎合併硬化性胆管炎の1例．第39回日本膵臓学

会大会，横浜

44.池田耕造，梅原秀人，井口亮輔，川股聖二，福

島慎太郎，関　寿人，岡崎和一，辻　勝成，權

雅憲，鷹巣晃昌，四方伸明（2008）肝細胞癌：

Fibrolamellar carcnioma でしょうか？大阪肝穿

刺生検治療研究会，大阪

45.松崎恒一，村田美樹，関本　剛，小池和彦，関

寿人，岡崎和一（2008）慢性ウイルス性肝疾

患におけるTGF-βシグナル伝達．第44回日本

肝臓学会総会，愛媛

46.門田洋一，　福島愼太郎，　関　寿人，岡崎和

一（2008）薬物性肝障害の診断におけるスコ

アリングの有用性の検討．第 44回日本肝臓学

会総会，愛媛

47.廣原淳子，松本隆之，池田広記，宮崎浩彰，中

橋佳嗣，関　寿人，岡崎和一，海堀昌樹，上

山泰男，木村　穣（2008）生体部分肝移植に

おける脂肪肝ドナーの術前評価と短期強化療

法．第44回日本肝臓学会総会，愛媛

48.若松隆宏，鉢嶺大作，中橋佳嗣，関　寿人，岡

崎和一（2008）肝細胞癌におけるMRP4，5を

分子標的とした抗癌剤耐性克服の検討．第 44

会日本肝臓学会総会，愛媛

49.廣原淳子（2008）肝臓の働きと病気の種類．肝

炎フォーラム，大阪

50.廣原淳子（2008）原発性胆汁性肝硬変 (PBC)の

治療と療養生活．大阪府岸和田保健所原発性

胆汁性肝硬変学習会，大阪

51.池田耕造，関　寿人，梅原秀人，井口亮輔，岡

崎和一（2008）肝腫瘍性病変との鑑別に難渋

した肝内血腫の一症例．第 44回日本肝癌研究

会，大阪

52.池田耕造，関　寿人，梅原秀人，井口亮輔，岡

崎和一（2008）下大静脈浸潤を有する肝細胞

癌症例の治療成績．第 44回日本肝癌研究会，

大阪

53.朝山俊樹，池田耕造，関　寿人，梅原秀人，井

口亮輔，井上肇一，岡崎和一（2008）進行肝

細胞癌の右房転移，肺転移に対しアイエー

コール＋リピオドール併用肝動注化学療法が

奏効した一例．第44回日本肝癌研究会，大阪

54.島谷昌明，高岡　亮，岡崎和一（2008）ビデ

オシンポジウム 2:除後症例における胆・膵疾

患症例に対するダブルバルーン内視鏡を用い

た ERCP関連手技の工夫．第 75回日本消化器

内視鏡学会　総会，横浜

55.岡崎和一（2008）自己免疫性膵炎の最近の進

歩．第7回九州シェーグレン症候群研究会，福

岡

56.島谷昌明，松下光伸，岡崎和一（2008）ワー

クショップ 2:当科におけるダブルバルーン小

腸内視鏡検査のクリニカルパス．第 94回日本

消化器病学会総会，福岡

57.島谷昌明，松下光伸，鈴木　亮，住本貴美，塩

見圭佑，福井寿朗，田橋賢也，内田一茂，高

岡　亮，岡崎和一（2008）腹痛と小腸疾患：ダ

ブルバルーン小腸内視鏡を用いた臨床的アプ

ローチ．第94回日本消化器病学会総会，福岡

58.廣原淳子，仲野俊成，大西三朗（2008）ワー

クショップ3:多臓器病変を呈する消化器疾患 :

合併する自己免疫疾患別にみた原発性胆汁性

肝硬変 (PBC)の病態の相違－ PBC全国調査結

果から－．第94回日本消化器病学会総会，福岡

59. Ando Y, Inaba M, Guo K and Ikehara S (2008)

Adipose Tissue-Derived Stem Cells Facilitate

Colonic Mucosal Recovery in Experimental Coli-

tis Rats. 第97回日本病理学会総会，金沢

60.高岡　亮，島谷昌明，池浦　司，小薮雅紀，深

田憲将，楠田武生，関　寿人，岡崎和一（2008）

下部胆管狭窄症例における中上部胆管壁の胆

管腔内超音波像の検討．日本超音波医学会第

81回学術集会，神戸

61.廣原淳子（2008）生体肝移植に関する最近の

話題．第219回枚方医師会・交野医師会学術研

修会，大阪

62.大宮美香，松下光伸，岡崎和一（2008）区域
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性に広範囲な潰瘍形成を認めた非特異的大腸

炎の1例．第172回大腸疾患研究会，大阪

63.是枝ちづ，武田聖子，関　寿人，岡﨑和一，河

相吉（2008）核医学的検査によるNASHの評価

－肝集積率，脾集積率による検討－．第 16回

肝病態生理研究会，愛媛

64.池浦　司，高岡　亮，島谷昌明（2008）悪性

胆管狭窄に対するガイドワイヤ誘導下生検の

経験．第 80回日本消化器内視鏡学会近畿地方

会，大阪

65.楠田武生，高岡　亮，島谷昌明，小薮雅紀，池

浦　司，深田憲将，住本貴美，鈴木　亮，塩

見圭祐，関　寿人，岡崎和一（2008）自然脱

落型膵管ステントが2ヶ月間残存した一例．第

80回日本消化器内視鏡学会近畿地方会，大阪

66.松下光伸，島谷昌明，岡崎和一（2008）比較

的まれな腸疾患に対する臨床病理学的知見：

本院における小腸悪性リンパ腫の臨床病理学

的検討．第 80回日本消化器内視鏡学会近畿地

方会，大阪

67.鈴木　亮，島谷昌明，住本貴美，塩見圭佑，福

井寿朗，内田一茂，松下光伸，高岡　亮，岡

崎和一（2008）経口的ダブルバルーン小腸内

視鏡検査後に重症急性膵炎を来した一例．第

80回日本消化器内視鏡学会近畿地方会，大阪

68.豊永貴彦，松本隆之，鈴木　亮，住本貴美，若

松隆宏，福井寿朗，大宮美香，内田一茂，松

下光伸，岡崎和一（2008）露出血管のあるク

ローン病の潰瘍出血に対して内視鏡的止血術

が有効であった一例．第 80回日本消化器内視

鏡学会近畿地方会，大阪

69.松下光伸，岡崎和一，深田憲将，内田一茂，川

股聖二，安藤祐吾，大宮美香，藤井壽仁（2008）

リポ化ステロイドを用いたドラッグデリバ

リーシステムによる炎症性腸疾患の治療：多

施設共同による無作為化並行群間試験．厚生

労働科学研究難治性疾患克服研究事業「炎症

性腸疾患の画期的治療法に関する臨床研究」

平成19年度第2回総会，東京

70.松下光伸，岡崎和一，深田憲将，内田一茂，川

股聖二，安藤祐吾，大宮美香，藤井壽仁，大

植謙一，廣田育彦，田畑泰彦，仲瀬裕志，千

葉　勉（2008）ポリ乳酸マイクロカプセルを

用いたステロイド封入カプセルによる難治性

潰瘍性大腸炎治療の臨床試験．厚生労働科学

研究難治性疾患克服研究事業「炎症性腸疾患

の画期的治療法に関する臨床研究」平成 19年

度第2回総会，東京

71.松下光伸，大宮美香，岡崎和一（2008）クロー

ン病の緩解導入・緩解維持におけるインフリ

キシマブの有用性と新たな治療法の可能性．

第4回日本消化管学会総会，大阪

72.島谷昌明，松下光伸，岡崎和一（2008）ワー

クショップ 2:当科におけるダブルバルーン内

視鏡の現状と内視鏡検査・処置の工夫．第4回

日本消化管学会総会学術集会，大阪

73.島谷昌明（2008）当院でのダブルバルーン小

腸内視鏡検査の現状と小腸疾患における役

割．第5回関西消化器内視鏡懇談会，大阪

74.住本貴美，池田広記，中橋佳嗣，広原淳子，島

谷昌明，若松隆宏，井口亮輔，井上肇一，鈴

木　亮，関　寿人，岡崎和一，松井康輔，海

堀昌樹，上山泰男（2008）肝腫瘍との鑑別が

困難であった肝膿瘍の一症例．第 88回日本消

化器病学会近畿支部例会，大阪

75.成田基良，田橋賢也，住本貴美，鈴木　亮，星

野勝一，若松隆宏，段原直行，島谷昌明，森

茂生，松下光伸，竹内幸俊，河島祥彦，岡崎

和一，小島博之，谷川　昇（2008）部分的脾

動脈塞栓術 (PSE)が有効であった高度の貧血

を伴う門脈圧亢進症性胃症 (PHG)の一例．第

88回日本消化器病学会近畿支部例会，大阪

76.星野勝一，段原直行，成田基良，鈴木　亮，住

本貴美，森　茂生，田橋賢也，若松隆宏，仲

野俊成，岡崎和一（2008）術前化学療法によ

り病理学的に CRを確認した stage Ⅳ進行胃癌

の 1例．第 88回日本消化器病学会近畿支部例

会，大阪

77.池浦　司，高岡　亮，島谷昌明，小藪雅紀，楠

田武生，鈴木　亮，住本貴美，関　寿人，岡

崎和一，豊川秀吉，里井壮平，上山泰男，坂

井田紀子（2008）膵腫瘍と鑑別が困難であっ

た黄色肉芽腫性病変の1例．第88回日本消化器

病学会近畿支部例会，大阪

78.島谷昌明，高岡　亮，岡崎和一（2008）シン

ポジウム 1-1:術後再建腸管を有する胆膵疾患

症例に対するダブルバルーン内視鏡の有用

性．第 88回日本消化器病学会近畿支部例会，
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大阪

79.楠田武生，高岡　亮，島谷昌明，小薮雅紀，池

浦　司，深田憲将，住本貴美，鈴木　亮，塩

見圭祐，関　寿人，岡崎和一，櫻本和人，豊

川秀吉，柳本泰明，里井壮平，上山泰男（2008）

膵dermoid cystの一例．第88回日本消化器病学

会近畿支部例会，大阪

80.鈴木　亮，島谷昌明，岡崎和一（2008）シン

ポジウム 1-2:当科におけるダブルバルーン小

腸内視鏡による小腸疾患の診断と治療の現

状．第 88回日本消化器病学会近畿支部例会，

大阪

81.廣原淳子，仲野俊成，関　寿人，岡崎和一

（2008）原発性胆汁性肝硬変全国調査第 28報．

厚生労働科学研究費補助金　難治性疾患克服

研究事業「難治性の肝・胆道疾患に関する調
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心療内科学講座

〈研究概要〉

心療内科の研究は，身体疾患を対象に，身体と心の相互関係（心身相関）についての病態解明と，診

断法および治療が中心である．このため，従来のような「病原体→感染症」のような単純な線形モデル

に基づく解析では困難なことが多く，bio-psycho-socio-ethicalの各要素についての関係性を考えなければ

ならない（システム論的解析）．そこで生体のストレス反応についてカオス解析を試みることや，行動科

学的手法，質的研究などの新しい手法を用いて研究を行なっている．

○消化器疾患に関する心身医学的研究

厚生省班会議の一員として，FD（functional dyspepsia）の病態解明を行なっている．FD患者の胃機能

測定に胃電図や胃内pHセンサーを用い，さまざまなストレスを負荷することによって，情動と胃運動機

能との関係を研究している．結果の分析においては，複雑系の観点よりカオス解析を試みている．この

ほかにも食道機能，腸管機能，胆嚢機能についての同様の研究や，消化性潰瘍，慢性膵炎，潰瘍性大腸

炎などの心身医学的研究を行っている．
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○慢性疼痛に関する心身医学的研究

慢性疼痛は心理社会的要因が密接に関与し，治療においてはシステム論的アプローチが必要である．

研究についても同様で，たんなる病因論的な分析ではなく，多元的病態把握を中心に研究を行なって

いる．

○サイコオンコロジー（精神腫瘍学）に関する心身医学的研究

国立がんセンターと共同研究で，がん患者のリエゾン心身（精神）医学的解析を開始した．参加施設

60　関西医大誌　第56巻の中で心療内科は当施設のみで，他はすべて精神科であるためか，興味深い結

果が出つつある．また，がん患者に心身医学的グループ療法を行ない，どのような臨床結果を得られる

か試みている．

○アレルギー疾患に関する心身医学的研究

約 200 名の気管支喘息患者に対し，心身医学的治療を行っている．とくに難治性の気管支喘息は一般

内科的治療のみでは不充分であり，簡易心理療法，自律訓練法，交流分析などが必要となる．また，喘

息患者の性格傾向について分析し，身体因子としてアトピー型 / 非アトピー型との関連について解析し

た．

○内分泌・代謝疾患に関する心身医学的研究

厚生省班会議の一員として，摂食障害患者の臨床研究を行なった．摂食障害患者の治療については病

院のみでは困難なことが多く，米国では自助グループ，代替医療など，他の施設のかかわりも当然とさ

れている．しかし日本での医療機関以外の施設の利用実態については不明なことが多く，その解析を行

なった．また，糖尿病患者にたいするチームアプローチについても成果を発表した．

○代替医療に関する心身医学的研究

米国では西洋医学理論に基づかない治療以外はすべて代替医療とされ，われわれ心療内科領域の治療

はほとんどが代替医療の範疇ということになる．その中の 1 つであるバイオフィードバック（BF）につ

いては，従来のオペラント条件付け学習モデルとなる疾患（書痙，斜頚など）から，さまざまな疾患を

広く対象とするようになり，研究対象も広がった．さらに東洋医学など，他の代替医療についても臨床

研究中である．
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心身症治療におけるスピリチュアルケアの必

要性ースピリチュアルな気づきによって治療

が進展した心身症症例の考察からー．第1回日

本スピリチュアルケア学会，神戸

8. 三宅眞理，高橋伸佳，田嶋佐和子，仁木　稔，

日根かがり，木下藤寿，山中　裕，木村　穣，

西山利正（2008）ヘルスツーリズム「行動変
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容型旅行」の効果の検討．日本行動療法学会

第34回大会，東京

9. 土井麻里（2008）女性のライフサイクルと統

合医療．第2回21世紀統合医療フォーラム，京

都

10.山中　裕，三宅眞理，田嶋佐和子，仁木　稔，

日根かがり，木下藤寿，高橋伸佳，木村　穣，

西山利正（2008）ヘルスツーリズム「行動変

容型旅行」における旅行後の ITによる遠隔セ

ルフモニタリングと支援の効果．日本遠隔医

療学会学術大会，東京

11.土井麻里，福永幹彦，阿部哲也，水野泰行，首

藤由江，神原憲治，伴　郁美，中井吉英（2008）

心身医学的アプローチが奏功した眼瞼痙攣の

2症例．第45回心身医学会地方会，神戸

12.水野泰行（2008）バイオフィードバックと認

知行動療法．第 32回日本バイオフィードバッ

ク学会，大阪

13.土井麻里（2008）バイオフィードバックと瞑

想．第 32回日本バイオフィードバック学会，

大阪

14.永岡三穂，福永幹彦，神原憲治，阿部哲也，水

野泰行，中井吉英（2008）強迫的性格傾向の

ある慢性疼痛患者に対する治療戦略の検討．

第49回心身医学総会，北海道

15.阿部哲也，福永幹彦，中井吉英（2008）胃蠕

動運動機能の機能性胃腸症と他疾患における

比較．第49回日本心身医学会総会，札幌，日本

16.水野泰行，福永幹彦，中井吉英（2008）患者

の主観的症状認識にもとづく心身症患者の分

類．第49回日本心身医学会総会，札幌

17.土井麻里，福永幹彦，阿部哲也，松岡弘道，垣

見　亮，伴　郁美，中井吉英（2008）スピリ

チュアルな気づきによって治療が進展した心

身症の3症例．第49回日本心身医学会総会，札

幌

18.阿部哲也，福永幹彦，中井吉英（2008）機能

性胃腸症における胃蠕動運動リズム異常の他

疾患との比較．第70回消化器心身医学研究会，

福岡

19.山本和美（2008）交通事故後の慢性疼痛患者

におけるロールシャッハ・テスト結果．包括

システムによる日本ロールシャッハ学会，岡

山

20.高杯伸佳，三宅眞理，田嶋佐和子，仁木　稔，

日根かがり，木下藤寿，木村　穣，西山利正

（2008）行動変容型旅行」ヘルスツーリズの効

果の検討．第14回日本行動医学会学術総会，津

21.水野泰行，福永幹彦，中井吉英（2008）患者

の主観的症状認識にもとづく疼痛患者の分

類．第37回日本慢性疼痛学会，栃木

22.水野泰行，福永幹彦，中井吉英（2008）パニッ

ク障害に対する苓桂朮甘湯の使用経験．第 44

回日本東洋心身医学研究会，東京

23.西田愼二（2008）東洋心身医学研究会EBM作

業チーム調査報告：過敏性腸症候群．第 44回

日本東洋心身医学研究会，東京

24.西田愼二，有光潤介，岸田友紀，井上隆弥

（2008）漢方薬の意外な効果を考える．日本東

洋医学会関西支部三県合同講演会，大阪

25.西田愼二（2008）大阪大学付属病院漢方外来

の現状と不定愁訴の漢方治療．三重大学東洋

医学研究会，津

26.西田愼二（2008）今冬のカゼ・インフルエン

ザに対する漢方治療．第 2回南大阪漢方研究

会，堺

27.福永幹彦（2008）心身医療における医師と心

理士の連携：心療内科　心理士専門研修プロ

グラム．第49回日本心身医学会総会，札幌

著　書

1. 阿部哲也，福永幹彦，中井吉英（2008）慢性

痛に対する心療内科的アプローチ．疼痛の理

学療法　第2版（鈴木重行編）67–74頁，三輪

書店，東京
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神経内科学講座

〈研究業績〉

原　著

1. Fujita K, Ito H, Nakano S, Kinoshita Y, Wate R

and Kusaka H (2008) Immunohistochemical

identification of messenger RNA-related pro-

teins in basophilic inclusions of adult-onset atypi-

cal motor neuron disease. Acta Neuropathol

116(4): 439–445

2. Nakamura M, Ito H, Wate R, Nakano S, Hirano A

and Kusaka H (2008) Phosphorylated Smad2/3

immunoreactivity in sporadic and familial amyo-

trophic lateral sclerosis and its mouse model.

Acta Neuropathol 115(3): 327–334

3. Ito H, Wate R, Zhang J, Ohnishi S, Kaneko S, Ito

H, Nakano S and Kusaka H (2008) Treatment

with edaravone, initiated at symptom onset,

slows motor decline and decreases SOD1 deposi-

tion in ALS mice. Exp Neurol 213(2): 448–455

4. Kaneda H, Saito Y, Saito T, Maniwa T, Minami

K, Kusaka H and Imamura H (2008) Preopera-

tive steroid therapy stabilizes postoperative res-

piratory conditions in myasthenia gravis. Gen

Thorac Cardiovasc Surg 56(3): 114–118

5. Yamaguchi K, Kanazawa S, Kinoshita Y,

Yoshikawa Y and Nomura S (2008) Aneurysmal

pulmonary artery arising from the descending

aorta. Intern Med 47(1): 75–76

6. Shinde A, Nakano S, Sugawara M, Toyoshima I,

Ito H, Tanaka K and Kusaka H (2008) Expres-

sion of caveolar components in primary desmin-

opathy. Neuromuscul Disord 18(3): 215–219

7. Nakano S, Shinde A, Fujita K, Ito H and Kusaka

H (2008) Histone H1 is released from myonuclei

and present in rimmed vacuoles with DNA in

inclusion body myositis. Neuromuscul Disord

18(1): 27–33

症例報告

1. 有賀百子，橋本修治，欅　　篤，長島正人，丸

岡　満，立花恭子（2008）保存的治療によっ

て改善した重症頸椎圧迫性脊髄症の高齢者の

2例．天理医紀　11(1): 77–85

学会発表

1. 朝山知子，和手麗香，柘植彩子，齋藤朱実，新

出明代，中野　智，日下博文（2008）基礎疾

患にネフローゼ症候群と液性免疫不全を有し

細菌性髄膜炎を繰り返した一例．日本神経学

会第89回近畿地方会，大阪

2. 伊東秀文（2008）筋委縮性側索硬化症の病理

遺伝子異常との関連．第 36回臨床神経病理懇

話会，広島

3. 西井　誠，伊東秀文，木下芳美，中村聖香，朝

山知子，朝山真哉，中村正孝，藤田賢吾，和

手麗香，新出明代，中野　智，日下博文（2008）

長期の臨床経過を示した運動ニューロン病の

一剖検例．第36回臨床神経病理懇話会，広島

4. 中村聖香，伊東秀文，新出明代，朝山真哉，中

村正孝，西井　誠，木下芳美，藤田賢吾，朝

山知子，和手麗香，中野　智，日下博文（2008）

レボドパ反応性でパーキンソン病様の経過を

とった進行性核上性麻痺の1例．第36回臨床神

経病理懇話会，広島

5. 中村聖香，新出明代，中野　智，和手麗香，伊

東秀文，日下博文（2008）超高齢者重症筋無

力症に対する副腎皮質ホルモンと cyclosporine

Aによる治療経験．第26回神経治療学会総会，

横浜

6. 新出明代，中野　智，中村聖香，朝山真哉，朝

山知子，和手麗香，伊東秀文，日下博文（2008）

高齢発症重症筋無力症（ＭＧ）例の治療と予

後についての検討．第49回日本神経学会総会，

横浜

7. 西井　誠，中野　智，藤田賢吾，伊東秀文，日

下博文（2008）筋炎におけるDNA二本鎖切断

修復酵素DNA-PKの検討．第 49回日本神経学

会総会，横浜

8. 中村正孝，伊東秀文，和手麗香，西井　誠，木

下芳美，藤田賢吾，新出明代，中野　智，平

野朝雄，日下博文（2008）筋萎縮性側索硬化

症におけるリン酸化 Smad2/3の免疫組織化学

的検討．第49回日本神経学会総会，横浜

9. 藤田賢吾，伊東秀文，木下芳美，西井　誠，中

村正孝，和手麗香，新出明代，中野　智，日

下博文（2008）好塩基性封入体（BI）を伴う
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成人発症運動ニューロン病の大脳皮質におけ

るBIの分布．第49回日本神経学会総会，横浜

10.和手麗香，伊東秀文，平野朝雄，中村正孝，西

井　誠，木下芳美，藤田賢吾，新出明代，中

野　智，日下博文（2008）Guam島パーキンソ

ン痴呆複合の封入体形成におけるリン酸化

Smad2/3の関与．第49回日本神経学会総会，横

浜

11.新出明代，國枝武伸，木下芳美，和手麗香，中

野　智，伊東秀文，日下博文，山田正仁，北

本哲之（2008）本邦初の変異型クロイツフェ

ルト・ヤコブ病（変異型 CJD）の一例．第 49

回日本神経病理学会総会学術研究会，東京

著　書

1. 伊東秀文（2008）第 7 章　神経・運動器疾患

5．錐体外路疾患　VII大脳皮質基底核変性症

VIII 線条体黒質変性症わかりやすい内科学

第3版（井村裕夫編）763–767頁，文光堂，東京

2. 中野　智（2008）第 7 章　神経・運動器疾患

14．筋疾患：筋ジストロフィー症　14-付録．

ケネディー・オルター・スン病わかりやすい

内科学　第3版（井村裕夫編）817–825頁，文

光堂，東京

3. 日下博文（2008）第 7 章　神経・運動器疾患

16．全身性疾患に伴う神経疾患（糖尿病／腎

疾患／甲状腺疾患／周期性四肢麻痺／膠原

病）わかりやすい内科学　第 3版（井村裕夫

編）837–845頁，文光堂，東京

精神神経科学講座

〈研究業績〉

原　著

1. Sugimoto T, Tanigawa N, Ikeda K, Ohmura N,

Maehara M, Kariya S, Kojima H, Komemushi A,

Ha-Kawa SK, Saito Y, Tajika A, Kinoshita T and

Sawada S (2008) Diffusion-weighted imaging for

predicting new compression fractures following

percutaneous vertebroplasty. Acta Radiol 49(4):

419–426

2. Serretti A and Kato M (2008) The serotonin

transporter gene and effectiveness of SSRIs.

Expert Rev Neurother 8(1): 111–120

3. Morishita S and Kinoshita T (2008) Predictors of

response to sertraline in patients with major

depression. Hum Psychopharmacol 23(8): 647–

651

4. Tani M, Suzuki T, Takada A, Yagyu T and

Kinoshita T (2008) The acupuncture treatment

of severe axial dystonia. J Chin Med 87: 5–8

5. Wakeno M, Kato M, Okugawa G, Fukuda T,

Hosoi Y, Takekita Y, Yamashita M, Nonen S,

Azuma J and Kinoshita T (2008) The alpha 2A-

adrenergic receptor gene polymorphism modi-

fies antidepressant responses to milnacipran. J

Clin Psychopharmacol 28(5): 518–524

6. Kato M, Wakeno M, Okugawa G, Fukuda T,

Takekita Y, Hosoi Y, Azuma J, Kinoshita T and

Serretti A. (2008) Antidepressant response and

intolerance to SSRI is not influenced by G-pro-

tein beta3 subunit gene C825T polymorphism in

Japanese major depressive patients. Prog Neu-

ropsychopharmacol Biol Psychiatry 32(4): 1041–

1044

7. Kato M, Fukuda T, Serretti A, Wakeno M,

Okugawa G, Ikenaga Y, Hosoi Y, Takekita Y,

Mandelli L, Azuma J and Kinoshiata T (2008)

ABCB1(MDR1)gene polymorphisms are associ-

ated with the clinical response to paroxetine in

patients with major depressive disorder. Prog

Neuropsychopharmacol Biol Psychiatry 32(2):

398–404

8. Saito Y, Nobuhara K, Okugawa G, Takase K,

Sugimoto T, Horiuchi M, Ueno C, Maehara M,

Omura N, Kurokawa H, Ikeda K, Tanigawa N,

Sawada S and Kinoshita T (2008) Corpus callo-

sum in patients with obsessive-compulsive dis-

order: diffusion-tensor imaging study. Radiology

246(2): 536–542

9. Serretti A, Kato M and Kennedy JL (2008) Phar-

macogenetic studies in depression: a proposal for
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methodologic guidelines. Pharmacogenomics J

8(2): 90–100

10.片上哲也，織田裕行，北元　健，山田圭造，木

下利彦（2008）双極性成分に注目することに

より双極性障害に診断を変更し，改善がみら

れた気分障害の 12例についての考察．Bipolar

disorder 6: 32–36

11.中平暁子，吉野真紀，織田裕行，鈴木朋子，田

近　文，有木永子，木下利彦（2008）性同一

性障害におけるロールシャッハテストの特徴

―MTFとFTMの比較から―．ロールシャッハ

法研究　12(1): 1–9

12.鈴木俊明，谷万喜子，若山育郎，吉田宗平，木

下利彦，柳生隆視，高田あや，井上博紀（2008）

ジストニア患者に対する鍼治療効果に関する

検討―筋電図学的評価と心理的側面からの評

価―．関西医療大学紀要　2: 110–117

13.吉野真紀，中平暁子（2008）心理臨床と投影

法 ジェンダー問題と投影法．現代のエスプリ

(別冊 (10月 )): 236–244

14.奥川　学，加藤正樹，分野正貴，嶽北佳輝，木

下利彦（2008）【抗うつ薬】将来，期待される

抗うつ薬の研究と開発．最新精神医　13(5):

457–462

15.分野正貴，加藤正樹，嶽北佳輝，坂井志帆，西

田圭一郎，奥川　学，木下利彦（2008）【抗う

つ薬】パロキセチン (パキシル )．最新精神医

13(5): 435–438

16.杉本達哉，岩瀬正顕，宮崎秀行，藤原弘佳，木

下利彦，中谷壽男（2008）2ヵ月間フォロー

アップした一酸化炭素中毒集団発生事例の報

告．産業医ジャーナル　31(1): 18–22

17.吉野真紀，中平暁子，織田裕行，鈴木朋子，田

近　文，有木永子，木下利彦（2008）ロール

シャッハテストからみた性同一性障害．心理

臨床研　26(1): 13–23

18.横小路美貴子，三苫亜妃，長尾喜一郎，木下

利彦（2008）リスパダールからジェネリック

のリスペリドンに変更し精神症状が悪化した

統合失調症の1例．新薬と臨　57(3): 364–366

19.嶽北佳輝，吉田常孝，西田圭一郎，河　相吉，

坂井志帆，分野正貴，加藤正樹，奥川　学，木

下利彦（2008）Parixetine投与により前頭葉症

状 の 改 善 を み た 前 頭 側 頭 方 認 知 症

（frontotemporal dementia)の1例．精神　13(2):

165–172

20.森田紗千，上野千穂，高瀬勝教，南　智久，分

野正貴，嶽北佳輝，入澤　聡，奥川　学，木

下利彦（2008）脳波異常を伴った若年周期精

神病の一症例．大阪てんかん研会誌　18: 11–

15

21.吉村匡史，西田圭一郎，森田紗千，嶽北佳輝，

木下利彦（2008）薬物療法の臨床神経生理学

的研究．臨精医　37(10): 1335–1343

22.村崎光邦，小山　司，伊豫雅臣，石郷岡純，上

島国利，八木剛平，尾崎紀夫，福居顯二，武

田雅俊，米田　博，木下利彦，神庭重信，前

田久雄（2008）Perospironeの初発統合失調症

に対する市販後調査―有効性と安全性の検討

―．臨精薬理　11(8): 1531–1550

23.木下利彦（2008）統合失調症に対する blo-

nanserinの長期投与試験　多施設共同オープ

ン試験 (全国区 )．臨精薬理　11(1): 135–153

24.福田剛史，山下恵実，東　純一，加藤正樹

（2008）抗うつ薬の治療効果に影響する分子に

関するゲノム薬理学的研究―脳特異的 tryp-

tophan hydroxylase-2 遺伝子多型を中心に―．

臨薬理の進歩　(29): 155–167

総　説

1. 織田裕行，石川由美子，神先　真，杉本達哉，

星　克仁，関合征子，南　良武（2008）チー

ム医療の現場から「岩手県久慈地域に学ぶ自

殺予防対策」．こころを支える　3(3): 3–7

2. 杉本達哉（2008）こんな場合はどうする「自

殺における救急医療現場と精神科医療現場の

連携」．こころを支える　3(3): 18–20

3. 嶽北佳輝，西田圭一郎，木下利彦（2008）【各

種薬物の処方と注意点　精神科領域】抗てん

かん薬．医と薬学　60(2): 186–194

4. 木下利彦（2008）メランコリア．最新精神医

学　13(5): 411

5. 木下利彦（2008）【統合失調症の薬物療法　ブ

ロナンセリンの up to date】ブロナンセリンの

基礎と臨床．精神　13(6): 457–465
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頁，日本評論社，東京

2. 木下利彦（2008）うつ病を持つ人の心の様相．

現代のエスプリ No.487　外来精神医療シリー

ズⅡ　現代のこころの病　47–56頁，至文堂，

東京

3. 西山利正，三島伸介，石田高明，田近亜蘭
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外渡航者に対する予防接種のあり方に関する

研究平成19年度 総括・分担研究報告書（尾内

一信編）72–78頁，川崎医科大学，倉敷

小児科学講座

〈研究概要〉

小児科学講座では，小児疾患の幅広い各分野における臨床研究を中心に様々な研究を行っている．

小児腎臓領域では，特発性ネフローゼ症候群における一酸化窒素の病態への関与，経口補水療法の生

理学的検討，夜尿症の新しい治療法の確立に関する成果を報告した．

小児内分泌領域では，メタボリック症候群のインスリン抵抗性の発症機序について，細胞内でのカル
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シウム・マグネシウム動態から検討した結果や神経性食欲不振症におけるアディポサイトカイン（レプ

チン /グレリン）の関与について研究し，その成果について報告した．

新生児領域では，ハイリスクの新生児出生が予測される母親に対する新生児担当チームの産前訪問の

効果を心理学的に検討し報告した．臀部結合双胎例の管理法，新しい心機能マーカーである血中BNPを

指標とした未熟児動脈管開存症の管理法，母乳性高ナトリウム血症の成因の研究，レーザードップラー

法を用いた中枢神経機能評価に関する研究を行った．

小児神経領域では，小児てんかんに対するガバペンチンなどの薬物療法の効果や障害児の肥満対策に

ついて研究報告を行った．

アレルギー領域では卵白アレルギー児の診断と管理および負荷試験による食餌療法に関する臨床研究

を行った．

血液腫瘍領域では，EBウイルス感染小児におけるヘルパー T細胞分画の変化に関する研究や，各種炎

症性蛋白の疾患別動態の検討などの他，腸重積で発症したBurkittリンパ腫の症例をはじめ多くの症例報

告を行った．

小児心身症領域では，小児の慢性咳嗽と心理的ストレスとの関係に関する研究や発達障害児 /学習障害

児の医療施設・地域・学校・家族が協力した支援システム構築に関する研究を行った．
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ラクソ・スミスクライン講師招聘勉強会，大阪

71.金子一成（2008）小児の夜尿症に対する理論

的アプローチ．滋賀小児科医会・中部地区学

術講演会，滋賀

72.金子一成（2008）小児の輸液療法の最近のト

ピックス：経口補液と経静脈輸液．第2回長崎

こどもの救急疾患研究会，長崎

73.金子一成（2008）小児の夜尿症の理論的アプ

ローチ．第33回KMU小児臨床研究会，大阪

74.内山敬達，北野正尚，矢崎　諭，杉山　央，吉

沢弘行，高田秀美，山田　修（2008）Amplatzer

septal occluder留置後心房中隔にerosionを来た

した1例．第44回日本小児循環器学会総会，福

岡

75.須藤京子，岡本一章，須藤博明（2008）小児

熱傷創に対するフィブラストスプレーの使

用．第45回伊賀地区小児懇話会，三重

76.石崎優子，内田祐子（2008）思春期以降の小

児心身症患者を何科がフォローするのか？．

第46回日本心身医学会近畿地方会，神戸



第 1号　2009年 65

77.田邉裕子（2008）運動後腎不全をきたした腎

性低尿酸血症の1例．第46回枚方交野小児懇話

会，枚方

78.村上貴孝（2008）障害のある子どものニーズ

に　応じた支援について．光陽養護学校新転

任研修会，大阪

79.金子一成（2008）小児の維持輸液療法におけ

る最近の話題．宗像小児科医会，福岡

80.金子一成（2008）経口補水療法：その理論と

実践．順天堂小児科同門会，東京

81.酒井智子，中野崇秀，蓮井正史，木下　洋，金

子一成，舟木克枝，辻美代子（2008）アデノ

ウイルス感染症により重症肺炎をきたした一

乳児例．第178回大阪小児科学会，大阪

82.川崎康寛，東野博彦，卯西　元，小國龍也，蔭

山尚正（2008）大阪小児科医会会員の在宅医

療に関する意識および現況調査．第 19回日本

小児科医会セミナー，福岡

83.川崎康寛，東野博彦，卯西　元，小國龍也，田

邊卓也，田川哲三，市川正裕，武知哲久，木

野　稔，蔭山尚正（2008）平成 18年度大阪府

の小児科入院患者の動向調査．第 19回日本小

児科医会セミナー，福岡

84.田邉裕子（2008）小児における肥満関連腎症

の疫学的検討．第43回小児腎学会，福岡

85.下智比古，今井雄一郎，居原田安奈，蓮井正

史，磯崎夕佳，金子一成，寺西顕司，原田佳

明，岡本真道，岡崎仁志，辻美代子（2008）小

児夜尿症に対する病型に基づいた理論的治療

とその成績．第43回日本小児腎臓病学会，東京

86.寺口正之，青木良純，木野　稔，金子一成

（2008）胸部 CTが診断に有用であった小児気

管支拡張症の 2例．第 44回日本小児放射線学

会，東京

87.石崎優子，田中英高，村山隆志，冨田和巳

（2008）小児医療から成人医療への移行におけ

る心身医学の必要性と意義－小児から成人へ

の心身の健全育成－．第 49回日本心身医学会

総会ならびに学術講演会，札幌

88.小林穂高，石崎優子（2008）身体疾患の治療

を目的に入院治療を行うことで不登校の改善

が見られた広汎性発達障害の2例．第99回日本

小児精神神経学会，米子

89.木下　洋（2008）新生児の蘇生アルゴリズム．

平成20年度第1回新生児蘇生講習会，大阪
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るようになった9歳男児の治療経験．第5回日
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子，稲垣真澄編）486–489頁，診断と治療社，

東京

16.金子一成（2008）改訂第 2版の「はじめに」．

食物アレルギーの治療と管理　改訂第2版（小

林陽之助，金子一成編），診断と治療社，東京

17.笹井みさ（2008）アレルギー代替食品につい

て．食物アレルギーの治療と管理　改訂第2版

（小林陽之助，金子一成編）116–121頁，診断

と治療社，東京

18.小野　厚（2008）6.おもなアレルゲンとその対

策　2.牛乳（1.頻度，2.抗原，3.症状）．食物ア

レルギーの治療と管理　改訂第2版（小林陽之

助，金子一成編）133–137頁，診断と治療社，

東京

19.小島崇嗣（2008）食物アレルギー診断のため

の検査とその評価方法．食物アレルギーの治

療と管理　改訂第2版（小林陽之助，金子一成

編）43–47頁，診断と治療社，東京

20.木下　洋（2008）シナリオに基づく新生児蘇

生講習．新生児救急白書（末原則幸編）45–49

頁，大阪府医師会，大阪

21.金子一成（2008）Case 39 生後59日，男児．主

訴：出血傾向．日経メディクイズ　小児診療

のピットフォール　91–92頁，日経BP社，東京
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外科学講座

〈研究概要〉

消化管外科

1．噴門側胃切除後の残胃運動機能に関する臨床研究

幽門側残胃の運動機能を RI胃排出試験を用いて評価し，健常人と比べてどの程度保たれているのか，

また幽門部の運動に幽門洞枝（Latarjet枝）が必要か否かについて検討を加える．噴門部早期癌を対象と

し，手術手技は以下の如く統一して行う．①噴門側切除範囲は1/3–1/2とする．②迷走神経は肝枝，幽門

枝および腹腔枝を温存する．症例により幽門洞枝も温存する．③再建方法は10–12 cmの空腸を間置する．

④ドレナージ手術は一切行わない．術後の検索項目として，術後愁訴，食事摂取量，各種栄養指標，24

時間pH・胆汁モニタリング，内視鏡，RI胃排出試験，などを用いて評価する．現在までに33例に施行．

縫合不全やSSIなどの合併症はなし．術後2ヶ月目の内視鏡検査では逆流性食道炎は全くみられず，全例

に残胃の観察が可能である．吻合部狭窄は3例に認めているが，バルーン拡張術で軽快している．術後愁

訴については，幽門洞枝非温存例（25例）では食後のつかえ感や膨満感はほぼ全例に認めているが，軽

度であり経過と共に軽快している．また摂食量も徐々に増加している．幽門洞枝温存例（5例）ではつか

え感は殆どなく，摂食量も良好である．1年経過例（幽門洞枝非温存）のRI胃排出試験では，，健常人に

比して遅延していた．一方，幽門洞枝温存例では健常人に近似していた．

更に症例を追加し，その結果を下に胃上部早期癌に対する合理的な機能温存術式を確立したい．（中根

恭司）
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2．胃全摘後の空腸パウチ間置再建術式の有用性に関する臨床試験

教室では1989年から ICのもと，胃全摘後の貯留能の確保のため，空腸パウチを造設した再建法を導入

してきた．種々の改良を加え今日に至っているが，パウチ造設による有用性は概ね確認された．また術

後愁訴，摂食量およびRI胃排出試験を用いた検討から，代用胃の機能は貯留能だけでなく，排出能との

バランスが重要であり，パウチの大きさは小さめ（10–12 cm）とし，空腸導管も5–7 cmと短めにしてい

る．更に，食道への逆流防止策として，穹窿部の作製に加えて，出来る限り LESを温存し，食道空腸吻

合部を正中弓状靱帯や横隔膜脚に固定し腹部食道を確保するようにしているが，食道への逆流症状はほ

とんどみられていない．以上の検討から胃全摘後の再建法として，空腸パウチ間置再建法が真に有用か

につき，RCTにて空腸間置法と比較検討中である．各群 20例で，手術は終了し，現在経過観察中（2年

間）である．（中根恭司）

3．胃癌手術の創閉鎖におけるBest Practiceの検討

胃癌手術の皮膚閉鎖にはステープラーが頻用されている．しかしながら，ステープラーは創の保持力

が弱く，時に，創?開や創のずれを生じる．また，抜鋼後にステープラーの瘢痕が残る症例もある．抜鋼

後は，創の保持力がなくなるので，月日の経過とともに創の幅はひろがり，肥厚性瘢痕を来す症例もあ

る．われわれは，創に関連した合併症の軽減と整容性を高めるために，2006年度から胃癌手術症例の全

例に真皮縫合を取り入れている．真皮縫合の方法として結節縫合と連続縫合の2種類があるが，整容性に

関していずれの方法が良いかは明らかではなく，現在，胃癌手術の閉創法として，連続真皮縫合と結節

真皮縫合で，どちらが整容性の点で優れているかを検討するために，無作為化比較試験を実施している．

（井上健太郎）

4．胃癌における，安全で有用な術後腹腔鏡検査の確立

胃癌術後で最も多い再発形式は腹膜再発である．しかしながら，腹膜再発を早期に診断できる検査方

法はなく，腹水貯留，閉塞性黄疸，腸閉塞，水腎症などで診断されることが殆どである．このような状

況では，患者の臓器機能はすでに低下しており，十分な化学療法が施行出来ないまま死亡することが殆

どである．われわれは，2004年から，腹膜再発の高危険患者に対して，術後に腹腔鏡検査を施行してい

る．癒着防止フィルムの登場と腹腔鏡手術手技の向上により，胃癌術後でも腹腔鏡検査は安全に施行で

きることが確認された．また，早期に腹膜再発の診断が出来た症例は，良好な状態で化学療法が開始で

き，その予後も良好であった．今後，その診断時期をさらに早くし，腹膜再発患者を治癒に導きたい．

（井上健太郎）

5．早期胃癌に対するICGを用いたセンチネルナビゲーションサージェリーの可能性

T1胃癌症例のリンパ節転移頻度は約10％程度であり，リンパ節2群郭清は過大手術となり得る．リン

パ節は腫瘍からリンパ管内を通り転移するものであるから，腫瘍から癌細胞が通過したリンパ管を追う

ことが出来れば，最初に転移するリンパ節の同定が可能となり，リンパ節への転移の可能性が確認する

ことが出来るというセンチネル理論が早期胃癌に応用可能かを検討する．我々は2001年からの症例を蓄

積し，センチネル理論に下ずく早期胃癌手術への応用がほぼ可能であることを確認しつつある．今後も

症例を蓄積しつつ縮小手術への可能性を広げてゆきたいと考えている．（中井宏治）

6．有茎薄筋移植による肛門機能の改善に関する研究

下部直腸癌患者に対して腹会陰式直腸切断術が行われると腹部に永久人工肛門を有することになり，

社会的，精神的制約を受ける．われわれは，有茎薄筋移植の技術を用いて会陰部に新しい肛門を造設し

てきた．平成21年5月1日までの時点で19例の手術を行い，そのうち11例において一時的人工肛門を閉

鎖した．便の禁制は保たれるが，排泄の時間は遅延する傾向がみられた．また同様の手技を用いて肛門
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部の外傷などにより重症の便失禁をきたした18症例に対しても施行してきた．今後は理論的にも臨床的

にもより優れた機能を有する術式を確立したい．（吉岡和彦）

7．直腸脱に対する腹腔鏡下直腸固定術の臨床的検討

直腸脱は多くの場合，高齢の女性に発症し，身体的にも精神的にも患者に大きな負担となりQOLが著

しく低下することが知られている．外科的治療のアプローチとしては経腹的手術と経会陰的手術が行わ

れてきた．一般的に経腹的手術は経会陰的手術よりも再発率は低いとされるが，開腹術ではその侵襲が

大きくなる．したがって，腹腔鏡下で手術を行えば理論的には低侵襲で，経腹的手術と同程度の再発の

少ない手術が可能となると考えられる．われわれは，2005年10月より腹腔鏡下直腸固定術を開始し，平

成19年11月からは先進医療の認可を得て，この手術を行っている．平成21年5月1日までの時点で28例

に対してこの手術を行い，2例に再発を認めた．今後直腸固定の方法の改善や再発例に対する再手術の工

夫などを検討したい．（吉岡和彦）

肝胆膵外科

1．肝細胞癌に対する肝切除後肝不全症例の予測と対策

当施設における2000年10月以降肝癌肝切除症例191例を対象とした．術後肝不全の評価は，T-Bil 5 mg/

dL以上 5日間以上，難治性腹水胸水，食道胃静脈瘤破裂症例とした．肝不全は 16例にみられ，内 3例は

死亡した．肝不全群16例と非肝不全群175例での2群間でのカイ2乗検定において有意差のついた19因子

の内，ロジスティク回帰解析を用いた単変量・多変量解析行うと，血清ヒアルロン酸 (HA)/アシアロシン

チGSA-Rmax =500 mg疥 in/dlが単独の独立予後因子となった．肝実質細胞である肝細胞の機能評価とし

ての GSA-Rmaxと肝非実質細胞である類洞内皮細胞の機能評価としての血清ヒアルロン酸値を組み合わ

せた指標は，他の単独の指標と比べて，術後肝不全に対して最も有用な予後因子となった．術前HA/GSA-

Rmax =500 mg疥 in/dlであった場合，肝切除術は避け，内科的治療を優先すべきである．肝機能を総合的

に評価するHA/GSA-Rmaxを術前肝予備能評価の新たな指標として提唱する．（海堀昌樹）

2．当科における高齢者肝細胞癌肝切除症例の検討

当科における高齢者（70歳以上）肝癌肝切除症例の術後短期および長期成績を非高齢者と比較検討し

た．手術時70歳未満であった333例（非高齢者群）と70歳以上155例（高齢者群）を比較検討したとこ

ろ，高齢者の肝癌肝切除において術前併存疾患が多いにも関わらず，せん妄以外の術後合併症には差を

認めなかった．また術後再発率，生存率も年齢による差を認めなかった．高齢者の術前飲酒は肝癌術後

の再発，生存に対する予後因子となるため，遅くとも肝癌診断時に可及的速やかな禁酒が必須であるこ

とが判明した．（海堀昌樹）

3．進行肝癌術後早期再発死亡の予後因子と治療戦略

当教室の進行肝癌における術後早期再発死亡に対する予後因子を明らかにするため，腫瘍径5 cm以上

の肝癌115例を対象として，術後2年以内再発死亡群（n=35），術後2年以上生存群（n=80）に分類した．

多変量解析を用いた早期再発死亡に関与する予後因子は術後1ヶ月血清Alb<3.5 g/dl，術後3ヶ月血清コリ

ンエステラーゼ<104 U/Lであった．進行肝癌早期再発死亡には術後早期の血清Alb，コリンエステラー

ゼ値が有意な予後因子となった．進行肝癌術直後には蛋白合成を中心とした肝予備能の著しい低下を抑

制することが重要であり，術前よりの BCAA製剤等の投与や，術直後からの充分な栄養基質投与を積極

的に行うべきである．（海堀昌樹）

4．小肝細胞癌に対する外科的治療方針

教室における腫瘍径サイズ 2 cm以下の単発肝細胞癌における肝切除後 2年以内の早期再発に対する予
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後因子を同定し，小肝細胞癌に対する外科的治療方針を検討した．2004年までに 377例の肝細胞癌に対

して腫瘍径サイズ2 cm以下の単発肝癌89例を対象とした（術後2年以内早期再発群（n=26），術後2年無

再発群（n=63））．腫瘍径サイズ2 cm以下の単発肝細胞癌において術前アシアロシンチGSA-Rmax =0.4 mg/

minであった場合，肝切除術は避け，経皮的局所療法もしくは肝移植術を第一に考慮すべきである．術前

GSA-Rmax >0.4 mg/minで肝切除術を行った後，脈管侵襲陽性であった場合，厳密なサーベイランスとと

もに予防的な局所もしくは全身補助化学療法が必要であると思われた．（海堀昌樹）

5．当科における肝細胞癌肝切除症例における輸血療法の検討

2005年までの 410例の肝癌肝切除患者における周術期の輸血使用状況をまとめた．前期，中期，後期

での年間平均輸血実施率はそれぞれ 88％，82％，41％であり，手術輸血実施は最近になり著明に減少し

てきた．赤血球輸血は無輸血に比べ術後累積生存率は有意に不良であり，可能な限り控えるべきである．

FFP単独投与は術前肝機能が不良である症例に行われており，MAP投与症例と比較し手術時間，出血量

が少量であった．また術後合併症は少なく，長期予後は無輸血症例とほぼ同等であり，術前肝機能不良

例には周術期のFFPは有用であると考えられた．（海堀昌樹）

6．GSAシンチによる生体肝移植ドナー残肝の肝再生の検討

ドナー肝切除後の残肝再生における脂肪肝の影響は重要であり，また不明な部分も多い．今回肝移植

ドナーを軽度脂肪肝の有無により分類し，切除後の肝再生の検討をアシアロシンチを用いて行った．両

群とも術前患者背景（BMI，肝機能検査値など），手術時因子には差を認めなかった．術後 1週間以内の

最高 AST，ALT，ビリルビン値，プロトロンビン時間は脂肪肝群が高値の傾向にあったが有意差は認め

なかった．手術時生検標本よりの病理組織学的検討では，肝細胞空胞変性は有意に脂肪肝群が多かった．

移植後12ヶ月までの肝再生容積は両群において差は認めなかったが，LHL/HH，Rmaxは術後6，12か月

に脂肪肝群が有意に低下していた．以上より，軽度脂肪肝を伴ったドナー残肝再生は術後 1年では約 80

％までしか機能的な回復を示さず，1年以上の長期的なフォローアップが必要であると考えられた．（海

堀昌樹）

7．胆嚢癌を否定できない症例に対する腹腔鏡下手術の意義

腹腔鏡下胆嚢摘出術（LC）の適応拡大に伴う症例の増加により胆嚢癌が発見される頻度も相対的な増

加を来すと考えられる．われわれは胆嚢癌を否定できない症例に対する LCの意義を検討した．LC施行

時には胆嚢損傷による胆汁流失に留意し，摘除した胆嚢はビニールバックに入れ回収した．摘出胆嚢に

病変を認めた場合は術中迅速病理検査を行った．LC時および術後に診断された胆嚢癌は42例（2.2％）で

あった．深達度はpT1a：21例，pT1b：2例，pT2：18例，pT3：1例であった．31例は術中迅速病理検査

で，11例は術後の固定標本で確定診断を得た．mとmp癌の20例はLCのみを施行したが，原病死はなかっ

た．ss癌では追加切除を施行した14例中3例 (21％)が，追加切除を施行しなかった4例中1例 (25％)が死

亡した．追加切除を施行したse癌1例は10ヶ月に再発死亡した．Port siteの再発や腹膜播種は認めなかっ

た．LCにより診断された胆嚢癌の予後を規定する主な要因は癌の深達度であった．胆嚢癌を否定できな

い症例には，適切な追加切除を念頭に置いたLCも有用であると考えられた．（權　雅憲）

8．腹腔鏡下胆嚢摘出術における抗生剤投与の必要性についての研究

現在，腹腔鏡下胆嚢摘出術では標準治療として予防的抗生剤が投与される．しかし腹腔鏡手術は創が

小さく侵襲も少ないため術中感染の可能性が低く，現在までの数百例の経験において術後腹腔内感染や

創感染はほとんど発生していない．また抗生剤のルーチン投与は抗生剤耐性菌の出現を助長し，さらに

頻度は少ないが薬剤性肝炎や無顆粒球症，アレルギー性皮膚炎，アナフィラキシーショックなどの薬剤

による副作用の原因にもなり，不要な投与は極力控えなければならない．そこで胆石症患者の手術にお
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いて抗生剤投与が必要であるかどうかを調べるために無作為化臨床試験を開始した．腹腔鏡下胆嚢摘出

術において手術患者を抗生剤投与群，非投与群に無作為に割付け両群の術後経過を比較する．症例数は

各群250例，合計500例を予定している．抗生剤投与群と非投与群で結果に差がなければ腹腔鏡下胆嚢摘

出術において抗生剤投与の必要性が無く，これにより抗生剤投与にかかる医療費の削減が見込まれる．

（松井陽一）

9．腹腔鏡手術に使用する，磁石を用いた新しいデバイスの開発とその実用化

腹腔鏡手術は小さな孔のみで臓器を摘出できるため従来の開腹手術と比べ多くの利点を有している．

しかし体壁に孔をあけずに道具を操作することができればさらに優れた手術となる．我々は磁石を用い

ることで体壁に孔をあけずに鉗子を操作するデバイスを考案し現在特許申請中である．腹腔鏡下胆嚢摘

出術は腹壁に4カ所の孔をあけて行うが，この磁石を利用したデバイスが実用化できればそれが2カ所ま

で減らせる可能性がある．現在の道具では腹腔鏡下胆嚢摘出術はスコープ，胆嚢を持ち上げる鉗子，胆

嚢を把持し操作する術者の左手の鉗子と切除操作をする術者の右手の鉗子の合計 4本の挿入孔を腹壁に

開ける必要がある．胆嚢を持ち上げる鉗子を腹壁外から磁石で固定すれば孔を一つ減らすことができ，

また操作用の左手の鉗子も同様にできれば合計2本の孔を減らすことができる．また他施設が特許申請中

の体腔内に挿入して磁石で操作するカメラと組み合わせれば最終的に一つの孔で胆嚢を切除できる可能

性がある．現在この新しいデバイスを試作し基礎試験を行っており今後臨床応用に向けた研究を行う予

定である．（松井陽一）

10．切除可能ならびに局所進行膵癌に対する術前放射線化学療法の治療効果

治癒の可能性のある膵癌切除例ですらその 5年生存率は 20％に満たないような膵癌に対して切除単独

治療でなく，術前に放射線化学療法を施行して切除を行うという集学的治療を行ってきた．その結果，

術前治療中に約 20％の患者が遠隔転移などで切除不能となること，切除例では根治切除率やリンパ節転

移率が向上し，局所再発率が明らかに低率となり，根治切除例での 5年累積生存率は 50％近くに到達す

ることを報告した．現在，膵癌に対するTS1を使用した術前放射線化学療法の第 II相試験を行っている．

（里井壮平）

11．膵頭十二指腸切除術の吻合法と周術期管理の変更による合併症低減策

膵頭十二指腸切除術（PD，PpPD含む）後膵液漏の発生や程度を低減するために以下の取り組みを行っ

た．1）吻合法を嵌入法から柿田法変法へ，2）吻合部に大網ラッピング，3）閉鎖吸引式ドレーンの短期

留置，4）膵・胆管外瘻術の制限．これにより，膵液漏の程度 (Grade B/C 6％)，胃内容排泄遅延 (6％)，全

合併症および SSI発生率が低率となった．種々の周術期の介入の内，特に膵腸吻合法の変更が膵液漏

（Grade B/C）の低減に関与し，術後合併症やSSIの低減に有用であった（論文3，4）．現在，膵頭十二指

腸切除術における膵管 no stent法の臨床的影響や膵頭十二指腸切除術術後膵液漏予防のための吸収性ポ

リグリコール酸フェルトと生体組織接着剤使用に関する臨床第Ⅱ相試験を行っている．（里井壮平）

12．膵頭十二指腸切除術におけるOSATSを応用した教育プログラムの導入

肝胆膵外科の中でも膵頭十二指腸切除術は高難度手術のひとつとされており，若手外科医の到達目標

の一つとなっている．しかし，客観的基準なく手術指導を行い，また指導を受けることは技術の継承と

いう面から不確実と考えられるため，手術の全過程を映像と文書で明らかにし，手術過程を分割して各

過程における評価基準を設定し，数値化して自己評価と指導医による客観評価を比較検討し，教育シス

テムの確立を図っている．（里井壮平）
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13．膵頭十二指腸切除術に対する自己血輸血の導入

2002年9月より悪性腫瘍に対する（全胃温存）膵頭十二指腸切除術（以下，PD）に際して一定の条件

化で自己血輸血を導入したのでその影響について検討した．2000年1月～2007年4月までのPD連続135

例の内，自己血導入前の38例を導入前群，その後の97例を導入後群とした．術中同種輸血率は61％から

35％へと有意に減少した．多重回帰分析を行った結果，同種輸血を要する危険因子は，術前 Hb低値

（Hb<11 g/dl）と術中出血量過多（>1270 ml）と同定された．（里井壮平）

14．MDCTによる膵癌の術前進展度診断

2002年 9月以降，MDCTにて軸位・矢状断・冠状断画像を作成し，さらにシネ表示を用いて詳細に観

察することで，膵頭部癌の肝転移や局所進展度を評価してきた．血管造影下CTとの比較においてMDCT

は血管浸潤や肝転移診断能に優れていることを報告してきた（Pancreas 2007）．その後，MDCTによる術

前診断が外科切除率や予後に影響を与えうるかどうかを検討した．MDCTによる術前診断により開腹手

術施行率は低下するが，開腹非切除が少なく，根治切除率が高くなり，結果的に生存率の向上に寄与し

ている可能性がある（論文6）．さらに，正確な術前進展度診断を期するために，staging laparoscopyを導

入することによる影響を検討している．（里井壮平）

15．機能性食品 AHCC による免疫機能増強効果に関する健常者を用いた A double-blind, placebo-

controlled trial.

機能性食品であるAHCCは in vivo, invitroに癌免疫増強効果があることが知られている．以前より肝細

胞癌切除後症例において AHCCの服用が，患者の予後や肝機能の改善に寄与している可能性があること

を報告してきた（J Hepatol. 2002 Jul;37(1):78-86.）．今回，健常者を用いてAHCCの免疫増強効果を確認す

るdouble-blind, placebo-controlled trialを行った．結果的に，AHCC投与群の末梢血樹状細胞数が有意に高

値をとることが判明した．（柳本泰明）

16．切除不能膵癌に対するペプチドワクチンを使用した化学免疫療法のPhase II study

テーラーメイド癌ペプチドワクチン療法は，強力な特異免疫反応を誘導することが証明されている．

我々は2004年より進行再発膵癌に対し標準化学療法（塩酸ゲムシタビン）と癌ペプチドワクチン併用療

法を多施設共同研究として世界に先駆け実施してきた．第 I相臨床試験において13例中9例に前治療歴を

有する進行再発膵癌に対し本併用療法は安全に施行され，奏効率15％，病勢コントロール率69％と良好

な結果であり，70％の患者で腫瘍マーカーの低下を認めた．さらに特異免疫反応を高率に誘導できるこ

とを示し，免疫化学療法におけるペプチドワクチンの至適容量を3mgに決定した．次に first line治療とし

て第 II相臨床試験を実施し現在登録を終了し最終解析中である．第I/II相症例の中でも特に転移性膵癌症

例ではMST 9.5ヶ月で，1年生存率33％と良好な成績が得られ，奏効率25％で病勢コントロール率80％で

あり，69％の患者で腫瘍マーカーの低下を認めた．（柳本泰明）

17．切除不能胆道癌および多発転移性肝癌における腹腔鏡下マイクロターゼ凝固とサイトカイン局所注

入による癌ワクチン療法における第Ⅰ相臨床試験

切除不能胆嚢癌に対してマイクロターゼ凝固療法により癌抗原を誘発させ，同時にサイトカイン（IL-

2：35万単位とOK432：10 KE）を局所注入し，術後7日目から IL-2維持療法（35万単位 /週，S.C.，12回）

による腫瘍免疫の賦活化を期待する免疫治療を前治療のない切除不能胆嚢癌13例（StageIVa:IVb　5：8）

に対して行った．末梢血中の免疫担当細胞を術前後にMHC ClassII発現細胞，CD4/8　T細胞，Reg T細

胞の評価を行った．術後重篤な合併症は認められず，IL-2維持療法中の重篤な毒性は認めなかった．MST

は6.1（2.6-14.7）ヶ月であり，無増悪生存期間は3.1（1.5-12）ヶ月であった．無増悪生存期間6ヶ月以上

で1年以上生存した患者(n=4)において他の9例に比べCD11c+DC数とMHC ClassII陽性細胞のCD86発現
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が高い傾向にあった．本治療は低侵襲であり安全に行える治療であり，化学療法などの後治療との組み

合わせにより長期の生存が期待できると考えられた．（豊川秀吉）

18．ファイブロネクチンを用いた多剤耐性緑膿菌制御の検討

緑膿菌は免疫不全患者や術後患者などにおいては，肺炎や敗血症などの急性感染症を引き起こしやす

く，一旦発症すると重症化しやすい．さらに，緑膿菌は抗菌薬に対して耐性を獲得しやす多剤耐性株に

対する有用な抗菌薬は存在しない．フイブロネクチン (Fn)は，食細胞による緑膿菌の貧食において重要

なオプソニンであり，食細胞は補体C3およびFnレセプターを介して緑膿菌を貧食し，殺菌するとされて

いる．30％熱傷マウスに多剤耐性緑膿菌 (U-31)浮遊液を接種した．熱傷作成前にFnを投与し，Control群

には同量のヒト血清アルブミンを投与した．Control群の生存率は10％であったが，Fn投与群では80％と

有意に良好であった．また，通常マウスの肝臓内の多剤耐性緑膿菌数は，Fn投与群ではControl群よりも

有意に減少していたが，血中の細菌数には差がなかった．熱傷マウスでは，Fn投与により血中及び肝臓

内の多剤耐性緑膿菌数が有意に減少した．さらに，血漿Fn投与は多剤耐性緑膿菌に対する食細胞貪食能

を用量依存性に促進したが，アルブミン投与では食細胞貪食促進効果は認められなかった．マウス熱傷

モデルにおける血漿Fn投与は，耐性の出現を伴わない多剤耐性緑膿菌感染の治療法として有用であると

考えられた．（權　雅憲）

19．糖尿病ラット皮膚欠損モデルにおけるハナビラタケの創傷治癒効果の検討

ハナビラタケ（SC）は高濃度の β-グルカンを含有する食用キノコの一種である．われわれは糖尿病

ラット皮膚欠損モデルにおける SCの創傷治癒促進作用を検討した．SD系雄性ラットにストレプトゾト

シンを静脈投与し，糖尿病ラットを作製し，背部正中に円形の皮膚全層欠損創を作製した．欠損創作成

前2週間と作成後2週間にSCを経口投与し，皮膚欠損修復促進作用を検討した．2）ヒト正常皮膚線維芽

細胞（NHDF）の培養液にSCより抽出したβ-グルカンを添加し，培養液中のProcollagen type IC-peptide

（PIP）量を測定した．糖尿病ラット皮膚欠損モデルにおいては，SC投与群が非投与群よりも皮膚欠損部

の修復率が高く，有意差を認めた．組織学的検討では，SC投与群は創部遊走マクロファージ，線維芽細

胞，膠原線維，扁平上皮再生の量的スコアーが非投与群よりも有意に高かった．INHDFを用いた培養実

験系において，SC由来のβ-グルカンは濃度依存性にPIP産生量を増加させたが，NHDF細胞増殖率との

相関は認めなかった．（權　雅憲）

小児外科

極・超低出生体重児における臍部人工肛門造設術

極・超低出生体重児では腹部の面積が非常に小さいため，左右の下腹部に人工肛門を造設すると，装

具が体表に密着しにくく，便の漏れ，皮膚びらんなどをきたしストーマの管理に難渋することが多かっ

た．臍は腹部の中央にあることから，ストーマケアの簡便性とストーマ閉鎖後の創部の整容性の向上を

目的として，当科では臍部に人工肛門を造設することを考案した．本法は，1）緊急手術で造設すること

が多いが，手術前にマーキングの必要がなく位置決定が容易である．2）腹部の中央にあるため，体格の

小さな低出生体重児でもストーマ装具の固定，管理が容易である．3）人工肛門閉鎖後の創痕が臍部のた

め目立たない．4）横切開せず臍からのアプローチのみで手術可能な症例では臍部にだけ手術創痕が残る

のでさらに整容性にすぐれている．しかし腸管自体の要素のために壊死，側孔形成，さらに新生児特有

の臍輪の生理的閉鎖による人工肛門陥没に注意が必要である．（濵田吉則）

乳腺外科

1．乳癌術前化学療法

乳がん治療に関する研究と治療はここ数年にめざましい進歩があり，とくに術前化学療法をおこなう
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ことにより，PcR率（病理学的腫瘍消失率）25％であり，つまり手術時点で4人に1人は腫瘍が存在しな

いことになる．さらに PcR率を上げるべく，術前で得られた生検材料を用いて免疫染色（HER2，Topo

II，CYP3A4，Ki67）をおこない，より一層個別化治療するように検討中である．（山本大悟）

2．エコーガイドおよびステレオガイド下マンモトーム生検

近年の乳がん検診（マンモグラフィ検診）の普及にともない，早期癌が約 60％と増加しているが，こ

のマンモグラフィで異常があった場合，異常（非触知乳癌）に対してステレオガイド下マンモトーム生

検を行うことにより早期発見が可能となった．さらにエコーにおいても異常があったケースにおいて従

来型の針生検よりエコーガイドマンモトーム生検をおこなうことでより診断率の向上になっている．こ

れらの結果は2008年日本癌治療学会および乳癌学会で報告している．（吉田秀行）

3．乳管内視鏡検査

外径0.7 mmと極細のファイバーをもちいて分泌物の責任乳管を検査することによりさらに早期発見が

可能ととなった．とくに血性分泌があるばあい31人中約8人（25.8％）に早期乳がんをみとめ，内視鏡検

査は必須となっている．（山本大悟）

4．術後リンパ浮腫

当大学の年間乳がん手術症例は約 160-170例であり，その 5年生存率は約 90％ときわめて良好である．

しかしながらその中で問題となるのが術後リンパ浮腫であり，再発していなくとも，患側の使いすぎや

感染により誘起され，上腕部のリンパ浮腫が多く見られる．対策としては早期ケアやサポータが非常に

大事である．当大学も乳癌学会リンパ浮腫斑会議に参加し，日本乳癌リンパ浮腫ガイドライン策定に一

役を担っている．（山本大悟）

5．再発転移治療

乳がん治療において約 10-15％転移・再発があり，平均余命 2-3年とされる．この際問題となるのが完

治しないがゆえにQOLを重視した治療が重んじられる．局所進行・転移例に対する全身治療が大切であ

り，化学療法，ホルモン療法，放射線治療を適切に組み合わせて行うことが肝要である．当大学は多施

設研究としていくつか試験を報告している．そのなかで再発乳がん治療において trastumabとcapecitabine

の併用の検討を行い，有用性とQOLの向上について報告し，これは2009年NCCNのガイドラインにも引

用されている．また単剤の効果としてTS-1の再発乳癌の於ける効果を検討し2009ASCOで報告している．

他の併用療法としては Paclitaxelと capecitabineの併用の検討を行い，有用性について 2009 Sanantonio

breast cancer symposiumで報告予定である．（山本大悟）
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（2008）Second Look Laparoscopyと化学療法に

より長期生存している腹膜転移胃癌の1例．第

183回近畿外科学会，大阪

135.吉田秀行，兼松清果，山本大悟，奥川帆麻，

矢内洋次，岡本真由美，川西　洋，小路徹二，

田中完児（2008）微細石灰化病変に対するス

テレオガイド下マンモトーム生検の比較検討

－アナログMMGとデジタルMMGの読影の比

較下において－．第183回近畿外科学会，大阪

136.荒木吉朗，由井倫太郎，山木　壮，桜本和人，

道浦　拓，井上健太郎，山道啓吾，中根恭司

（2008）アカラシア合併食道横隔膜上憩室の 1

例．第183回近畿外科学会，大阪

137.佐藤正人，園田真理（2008）発熱を契機に発

見された腸間膜リンパ管腫の1例．第183回近

畿外科学会，大阪

138.三宅　岳，元廣高之（2008）Spigelヘルニアの

1例．第183回近畿外科学会，大阪

139.三木博和，小松優治，小倉徳裕，畑埜武彦

（2008）4回の手術にて長期生存を得た脂肪肉

腫の一例．第183回近畿外科学会，大阪

140.山木　壮，山道啓吾，道浦　拓，岩井愛子，

由井倫太郎，桜本和人，井上健太郎，中根恭

司（2008）食道神経鞘腫の一例．第183回近畿

外科学会，大阪

141.大石賢玄，北出浩章，岡崎　智，宮宗武史，

尾崎　岳，横井川規巨，中井宏治，今田世紀，

吉田　良，今村　敦，川口雄才，權　雅憲，高

田秀穂（2008）術後不良な経過をたどった穿

孔性小腸悪性リンパ腫の一例．第183回近畿外
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科学会，大阪

142.中野誠人，池袋浩二，岡村成雄（2008）閉鎖

孔に発生したganglionの1例．第 183回近畿外

科学会，大阪

143.津田　匠，高田晃平，浜田吉則（2008）Henoch-

Schonlein紫斑病に合併した小児重積症の1例．

第183回近畿外科学会，大阪

144.島野直人，今田世紀，二階堂任，山田　斉

（2008）回腸腸間膜リンパ節炎の2例．第183回

近畿外科学会，大阪

145.富野敦捻，上田創平，桜本和人，山本　透，

道浦　拓，山道啓吾，中根恭司，北澤康秀

（2008）塩酸服用による重症腐食性上部消化管

炎の1例．第183回近畿外科学会，大阪

146.平　　充，大草世雄，森田治雄，馬殿芳郎

（2008）直腸 gastrointestinal stromal tumorの 1

例．第183回近畿外科学会，大阪

147.井上健太郎（2008）胃癌手術における真皮縫

合の経験．第183回近畿外科学会，大阪

148.岡本奈津子，豊川秀吉，里井壯平，柳本泰明，

山尾　順，金　成泰，山本智久，廣岡　智，松

井陽一，坂井田紀子，植村芳子，權　雅憲

（2008）術前診断に難渋した膵Dermoid cystの

1例．第20回日本肝胆膵外科学会学術集会，山

形

149.海堀昌樹，松井康輔，斎藤隆道，石崎守彦

（2008）小肝細胞癌に対する外科的治療方針．

第20回日本肝胆膵外科学会学術集会，山形

150.桜本和人，豊川秀吉，里井壯平，柳本泰明，

山尾　順，金　成泰，山本智久，廣岡　智，松

井陽一，坂井田紀子，植村芳子，權　雅憲

（2008）診断と治療に難渋した黄色肉芽腫性病

変の 1例．第 20回日本肝胆膵外科学会学術集

会，山形

151.山尾　順，豊川秀吉，金　成泰，里井壯平，

山本智久，廣岡　智，柳本泰明，松井陽一，權

雅憲（2008）ラット膵癌モデルの作成と抗線

維化療法を併用した化学療法．第 20回日本肝

胆膵外科学会学術集会，山形

152.山本智久，柳本泰明，里井壯平，豊川秀吉，

山尾　順，金　成泰，廣岡　智，高橋完治，寺

川直良，權　雅憲（2008）膵癌患者末梢血に

おける CD4+CD25+FoxP3制御性 T細胞の検

討．第20回日本肝胆膵外科学会学術集会，山形

153.石崎守彦，海堀昌樹，斎藤隆道，松井康輔

（2008）肝虚血再還流障害モデルにおけるNa+/

H+exchanger阻害剤（FR183998）の生体保護

効果の検討．第 20回日本肝胆膵外科学会学術

集会，山形

154.豊川秀吉，里井壯平，柳本泰明，山尾　順，

山本智久，金　成泰，廣岡　智，松井陽一，權

雅憲（2008）当科における膵管空腸吻合の工

夫と成績．第 20回日本肝胆膵外科学会学術集

会，山形

155.柳本泰明，里井壯平，豊川秀吉，廣岡　智，

山本智久，山尾　順，金　成泰，松井陽一，權

雅憲（2008）膵頭十二指腸切除術後合併症お

よび膵液漏を低減するための取り組み．第 20

回日本肝胆膵外科学会学術集会，山形

156.里井壯平，豊川秀吉，柳本泰明，金　成泰，

山尾　順，山本智久，廣岡　智，松井陽一

（2008）膵癌に対する術前化学放射線療法とそ

の臨床的影響．第 20回日本肝胆膵外科学会学

術集会，山形

157.廣岡　智，里井壯平，柳本泰明，豊川秀吉，

山本智久，山尾　順，金　成泰，松井陽一

（2008）悪性腫瘍に対する膵頭十二指腸切除術

における血液製剤使用の現状．第 20回日本肝

胆膵外科学会学術集会，山形

158.高田晃平，徳原克治，荒木吉朗，由井倫太郎，

大石賢玄，浜田吉則（2008）小児臍ヘルニア

の検討．第 45回日本小児外科学会学術集会，

つくば

159.高田晃平，徳原克治，荒木吉朗，由井倫太郎，

大石賢玄，浜田吉則（2008）小児特発性大網

梗塞の 1例．第 45回日本小児外科学会学術集

会，つくば

160.棚野晃秀，堀沢　稔（2008）異なる治療方法

にて軽快した小児十二指腸潰瘍の2例．第45回

日本小児外科学会学術集会，つくば

161.棚野晃秀，堀沢　稔（2008）診断に苦慮した

乳児重複腸管症の1例．第45回日本小児外科学

会学術集会，つくば

162.園田真理，佐藤正人，新谷　裕，箱田　滋，

木内俊一郎（2008）当院における小児消化管

異物症例の検討－初期研修医教育の観点か

ら－．第45回日本小児外科学会総会，茨城

163.荒木吉朗，高田晃平，徳原克治，由井倫太郎，
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大石賢玄，濵田吉則（2008）出生前診断され

た先天性胆道拡張症・閉鎖症における総胆管

径の経時的変化の検討．第 45回日本小児外科

学会総会，茨城

164.菱川秀彦，松井康輔，勝本桂史，斎藤隆道，

石崎守彦，海堀昌樹，權　雅憲（2008）高齢

者肝細胞癌肝切除症例の検討．第563回大阪外

科集談会，大阪

165.中根恭司，桜本和人，中井宏治，道浦　拓，

井上健太郎，山道啓吾（2008）器械吻合器を

用いた食道空腸吻合の偶発症に対する対策と

予防．第62回手術手技研究会，東京

166.岩倉健二，吉田　隆，佐々木伸一，安本信吾，

廣岡　智，佐藤睦哉，樋口和秀（2008）内視

鏡的胃瘻造設術後に左腸腰筋膿瘍を合併し

MRSA菌血症を伴った1例．第94回日本消化器

病学会，福岡

167.足立　靖，石 明，矢内勢司，池原　進（2008）

(NZWxBXSB)F1マウスにおける樹状細胞の異

常．第97回日本病理学会総会，金沢

168.矢内勢司，足立　靖，槙　政彦，植村芳子，

坂井田紀子，石 明，鷹巣晃昌，池原　進（2008）

前立腺原発小細胞癌の1剖検例．第97回日本病

理学会総会，金沢

169.金　成泰，豊川秀吉，山尾　順，山本智久，

柳本泰明，里井壮平，松井陽一，權　雅憲

（2008）ラット膵癌モデルの作成と抗線維化療

法を併用した化学療法．日本肝胆膵外科学会，

山形

170.高田晃平，徳原克治，荒木吉朗，由井倫太郎，

大石賢玄，浜田吉則（2008）小児臍ヘルニア

の検討．日本小児外科学会，つくば

171.荒木吉朗，吉岡和彦，由井倫太郎，岩本慈能，

中根恭司，坂井田紀子（2008）潰瘍性大腸炎

に対する回腸嚢肛門管吻合術後に腹痛と頻便

にて著しいQOLの低下を来たした症例．第15

回 IBDクラブジュニアウエスト，大阪

172.山口　繭，高田晃平，笠原憲子，浜田吉則

（2008）腸重積で発症した悪性リンパ腫の1例．

第562回大阪外科集談会，大阪

173.矢内洋次，金田浩由紀，馬庭知弘，齊藤幸人

（2008）前縦隔腫瘍に対する 術前ステロイドパ

ルス治療の経験．第21回LKカンファレンス，

大阪

174.高田晃平，棚野晃秀，浜田吉則（2008）多脾

部分捻転の1例．第21回日本小児脾臓研究会，

名古屋

175.西窪　進，佐藤睦哉，長谷川慎，吉本圭子，

長山しのぶ（2008）小規模病院におけるイン

フルエンザ対策の実際．第 23回日本環境感染

学会，長崎

176.長谷川慎，長山しのぶ，西窪　進，吉本圭子，

佐藤睦哉（2008）抗菌薬使用状況と緑膿菌の

薬剤耐性率との関連について．第 23回日本環

境感染学会，長崎

177.北出浩章，相地知子，河野えみ子，西辻智恵

美，中井英吉，中井宏治，尾崎　岳（2008）大

学附属病院におけるNSTの立ち上げと問題点．

第23回日本静脈経腸栄養研究会，京都

178.米田篤司，弥山秀芳，北中直子，茨木隆宏，

阪口博保，太田由子，奥野雅史，北出浩章，高

田秀穂（2008）抗精神病薬投与によりモルヒ

ネ用量が激減した一例．第 29回日本病院薬剤

師会近畿学術大会，奈良

179.佐藤正人，小松優治，小倉徳裕，三木博和，

畑埜武彦（2008）漏斗胸に対するNuss法．第

7回関西医科大学附属男山病院勉強会，京都

180.山道啓吾，井上健太郎，道浦　拓，金　成泰，

中井宏治，中根恭司（2008）腹腔鏡補助下幽

門側胃切除術におけるわれわれの手技的工

夫．第80回胃癌学会総会，横浜

181.尾崎　岳，川口雄才，大石賢玄，岡崎　智，

宮宗武史，横井川規巨，中井宏治，今田世紀，

吉田　良，北出浩章，今村　敦，權　雅憲，高

田秀穂（2008）十二指腸カルチノイドで手術

を施行した 2例．第 3回Neuroendocrine tumor

workshop Japan，神戸

182.高野悟史，尾崎　岳，大石賢玄，岡崎　智，

宮宗武史，横井川規巨，中井宏治，今田世紀，

吉田　良，北出浩章，今村　敦，川口雄才，權

雅憲，高田秀穂（2008）腹腔内膿瘍で発見さ

れた小腸悪性リンパ腫穿孔の一例．第561回大

阪外科集談会，大阪

183.山木　壮，里井壯平，柳本泰明，豊川秀吉，

道浦　拓，井上健太郎，權　雅憲（2008）膵

頭十二指腸切除術クリニカルパス導入後のア

ウトカム達成率の変化．第 184回近畿外科学

会，奈良
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184.岩井愛子，井上健太郎，田嶋佐和子，古村洋

子，畑井陽二，鮫島未来，石田侑子，道浦

拓，中根恭司，權　雅憲（2008）当院におけ

る胃癌治療とNSTの関わり．第 38回胃外科・

術後障害研究会，東京

185.岩本慈能，吉岡和彦，岡崎　智，向出裕美，

中根恭司，權　雅憲（2008）大腸癌術後補助

化学療法の現状と問題点．第 70回日本臨床外

科学会総会，東京

186.山道啓吾，道浦　拓，岩井愛子，桜本和人，

金　成泰，中井宏治，井上健太郎，浅井　晃，

中根恭司，權　雅憲（2008）自動吻合器によ

る頸部食道胃管吻合のコツ．第 70回日本臨床

外科学会総会，東京

187.石崎守彦，海堀昌樹，斉藤隆道，松井康輔，

權　雅憲（2008）自己免疫性肝炎に合併した

非B非C肝細胞癌の1切除例．第70回日本臨床

外科学会総会，東京

188.中井宏治，川口雄才，岡崎　智，尾崎　岳，

山田正法，横井川規巨，吉田　良，今田世紀，

北出浩章，今村　敦，高田秀穂，中根恭司，權

雅憲（2008）術後9年目に再発を認めた進行胃

癌の1例．第70回日本臨床外科学会総会，東京

189.北村　臣，石原久美子，西村泰典，里井壮平，

宮崎浩彰，仲野俊成（2008）ワークショップ2

医療従事者の業務分担と職域拡大　電子カル

テシステムにおけるクリニカルパス管理とそ

の運用－診療情報管理士と医療情報技師によ

る医師・看護師のパス業務負担軽減の試み－．

第9回日本クリニカルパス学会，大宮

190.岩本慈能，吉岡和彦，向出裕美，岡崎　智，

中根恭司，權　雅憲（2008）左側結腸癌に対

する腹腔鏡補助下手術における再建方法の検

討．第21回日本内視鏡外科学会，横浜

191.辻田 (久徳 )美樹，段原直行，圦　貴司，上原

範久，高田秀穂，井上良計，羽田尚彦，螺良

愛郎（2008）共役ドコサヘキサエン酸による

ヒト乳癌細胞株 (KPL-1)における増殖抑制効

果．第14回乳癌基礎研究会，茨城

192.矢内洋次，水本雅己，森本泰介，安井良僚，

喜多貞彦，松岡伸英，松尾宏一，山本栄司，森

口喜生，向原純雄（2008）十二指腸傍乳頭憩

室穿孔の1例～手術時期・術式についての検討

～．第63回日本消化器外科学会総会，札幌

193.由井倫太郎，里井壯平，豊川秀吉，柳本泰明，

北出浩章，金　成泰，山尾　順，山本智久，廣

岡　智，松井陽一，權　雅憲（2008）膵体尾

部切除術後合併症のクリニカルパス導入前後

の検討．第183回近畿外科学会，大阪

194.山木　壮，里井壯平，柳本泰明，豊川秀吉，

道浦　拓，井上健太郎，權　雅憲（2008）膵

頭十二指腸切除術クリニカルパス導入後のア

ウトカム達成率の変化．第 184回近畿外科学

会，奈良

195.權　雅憲（2008）低侵襲手術と拡大手術―安

全で過不足のない手術をめざして―．第184回

近畿外科学会，奈良

196.石崎守彦，海堀昌樹，斉藤隆道，松井康輔，

權　雅憲，（2008）自己免疫性肝炎に合併した

非B非C肝細胞癌の1切除例．第70回日本臨床

外科学会総会，東京

197.岩本慈能，吉岡和彦，岡崎　智，向出裕美，

中根恭司，權　雅憲（2008）大腸癌術後補助

化学療法の現状と問題点．第 70回日本臨床外

科学会総会，東京

198.山道啓吾，道浦　拓，岩井愛子，桜本和人，

金　成泰，中井宏治，井上健太郎，浅井 晃，

中根恭司，權　雅憲（2008）自動吻合器によ
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胸部心臓血管外科学講座

〈研究概要〉

胸部心臓血管外科学講座は，心臓血管外科と呼吸器外科の2つの診療科を有している．心臓血管外科は

循環器内科や小児科循環器グループとともに，先天性心疾患，虚血性心疾患，弁膜症，大動脈疾患等の

疾患に対し，内科と外科が一体となって研究活動を行っている．また，呼吸器外科は，肺癌，転移性肺

腫瘍，悪性縦隔腫瘍など悪性胸部疾患の外科治療を行い，第一内科呼吸器グループ，放射線科治療部門，

病態検査科病理部門と研究グループを作り協力して臨床研究活動を行っている．また，神経内科との協

力のもとに重症筋無力症の外科治療も担当し難病の治療成績向上に努めている．

心臓血管外科部門では，手術件数約200例である．臨床では，循環器グループ，小児循環器グループと

も密接な関係を保ち，術前より互いに協力して治療を行っており，成績向上のため，きめ細かい術前術

後管理に努めている．虚血性心疾患では，いわゆるオフポンプ冠動脈バイパス術を基本とし，さらに，

バイパス困難症例に対しても，「内膜摘除＋オンレイ grafting」等の冠動脈形成術を駆使して動脈グラフ

トを用いた完全血行再建をめざしている．として長年の心筋保護法の研究成果が実り，安全に手術が行

えるようになっている．また，循環器内科での基礎的研究の臨床への応用として，骨髄幹細胞移殖によ

る血管再生治療を臨床に試みている．僧帽弁膜症の治療方針は，経食道エコーにより適切な弁機能の判

定をした上で，自己弁温存をはかる「弁形成＋弁輪形成術」を第一選択とし，不可能な例に人工弁置換

術を行う方針である．大血管疾患は，定期手術に加え，大動脈瘤破裂や急性大動脈解離などの超救急疾

患が含まる．大動脈弓部全置換は，超低体温循環停止法と選択的脳潅流法の併用により，安全な手術が

可能になった．また，胸腹部大動脈置換時の大動脈遮断に伴う脊髄麻痺の問題は世界的にも極めて重要

であり，その予防法の研究をすすめている．大動脈疾患の低侵襲治療としてのステントグラフト治療は

今後の大動脈外科の主流となる可能性が高く，若手の活躍の場となりうる分野である．

呼吸器外科は，年間約170例の手術症例があり，その多くは原発性肺癌，悪性縦隔腫瘍，転移性腫瘍で

ある．肺癌は，地域医師会と協力し市民検診を積極的に行っており早期発見例が増加しており，治療成

績は向上し，その成績を逐次公表している．これら早期肺癌の外科手術にあたっては胸腔鏡を補助とし

た低侵襲手術を行うことを原則としている．しかし，依然減少しない進行肺癌などに対しては呼吸器内

科，放射線科と協力し集学的治療を積極的に行い予後の改善に努めている．自然気胸も数多い疾患であ

り，若年者が多い本疾患には胸腔鏡手術を多用している．また転移性肺腫瘍も近年症例が増加しその治

療戦略は年々変化し予後の改善がみられてきた．また，以前から当院で積極的な集学的治療を行ってい

る非精上皮腫精胚細胞性腫瘍などの悪性縦隔腫瘍も良好な手術成績の向上をみている．

平成20年度も，心臓血管外科，呼吸器外科ともに，これらの臨床経験に基づいた研究発表を行った．

心臓血管分野では，1）組織培養装置の導入による分子生物学的側面からの研究に基づいた心筋保護に

関する臨床的，基礎的研究（心筋細胞特異的心筋保護法に関する研究，統合的薬理学 Preconditioningに

関する研究），2）心，肺移植に関する基礎的研究，3）虚血性心疾患に対する骨髄幹細胞移殖による再生

医療の研究などを行った．また，4）大阪工業大学生体システム研究室とともに生体流体力学の共同研究

も進めている．

呼吸器外科分野では，1）肺癌に関する細胞免疫学的研究，2）全摘術後の対側肺嚢胞の予防的処理に

関する検討，3）肺切除術後のドレーン管理に関する臨床的評価，4）複数の腫瘍マーカーを統合的に用

いた肺癌の診断の検討を行った．実験的研究では，5）生体吸収性気管支ステントの開発とその臨床応用

の研究を続け，6）ラット肺移植モデルにおける移植後再還流障害の予防，7）肺腺癌における癌幹細胞

の同定とその臨床的意義の検討にも19年度から取り組んでいる．

次年度には，胸部心臓血管外科講座の教授が決定するものと思われ，研究，臨床，教育の分野での新

たな展開が期待できる．
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整形外科学講座

〈研究概要〉

〈基礎研究〉

1．自己免疫疾患

①我々はアロ全骨髄細胞移植を骨髄内に直接投与する「骨髄内骨髄移植法」により，様々な難治性自

己免疫疾患モデルマウスの治療を行ってきた．SKG/JclマウスはT細胞シグナル伝達分子の点突然変異を

持つマウスであり，滑膜炎や，骨・軟骨破壊がみられる関節リウマチのモデルマウスである．発症前の

SKGマウスにアロ全骨髄細胞を骨髄内骨髄移植し，自己免疫疾患のより効果的な治療方法について報告

した．これは炎発症後の生後2ヶ月齢の発症前のSKGマウスに，5 Gy×2回の放射線分割照射を行い，翌

日に B6マウスの全骨髄細胞を脛骨内に直接投与した．未治療群では生後 3ヶ月ごろより足関節の腫脹，

発赤が認められたが，骨髄移植群では 6ヶ月経過時おいても関節炎症状は認められなかった．6ヶ月経過

時の骨髄移植群の骨髄内，脾臓内，リンパ節内のリンパ球はドナー由来に置換され，すべての血球系の

割合は正常マウスと同程度に回復していた．骨髄移植群の骨を 3週間培養し，回収した接着細胞（スト

ローマ細胞）もすべてドナー由来に置換されていた．MLRを行った結果，骨髄移植群は自己であるB6お

よびSKGマウスにはトレランスを示し，また，サードパーティであるC3Hマウスには正常な反応を示し

た．SKGマウスに対し，正常な骨髄細胞を移植することにより，免疫抑制剤などを用いずに治療が可能

であった．骨髄内骨髄移植はドナー由来の造血系幹細胞と間葉系幹細胞を同時に置換することが可能で

あり，その結果，骨免疫系を正常に回復することが可能でると考えられた．以上国内の学会に発表し，

Autoimmunity:2009年にacceptされた．

②次に発症後 SKG/Jclマウスに放射照射を行い，B6マウスの全骨髄細胞を脛骨内に直接投与した．そ

の結果，関節炎症状は改善した．また，未治療群では上昇する血中のTHF-αや関節液中のTNF-αは正常

レベルまで改善していた．以上国内の学会に発表し，海外論文に投稿中である．

2．骨壊死疾患

ステロイドは様々な治療で必要な薬剤であるが，その合併症も多数報告されている．合併症のうち大
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腿骨頭壊死は大きな問題であるが，今回，ステロイド誘発家兔骨壊死に対する骨髄細胞移植を用いた新

しい治療法を開発した．

①ステロイド投与前の骨髄細胞を採取し，methylprednisolone（MPSL: 20 mg/kg）を筋注により作成し

たステロイド誘発家兔骨壊死モデルの大腿骨に注入した．結果，大腿骨頭壊死発生率は約70％から0％へ

減少していた，骨髄移植群の大腿骨内の骨髄細胞は活性化しており，VEGF染色陽性細胞や Tunnel染色

陽性細胞は非骨髄移植群に比べ有意に低下していた．

骨髄細胞を直接骨髄内に投与することにより骨髄内局所の活性化，骨髄細胞の脂肪変性抑制，さらに

髄内圧の抑制が得られた結果，骨壊死を抑制することが可能と考えられた．さらに血中止血・凝固系も

改善しており，ステロイドに暴露されていない骨髄細胞が血管内皮細胞に作用した可能性も考えられた．

骨髄内骨髄移植はあらたな治療方法になりうると考えられた．以上国内の学会に発表し，Rheumatol-

ogy:2008にacceptされた．

②ステロイド投与後骨髄細胞は変性し，骨壊死となる可能性がある．今回ステロイド投与後の骨髄細

胞を1週間 in vitroで培養し，methylprednisolone（MPSL: 20 mg/kg）を筋注により作成したステロイド誘

発家兔骨壊死モデルの大腿骨に注入した．ステロイドを加えた骨髄細胞の BAP（骨型アルカリホスファ

ターゼ）の活性化は1週間の培養によりほぼ正常値に回復していた．この回復した骨髄細胞をステロイド

投与後家兔に投与したところ実験①と同様の結果を得た．

ステロイド投与後においてもリフレッシュした骨髄細胞をすることにより骨壊死発症の治療が可能で

あった．

以上国内の学会に発表し，Modern Rheumatology:2008にacceptされた．

3．脊椎疾患

変生椎間板に対する治療として，動物モデルで椎間板内への遺伝導入やサイトカイン治療が報告され，

良好な結果を示している．しかし，長期的な安全性については不明な点が多い．自己椎間板髄核細胞や

間葉系幹細胞を用いた椎間板細胞も報告が散見されるが効果が不十分である．従来の方法である吸引法

で採取した新鮮全骨髄細胞の使用は，末梢リンパ球や赤血球が混入するため，特に椎間板内への使用を

考えると，自己免疫反応を引き起こす可能性もあり，その使用は困難であった．今回我々は，末梢血の

混入を防ぐことが可能な灌流式骨髄細胞採取法により採取した新鮮全骨髄細胞と椎間板髄核細胞を共培

養し，椎間板髄核細胞への影響を検討した．Fisher344/slcラット雄を使用し，灌流法もしくは吸引法で

採取した骨髄細胞と椎間板細胞を共培養した．新鮮全骨髄細胞は，培養された間葉系幹細胞に比べ，椎

間板髄核細胞の細胞増殖能力と細胞外器質の合成能力を亢進させることが可能であった．また，椎間板

細胞の増殖能力と細胞外器質の両方を活性化する因子の1つであるTGF-βの産生量が全骨髄細胞群で，有

意に亢進していた．培養された間葉系幹細胞に比べ，新鮮全骨髄細胞を用いることにより椎間板髄核細

胞の高い活性化が得られた．さらに灌流法より採取した骨髄細胞は，自己免疫反応を引き起こす末梢血

の混入が減少するため，直接椎間板内への注入が可能であると考えられた．以上国内の学会に発表し，

海Orthopaedic Resach Society:2009にacceptされた．

4．関節疾患

①前十字靭帯（ACL）損傷は高頻度に起こる外傷の一つであるが，自然治癒能力に乏しく再建術が一

般に行われている．ACL不全断裂モデルラットを用いて膝関節内骨髄移植を行い，ACL損傷に対する骨

髄移植の有効性の確立と靭帯再生のメカニズムを解析し，将来外科的手術の補助的手段の一翼を担う方

法を開発する．

Fischerラットを用いてACL不全断裂モデルを作成．このラットに骨髄細胞，間葉系細胞を関節内に投

与した．関節内投与後2週後にオートグラフ（SHIMADZU）による力学的評価と組織学的評価を行い，関

節内サイトカインを測定した．ACL不全断裂モデルラットに対する膝関節内骨髄細胞移植は有効であり，
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間葉系細胞移植に比して力学的強度は高かった．将来，骨髄細胞移植は外科的手術の簡便かつ安全な補

助的手段となる可能性がある．以上国内の学会に発表した．

②アキレス腱損傷はスポーツ中のみならず日常性活でも生じやすい腱損傷の一つである．保存的加療

では固定期間が長く，強度にも問題があるため手術加療が選択されることが多い．我々はアキレス腱断

裂モデルラットを用いて断裂部に骨髄移植を行い，損傷部位に対する骨髄移植の有効性の確立と靭帯再

生のメカニズムを解析した．

Fischerラットを用いてアキレス腱断裂モデルを作成．このラットに骨髄細胞，間葉系細胞を断裂部位

に投与した．投与後1，2，4週後にオートグラフ（SHIMADZU）による力学的評価と組織学的評価を行っ

た．またGrowth factorであるTGF-βとVEGFを変化を特殊染色で評価した．さらに線維芽細胞，コラー

ゲンの変化を組織学的に評価した．その結果，アキレス腱断裂に対す骨髄細胞移植は有効であり，間葉

系細胞移植に比して力学的強度は高かった．以上国内の学会に発表した．

〈臨床研究〉

1．手の外科

手の外傷や後の機能回復には手術操作の重要性が第1に挙げられる．しかしながら，手術操作と同様に

術後の機能回復訓練も重要な役割を担っている．我々は術後の機能訓練についてハンドテラピストと連

携をとって治療を行っている．一方，腱の修復後の後療法の常番として長年の間，世界中で行われてい

る「クライナート変法」は理論的には正しいが，問題点も残されている．

以前より我々はこの点に注目し，「クライナート変法」の問題点を改善すべくバイオメカニクスの観点

からクラーナート装具内での指の動作解析を行ったり，リハビリテーション外力下に発生する爪の変形

の解析などを行い学会に発表した．

2．電気生理診断学

電気生理学的手法を用いて，中枢・末梢神経を対象とした基礎的・臨床的研究を行ってきた．臨床面

では術中脊髄モニタリングの臨床応用についての臨床的研究を行っている．特に従来誘発波が不安定な

ため臨床応用の障害となっていた経頭蓋電気刺激筋記録による運動誘発電位を用いたモニタリング法に

ついて，従来法に比し約5倍の振幅が得られる新たな刺激法を開発し実用化に向け研究中である．基礎的

研究では，末梢神経有連続性損傷に対する端側吻合の原理を引用した bypass移植術の有用性，末梢神経

端側吻合後の再生軸索の起源をウサギ腓骨神経損傷モデルを用いて証明し，国内外の末梢神経関連学会，

雑誌に発表した．

3．関節疾患

関節炎，関節症に対して，人工関節置換術，主にその術後成績を検討し学会発表，論文投稿を行って

きた．特に人工股関節では新しいインプラントの開発を行い，広く市場で使用されるようになった．全

国から 10数名の医師を対象に人工関節セミナーを年 2回開催し，セメントテクニックや人工股関節手術

手技の指導を行っている．また人工関節の成績や抗菌剤入りセメントの物性について研究，発表を行っ

ている．膝関節においては，各種人工膝関節，単関節置換について症例を重ね学会発表を行っている．

また，人工関節術後の緩みや感染に広範囲に骨欠損を認める場合，同種骨を併用し様々な角度からの再

建を行っている．膝関節，股関節鏡視下手術も行い学会発表を行っている．（手術数は，人工股関節置換

術270例／年，人工膝関節置換術160例／年）

4．脊椎外科

枚方病院では，年間約150例の手術を行っている．その内，頚椎疾患は約1/3を占め，独自に開発した

可能な限り筋肉と靱帯を温存した低侵襲椎弓形成術を行っている．その手術成績については，国内外の
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学会で発表し，高い評価を受けている．その他，以前から行っている頚椎椎間板ヘルニアに対する顕微

鏡を用いた後方からの摘出術，術後C5麻痺の発生予防に関する臨床的な追試と研究も継続的に行ってい

る．約 2/3を占める腰椎疾患では，顕微鏡を用いた片側進入除圧術による低侵襲手術を積極的に導入し，

適応を広げ行っている．われわれの施設では 2000年に本手術法をいち早く導入し，現在までに既に 300

例を超える症例に行ってきている．その手術の中期成績はJ. Neurosug.Spine 2008に掲載された．その他，

顕微鏡を用い脊髄腫瘍を安全に摘出しており，近隣の病院から症例の紹介を受けている．特に顕微鏡下

の脊椎手術を積極的に行ない，侵襲の少ない術式の開発に取り組んでいる．研究面では，引き続き新し

い腰椎前方固定術式のバイオメカニカルな検討を行なっている．

5．膝関節疾患

膝関節疾患は主にスポーツによる半月板，靱帯損傷と高齢化社会に伴って増加する変形性膝関節症で，

前者に対しては最先端の内視鏡下の解剖学的な前十字靱帯再建術を行い，複雑な複合靱帯損傷に対して

も高度な靱帯再建術を行っている．半月板は将来の変形性膝関節症への移行を減少させるため極力縫合

による温存手術を行っている．変形性膝関節症に対しても，より低侵襲でより機能的な治療法を選択し

ている．鏡視下手術から変形を矯正する骨切手術，単顆型人工関節置換術（UKA），変形が高度な症例に

は全人工膝関節置換術（TKA）を行っている．TKAは日本でトップクラスの症例数をこなしており，よ

り低侵襲な手術としてのUKAの症例数も増えている．またより正確な手術を行うためナビゲーション手

術も行っているところである．各治療法については膝関節学会や人工関節学会（国内外）などで臨床評

価を行っている．
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65.笹井邦彦，梅田眞志，丸山東勳，若林　英，飯

田寛和（2008）腰椎変性すべり症に対する顕

微鏡下片側進入両側除圧術の手術成績と X線

学的変化：2年以上経過例の後ろ向き比較検

討．第81回日本整形外科学会学術総会，札幌

66.小室　元，飯田寛和，植田勝彦，中島聖子，見
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会，札幌

67.和田孝彦（2008）バンコマイシン混入骨セメ

ントの特性―力学的強度と気孔率の検討―．
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飯田寛和（2008）成人化膿性股関節炎に対し

て行ったTHAの治療成績．第81回日本整形外
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藤貴徳（2008）当科における人工股関節置換
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85.齋藤貴徳，松矢浩暉，足立　崇，石原昌幸，谷

陽一，中川琢磨，小川浩司（2008）Dynamyzation

rod を用いた後方進入椎体間固定術．第37回日

本脊椎脊髄病学会，東京

86.齋藤貴徳，松矢浩暉，足立　崇，石原昌幸，谷

陽一，飯田寛和，笹井邦彦（2008）体性感覚

誘発電位と経頭蓋電気刺激筋誘発電位を用い

た術中脊髄機能モニタリングの有用性の検

討．第37回日本脊椎脊髄病学会，東京

87.児島　新，飯田寛和，吉川尚孝，菅　俊光，中

村誠也（2008）外力による爪の動態観察
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88.児島　新，飯田寛和，森裕之，中村誠也，岡
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川宜弘，飯田寛和，尾崎吉郎，孫　瑛洙，安

室秀樹，嶋元佳子，伊藤量基（2008）関節リ

ウマチに対するタクロリムスの使用経験．第
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99.尾崎吉郎，嶋元佳子，安室秀樹，孫　瑛洙，小



第 1号　2009年 109

室　元，伊藤量基，和田孝彦，福原資郎（2008）
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104.おおえ賢一，飯田寛和（2008）KTプレート併

用人工股関節置換術の中期成績．第 38回日本
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中村知寿，飯田寛和（2008）当科における K-
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日本人工関節学会，沖縄

107.岡本尚史，和田孝彦，加藤充孝，おおえ賢一，

中村知寿，飯田寛和，植村芳子，鷹巣晃昌，大

江知里（2008）皮下吸収糸 (VICRYL)が原因と

考えられる両側THA後に発症した縫合糸膿瘍

2症例．第38回日本人工関節学会，沖縄

108.加藤充孝，和田孝彦，おおえ賢一，中村知寿，

飯田寛和（2008）人工股関節置換術後の脱臼．

第38回日本人工関節学会，沖縄

109.小室　元，大野博史，おおえ賢一，飯田寛和
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110.松矢浩暉，徳永裕彦，和田孝彦，飯田寛和
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第38回日本人工関節学会，沖縄

111.足立　崇，齋藤貴徳，松矢浩暉，石原昌幸，

飯田寛和（2008）人工膝関節術後に発症した

Fabella症候群．第38回日本人工関節学会，沖縄

112.大野博史，小室　元，宮島茂夫，飯田寛和

（2008）Hi Flexインサートを用いたGenesis2人

工膝関節置換術の短期臨床成績．第 38回日本

人工関節学会，沖縄

113.中村知寿，吉川尚孝，岡本尚史，おおえ賢一，

和田孝彦，飯田寛和（2008）当院でのXa阻害

薬（フォンダパリヌクス）使用による合併症

の経験．第38回日本人工関節学会，沖縄

114.徳永裕彦，松矢浩暉，宮島茂夫，和田孝彦，

飯田寛和（2008）S-ROM 人工股関節の術後成

績．第38回日本人工関節学会，沖縄

115.飯田寛和（2008）MIS THAに対する私見．第

38回日本人工関節学会，沖縄

116.飯田寛和（2008）Current Concepts of Cemented

Total Hip Arthroplasty．第38回日本人工関節学

会，沖縄

117.和田孝彦，加藤充孝，おおえ賢一，中村知寿，

飯田寛和（2008）Triple taper polished stem（C-

stem）の短期成績．第38回日本人工関節学会，

沖縄

118.和田孝彦，飯田寛和（2008）バンコマイシン

混入骨セメントの特性―力学的強度の気孔率

の検討―．第38回日本人工関節学会，沖縄

119.齋藤貴徳，徳永裕彦，足立　崇，宮島茂夫，

松矢浩暉，石原昌幸，飯田寛和（2008）股関
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人工関節学会，沖縄
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3. フレデリック・ゼファニャ，覚道奈津子，鈴

木健司，櫛田哲史，楠本健司（2008）Bone

formation with BMP-2 and/or hydroxyapatite at
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科学会基礎学術集会，東京

4. Kakudo N, Minakata T, Mitsui T, Kushida S,

Notodiharjo FZ and Kusumoto K (2008) Prolifer-

ation-promoting effect of PRP on human ASCs

and DFs. The XIXth Congress of the European
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Bologna, Italy
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Cranio-Maxillofacial Surgery, Bologna, Italy

7. Minakata T, Kusumoto K, Shimotsuma A, Matsu-
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A, Ogura T and Kusumoto K (2008) “Z-lid-inci-

sion” approach for zygoma fracture reduction.

The XIXth Congress of the European Associa-

tion for Cranio-Maxillofacial Surgery, Bologna,

Italy

10.黒岡定浩（2008）A Dermoid Cyst Penetrating

the Temporal Bome into the Intra-Cranial Space

under the Temporal Muscle. 第 9回日韓形成外

科学会，沖縄

11.三宅ヨシカズ（2008）The Treatment with

PRP(Platelet-Rich Plasma) for Pressure Ulcer

Pocket. 第9回日韓形成外科学会，沖縄

12.日原正勝（2008）Reconstruction with Flaps for

Wide Full-Thick Defect Including the Nasal Ala.

第9回日韓形成外科学会，沖縄

13.南方竜也，鈴木健司，堀尾　修，覚道奈津子，

畔　熱行，小倉常敬，楠本健司（2008）四肢

外傷患者に対する PRP（多血小板血漿）の使

用経験．第1回日本創傷外科学会総会・学術集

会，東京

14.櫛田哲史，覚道奈津子，楠本健司（2008）ヒ

ト線維芽細胞に対する PRPと FGF-2の併用添

加時の相乗効果．第 38回日本創傷治癒学会，

東京

15.三宅ヨシカズ，福田　智，富野祐里，楠本健

司（2008）当センターでのマゴット（無菌ウ

ジ）を使用した難治性下腿潰瘍治療の現状と

問題点．第38回日本創傷治癒学会，東京

16.福田　智，三宅ヨシカズ，富野祐里，楠本健

司（2008）AQUACEL Agの使用経験．第38回

日本創傷治癒学会，東京

17.伊藤文人，田中義人，夏山ゆず子（2008）睫

毛を温存した睫毛乱生の治療．第 91回日本形

成外科学会関西支部学術集会，京都

18.奥野涼子，久徳茂雄，大谷一弘，笠井千尋，米

本由美子（2008）"Reading Man" flap 7 例の経

験．第 91回日本形成外科学会関西支部学術集

会，京都

19.光井俊人，久徳美樹（2008）摘出術後に確認

された比較的大きな残存異物の5例．第91回日

本形成外科学会関西支部学術集会，京都

20.笹尾卓史，森　雄大，畔　熱行，楠本健司

（2008）指骨骨癒合不全にPRPを併用した1例．

第 91回日本形成外科学会関西支部学術集会，

京都

21.松島貴志，楠本健司，稲垣隆介，濱田吉則，高

田晃平（2008）結合双胎分離症例の経験．第

91回日本形成外科学会関西支部学術集会，京

都

22.田中伸子，田辺敦子，山本純，奥きくお，大

野博司，俵　　望，加川隆三郎，野村英明
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と鑑別を要した1症例の経験．第91回日本形成

外科学会関西支部学術集会，京都

23.日野沙衣子，竹本剛司，楠本健司（2008）足

底に発生した腱鞘巨細胞腫の1例．第91回日本

形成外科学会関西支部学術集会，京都

24.堀尾　修，畔　熱行，鈴木健司，田中保子，楠
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本健司（2008）Expanded LDMC flapを用いて

再建した足部デグロービング損傷の1例．第91

回日本形成外科学会関西支部学術集会，京都

25.鈴木健司，南方竜也，覚道奈津子，櫛田哲史，

大西早百合，井口有子，三宅省吾，楠本健司，

福田　智，三宅ヨシカズ，富野祐里（2008）多

血小板血漿（PRP）を用いた難治性潰瘍．褥瘡

の新しい治療．第 32回大阪府医師会医学会総

会，大阪

26.大谷一弘，久徳茂雄，笠井千尋，奥野涼子，井

上唯史（2008）岸和田市民病院における再接

着術の統計と術後管理の工夫について．第 35

回日本マイクロサージャリー学会学術集会，

新潟

27.仲野雅之，松島貴志，楠本健司，日原正勝，三

宅良平，畔　熱行（2008）骨髄炎に対する遊

離筋皮弁移植における工夫．第 35回日本マイ

クロサージャリー学会学術集会，新潟

28.久徳茂雄，大谷一弘，笠井千尋，奥野涼子，川

上勝弘，沼義博，河本圭司（2008）頭皮・頭

蓋骨欠損に対する治療－必然と再剣術の選択

について－．第 13回日本脳腫瘍の外科学会，

大阪

29.覚道奈津子，櫛田哲史，楠本健司（2008）ヒ

ト脂肪組織由来幹細胞の移植による脂肪組織

再生．第17回日本形成外科学会基礎学術集会，

東京

30.覚道奈津子，南方竜也，光井俊人，櫛田哲史，

Frederik Zefanya Notodihardjo，楠本健司（2008）

Pletelet-Rich Plasma（多血小板血漿）によるヒ

ト脂肪組織由来幹細胞とヒト線維芽細胞に対

する細胞増殖効果．第 17回日本形成外科学会

基礎学術集会，東京

31.櫛田哲史，覚道奈津子，Notodihardijo Frederik

Zefanya，鈴木健司，楠本健司（2008）PRPと

FGF-2の併用（PRP-F）によるヒト脂肪組織由

来幹細胞およびヒト線維芽細胞の増殖効果．

第17回日本形成外科学会基礎学術集会，東京

32.櫛田哲史，覚道奈津子，楠本健司（2008）ヒ

ト線維芽細胞に対する PRPと FGF-2の併用添

加時の相乗効果．第 17回日本形成外科学会基

礎学術集会，東京

33.伊藤文人，田中義人，夏山ゆず子（2008）瞼

板に着目した老人性眼瞼下垂内反症治療．第

26回日本頭蓋顎顔面外科学会学術集会，盛岡

34.笠井千尋，久徳茂雄，大谷一弘，奥野涼子，米

本由美子，三木正毅（2008）われわれの行っ

ている涙嚢鼻腔吻合術について－過去 11年間

One flap DCR　60例の検討－．第 26回日本頭

蓋顎顔面外科学会学術集会，盛岡

35.櫛田哲史，堀尾　修，秋岡二郎，楠本健司

（2008）LeClerc変法（V字切痕法）による習慣

性顎関節脱臼の治療．第 26回日本頭蓋顎顔面

外科学会学術集会，盛岡

36.三宅ヨシカズ，福田　智，富野祐里，楠本健

司（2008）バルーンカテーテルを用いた眼窩

内上壁骨折に対する治療経験．第 26回日本頭

蓋顎顔面外科学会学術集会，盛岡

37.三宅省吾，田中保子，楠本健司（2008）イン

プラント体が上顎洞内に迷入した1例．第26回

日本頭蓋顎顔面外科学会学術集会，盛岡

38.畔　熱行，鈴木健司，國吉京子，伊藤文人，楠

本健司（2008）X染色体長腕と 14番染色体長

腕の均衡型相互転座46，X，t(X;14)(q26;q24)症

例の軟口蓋裂治療の経験．第 26回日本頭蓋顎

顔面外科学会学術集会，盛岡

39.國吉京子，城本修，木戸直博，一色信彦（2008）

カニューレ抜去困難症の小児の音声習得．第

53回日本音声言語医学会総会・学術講演会，三

原

40.瀬野敏孝，稲垣隆介，久徳茂雄，三木一仁，山

内康雄，河本圭司（2008）軽度頭蓋縫合早期

癒合症の手術適応．第 26回日本こども病院神

経外科医会，大阪

41.松島貴志（2008）指尖部損傷における当科の

治療戦略．第29回大阪形成外科医会総会，大阪

42.伊藤文人，田中義人，藤井ゆず子，山本文平，

永田佳子，北川智美，河崎一久，小野由美

（2008）当院におけるポケットを利用した褥瘡

治療．第10回日本褥瘡学会学術集会，神戸

43.笠井千尋，大谷一弘，久徳茂雄，奥野涼子，東

森倫子，加藤裕子，佐藤美香，北野らん子，狩

谷佳寛（2008）4度褥瘡から大腿骨頭切除を余

儀なくされた2例．第10回日本褥瘡学会学術集

会，神戸

44.久徳茂雄，大谷一弘，笠井千尋，奥野涼子，加

藤裕子，佐藤美香，北野らん子，中村　彩

（2008）急性期病院での「持ち出し」褥瘡と病
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診連携について．第 10回日本褥瘡学会学術集

会，神戸

45.三宅ヨシカズ，福田　智，富野祐里，井口有

子，楠本健司（2008）脊損後の対麻痺患者に

対する蓐瘡治療～患者のQOLを考えて．第10

回日本褥瘡学会学術集会，神戸

46.久徳茂雄，稲垣隆介，岩瀬正顕，辻 裕之，山

内康雄，河本圭司，大谷一弘，笠井千尋，奥

野涼子（2008）頭蓋底外科に関わる3つのチー

ム医療に参加して～頭蓋底外科における形成

外科医の使命～．第 20回記念日本頭蓋底外科

学会，東京

47.畔　熱行，王　毅彪，堀尾　修，鈴木健司，谷

川暢之，日原正勝，松島貴志，楠本健司（2008）

関節欠損を伴った再接着症例．第 27回大阪マ

イクロサージャリー研究会，大阪

48.久徳茂雄，大谷一弘，笠井千尋，奥野涼子，瀬

野敏孝，稲垣隆介，山内康雄，河本圭司（2008）

Craniosynostosisの手術の適応と特に軽症例で

の考え方について．第4回Craniosynosytosis研

究会，大阪

49.久徳美樹，松島貴志，北澤康秀，富野敦稔，菅

豊明（2008）過去2年の熱傷患者の統計－形成

外科・救急医学科の連携を中心に－．第 34回

日本熱傷学会総会・学術集会，名古屋

50.久徳茂雄，大谷一弘，笠井千尋，奥野涼子，松

浪勝俊，市川耕一，梅井菜央，松尾吉郎（2008）

熱傷外科治療における院内チーム医療の必要

性について．第 34回日本熱傷学会総会・学術

集会，名古屋

51.仲野雅之，松島貴志，菅　豊明，楠本健司

（2008）尺骨神経麻痺を伴った前腕ヒートプレ

ス損傷の一例．第 34回日本熱傷学会総会・学

術集会，名古屋

52.田中保子，鈴木健司，楠本健司（2008）過去

10年間の当院での小児熱傷についての検討．

第34回日本熱傷学会総会・学術集会，名古屋

53.山下理絵，松尾由紀，安斎浩子，唐仁原陽子，

蔦　幸子（2008）美容医学でのアンチエイジン

グ治療：UP DATE．第 8回日本抗加齢医学会

総会，東京

54.松尾由紀，山下理絵，蔦　幸子，矢沢慶史，安

斎浩子，唐仁原陽子（2008）眉毛ケアによる

アンチエイジング効果．第8回日本抗加齢医学

会総会，東京

55.井口有子，松島貴志，菅　豊明，三宅良平，楠

本健司（2008）血管付き遊離神経移植にて尺

骨神経再建を行った2例．第90回日本形成外科

学会関西支部学術集会，奈良

56.三宅ヨシカズ，福田　智，井口有子，富野祐

里，大久保修和，加藤雅明，楠本健司（2008）

他院他科との連携による重症虚血肢治療．第

90回日本形成外科学会関西支部学術集会，奈

良

57.三宅省吾，田中保子，堀尾　修，鈴木健司

（2008）糖尿病性足趾壊死に対してPRP治療を

行った一例．第 90回日本形成外科学会関西支

部学術集会，奈良

58.山本　純，田辺敦子，田中伸子，奥毅公雄

（2008）真皮脂肪移植術の3症例の検討．第90

回日本形成外科学会関西支部学術集会，奈良

59.小倉常敬，堀尾　修，南方竜也，覚道奈津子，

畔　熱行，鈴木健司，楠本健司（2008）臍ケ

ロイドの一例．第 90回日本形成外科学会関西

支部学術集会，奈良

60.大谷一弘，久徳茂雄，笠井千尋，奥野涼子，大

槻文悟（2008）膝下外傷の4例．第90回日本形

成外科学会関西支部学術集会，奈良

61.田中義人，伊藤文人，藤井ゆず子（2008）静

脈外膜嚢腫様の形態を示したガングリオンの

一例．第 90回日本形成外科学会関西支部学術

集会，奈良

62.田中伸子，笹尾卓史，森　雄大，大島　茂，楠

本健司（2008）再発を繰り返し治療に難渋し

たBCCの一例．第90回日本形成外科学会関西

支部学術集会，奈良

63.富野祐里，福田　智，三宅ヨシカズ（2008）

AQUACEL Agの使用経験．第90回日本形成外

科学会関西支部学術集会，奈良

64.國吉京子，楠本健司，鈴木健司，一色信彦

（2008）軽度鼻咽腔閉鎖機能不全に対する

チューブ発声指導－構音時頭部 X線規格撮影

計測による軟口蓋運動の検討－．第 90回日本

形成外科学会関西支部学術集会，奈良

65.國吉京子，楠本健司，一色信彦（2008）軽度

鼻咽腔閉鎖機能不全に対するチューブ発声指

導－構音時頭部 X線規格撮影計測による軟口

蓋運動の検討－．第32回日本口蓋裂学会総会・
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学術集会，広島

66.久徳茂雄，大谷一弘，笠井千尋，奥野涼子，瀬

野敏孝，稲垣隆介，山内康雄，河本圭司（2008）

頭蓋拡大のための延長器の適応と限界につい

て．第36回日本小児神経外科学会，東京

67.長尾靖子，荒木　敦，金子一成，國吉京子，楠

本健司（2008）自閉症スペクトラム診断まで

の期間短縮の試みと診断後の児の経過．第 50

回日本小児神経学会総会，東京

68.覚道奈津子，小川　豊，下間亜由子，楠本健司

（2008）基底細胞癌の再発例について－特に再

発危険因子としての組織型の検討－．第 51回

日本形成外科学会総会・学術集会，名古屋

69.久徳美樹，松島貴志，菅　豊明，南方竜也，仲

野雅之（2008）再建外科医が携わるチーム医

療のあり方と問題点．第 51回日本形成外科学

会総会・学術集会，名古屋

70.久徳茂雄，大谷一弘，笠井千尋，奥野涼子，魚

川亨資，佐藤正人，六尾　哲，葛西健一郎

（2008）小児血管奇形の治療方針－とくに頭頚

部，四肢病変について－．第 51回日本形成外

科学会総会・学術集会，名古屋

71.櫛田哲史，田辺敦子，笹尾卓史（2008）過去3

年間の当院における動物咬傷の統計．第 51回

日本形成外科学会総会・学術集会，名古屋

72.三宅ヨシカズ，福田　智，井口有子，楠本健

司（2008）しわに対するPRP（多血小板血漿）

注入の効果と評価．第 51回日本形成外科学会

総会・学術集会，名古屋

73.三宅良平，竹本剛司，菅　豊明，井上唯史，中

邨智之，楠本健司（2008）背部弾性線維腫の2

症例およびその分子生物学的検討．第 51回日

本形成外科学会総会・学術集会，名古屋

74.大西早百合，久徳美樹，松島貴志，伊藤文人，

田中義人，藤井ゆず子，楠本健司（2008）出

血制御に難渋した半身静脈性血管奇形例．第

51回日本形成外科学会総会・学術集会，名古屋

75.大谷一弘，久徳茂雄，笠井千尋，奥野涼子，加

藤裕子，佐藤美香（2008）地方都市急性期型

病院における創傷治癒センターの役割と方向

～当院で直面した問題とその対処の経験～．

第 51回日本形成外科学会総会・学術集会，名

古屋

76.田中義人，伊藤文人，藤井ゆず子（2008）当

院4年間における脂肪腫の統計．第51回日本形

成外科学会総会・学術集会，名古屋

77.畔　熱行，松島貴志，楠本健司，王　毅彪，日

原正勝（2008）複合組織移植を要した再接着

症例の検討．第 51回日本形成外科学会総会・

学術集会，名古屋

78.福田　智，三宅ヨシカズ，井口有子，楠本健

司（2008）当院の創傷治療センターで進めて

いる難治性潰瘍・褥瘡に対する治療体系と医

療体系．第 51回日本形成外科学会総会・学術

集会，名古屋

79.南方竜也，鈴木健司，下間亜由子，堀尾　修，

加藤典子，振角明恵（2008）弾性ストッキン

グによる下肢褥瘡について．第5回日本褥瘡学

会近畿地方会学術集会，大阪

80.覚道奈津子，小川　豊，鈴木健司，下間亜由

子，楠本健司（2008）関西医科大学形成外科

における眼瞼部基底細胞癌の検討－ 20年間の

統計的観察－．第 19回眼瞼・義眼床手術研究

会，京都

81.大谷一弘，久徳茂雄，笠井千尋，法師山至，高

山弘平（2008）眼瞼脂腺癌拡大切除後再発の2

例．第19回眼瞼・義眼床手術研究会，京都

82.福田　智，三宅ヨシカズ，井口有子，大久保

修和，加藤雅昭，楠本健司（2008）当科にお

ける抹消血管虚血性下腿潰瘍に対する治療方

針．第1回マゴットセラピー症例検討会，岡山

83.久徳美樹，三宅良平，田中保子，富野敦稔，北

澤康秀（2008）“児童虐待”が疑われた家庭にお

ける熱傷児の治療．第 16回日本熱傷学会近畿

地方会，奈良

84.久徳茂雄，大谷一弘，笠井千尋，松浪勝俊，市

川耕一，梅井菜央，松尾吉郎（2008）広範囲

熱傷治療における病病連携の必要性，問題点

と課題～3例の治療経験から～．第16回日本熱

傷学会近畿地方会，奈良

85.藤井ゆず子，田中義人，伊藤文人（2008）消

防活動中のアルカリ製剤による化学損傷の 1

例．第16回日本熱傷学会近畿地方会，奈良
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皮膚科学講座

〈研究業績〉

原　著

1. Kawachi Y, Xu X, Taguchi S, Sakurai H, Naka-

mura Y, Ishii Y, Fujisawa Y, Furuta J, Takahashi

T, Itoh K, Yamamoto M, Yamazaki F and Otsuka

F (2008) Attenuation of UVB-induced sunburn

reaction and oxidative DNA damage with no

alterations in UVB-induced skin carcinogenesis

in Nrf2 gene-deficient mice. J Invest Derm

128(7): 1773–1779

2. Adachi Y and Horio T (2008) Chronic actinic der-

matitis in a patient with adult T-cell leukemia.

Photodermatol Photoimmunol Photomed 24(3):

147–149

総　説

1. 岡本祐之，上津直子（2008）【光アレルギー】

日光蕁麻疹．アレルギーの臨　28(7): 545–551

2. 岡本祐之（2008）シリカ肉芽腫とサルコイドー

シス．サルコイドーシス　28(1): 80

症例報告

1. 藤川彩香，水野可魚，北條友里子，山本典雅，

岡本祐之（2008）【肉芽腫症】四肢の筋病変，

高カルシウム血症，そう痒を伴う苔癬様型皮

疹を生じたサルコイドーシスの1例．皮膚臨床

50(9): 1069–1072

2. 大江秀一，爲政大幾，梅原真紀子，野田佳織，

岡本祐之，坂井田紀子（2008）乳児線維性過

誤腫 fibrous hamartoma of infancyの 1例．日小

児皮会誌　27(2): 209–212

3. 加藤典子，爲政大幾，山本典雅，大貫雅子，岡

本祐之，堀尾　武（2008）悪性黒色腫の膀胱

転移の1例．皮の科　7(2): 226–229

4. 加藤典子，爲政大幾，大貫雅子，松村康洋，岡

本祐之，堀尾　武（2008）皮膚子宮内膜症の2

例．皮の科　7(2): 205–208

5. 北條友里子，水野可魚，加藤典子，藤川彩香，

岡本祐之（2008）先天性股関節変形症の術後

に下肢に生じた脈管肉腫の 1 例．皮膚臨床

50(7): 911–914

6. 野田佳織，山崎文和，水野可魚，岡本祐之，藤

井弘史（2008）【膝の皮膚病】臨床例　人工血

管周囲膿瘍．皮病診療　30(9): 995–998

7. 谷村裕嗣，杉原　昭，水野可魚，岡本祐之

（2008）【人名のついた皮膚病】臨床例　Base-

dow病　匙状爪により発見された例．皮病診療

30(12): 1373–1376

学会発表

1. 太田安紀，水野可魚，岡本祐之（2008）Blue

rubber-bleb syndrome. 日中合同皮膚科学術会

議，杭州（中国）

2. 光井千慧，水野可魚，岡本祐之，立花暉夫

（2008）C型肝炎に対するインターフェロン治

療が誘因となったサルコイドーシス．第 59回

日本皮膚科学会中部支部学術大会，名古屋

3. 曽和三恵子，水野可魚，岡本祐之，小倉睦美

（2008）ブドウ膜炎と顔面の丘疹を伴った再発

性多発性軟骨炎の1例．第59回日本皮膚科学会

中部支部学術大会，名古屋

4. 大江秀一，為政大幾，野田佳織，谷村裕嗣，北

條友里子，岡本祐之（2008）原発不明悪性黒

色腫の1例．第59回日本皮膚科学会中部支部学

術大会，名古屋

5. 井上和加子，水野可魚，山﨑文和，岡本祐之

（2008）塩酸ミノサイクリンの投与に連動して

けっせい AEC値，リゾチーム値の低下と臨床

症状の軽快を認めたサルコイドーシス．第 60

回日本皮膚科学会西部支部学術大会，福岡

6. 谷村裕嗣，水野可魚，岡本祐之（2008）尋常

性乾癬とサルコイドーシスを併発した2例．第

23回日本乾癬学会，旭川

7. 光井千慧，為政大幾，太田　馨，岡本祐之

（2008）背部弾性線維腫の2例．第409回日本皮

膚科学会大阪地方会，大阪

8. 岩阪浩志，山﨑文和，太田安紀，加藤典子，水

野可魚，岡本祐之（2008）皮膚症状より診断

し得たPOEMS症候群の一例．第72回日本皮膚

科学会頭部支部学術大会，秋田

9. 松尾智央，為政大幾，藤川彩香，白木美保，岡

本祐之（2008）右母趾顆粒細胞腫の 1例．大

101回近畿皮膚科集談会，神戸

10.谷村裕嗣，大江秀一，為政大幾，岡本祐之
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（2008）悪性抹消神経腫瘍に1例．第24回日本

皮膚悪性腫瘍学会，岐阜

11.岩阪浩志，為政大幾，岡本祐之（2008）中央

部にSyrubgocystaclenocarcinoma papilliferumを

認めた乳房外paget病の1例．第24回日本皮膚

悪性腫瘍学会学術大会，岐阜

12.藤川彩香，太田　馨，為政大幾，岡本祐之，大

江知里，植村芳子，伊藤健人（2008）小児の

前腕に生じた顆粒細胞腫の1例．日本小鬼皮膚

科学会，東京

13.光井千慧，為政大幾，岡本祐之（2008）Acne

keloidalisの一例．第407回大阪地方会，大阪

14.岩阪浩志，水野可魚，岡本祐之（2008）唾石

症の1例．第407回日本皮膚科学会大阪地方会，

大阪

15.加藤典子，杉原　昭，岡本祐之（2008）足底

に生じた基底細胞癌の1例．第107回日本皮膚

科学会総会学術大会，京都

16.谷村裕嗣，杉原　昭，山﨑文和，水野可魚，岡

本祐之（2008）菌状息肉症に対する紫外線療

法に再発した水疱性類天疱瘡．第107回日本皮

膚科学会総会学術大会，京都

17.藤川彩香，太田　馨，大江秀一，岡本祐之

（2008）潰瘍性大腸炎をともなった全身に多発

した壊疽性膿皮症．第107回日本皮膚科学会総

会学術大会，京都

18.大澤　学，大江秀一，為政大幾，岡本祐之

（2008）眼瞼に生じ皮角様の外観を呈した汗孔

腫の1例．第406回大坂地方会，大阪

19.谷村裕嗣，山﨑文和，水野可魚，岡本祐之

（2008）Unilateral nevoid telangiectasiaの 1例．

第406回大阪地方会，大阪

20.南方竜也，鈴木健司，下間亜由子，堀尾　修，

加藤典子，振角明恵（2008）弾性ストッキン

グによる下肢褥瘡について．第5回日本褥瘡学

会近畿地方会学術集会，大阪

21.松尾智央，速水淳史，為政大幾，植村芳子，寺

嶋　亨，岡本祐之（2008）圧痛を伴ったAngi-

omatoid fibrous histiocytomaの1例．第405回大

阪地方会，大阪

著　書

1. 岡本祐之，山崎文和，水野可魚（2008）光免

疫．1冊でわかる光皮膚科：皮膚科医に必須の

Photodermatology（森田明理，宮地良樹，清水

宏編）40–43頁，文光堂，東京

泌尿器科学講座

〈研究業績〉

原　著

1. Kuroda N, Sakaida, N, Kinoshita H, Matsuda T,

Hes O, Michal M, Okamoto S, Nagashima Y and

Tanaka Y (2008) Carcinosarcoma arising in

mixed epithelial and stromal tumor of the kidney.

APMIS 116(11): 1013–1015

2. 木下秀文，松田公志（2008）腹腔鏡下膀胱摘

除術 Laparoscopic Partial Cystectomy. Jpn J

Endourol ESWL 21(2): 110–116

3. 小角幸人，高原史郎，奥山明彦，勝岡洋治，上

田陽彦，仲谷達也，山口誓司，江左篤信，金

卓，植村天受，石井徳味，秋山隆弘，松田公

志（2008）大阪府で行われた腎移植に関する

実態調査．大阪透析研会誌　26(2): 241–252

4. 巴ひかる，加藤久美子，大口尚基，武井実根

雄，児玉浩一，関口由紀，嘉村泰邦，井上裕

美（2008）Monarcを使用したTOT(transobtura-

tor tape)手術に関する前向き多施設共同研究．

日排尿機能会誌　19(2): 228–233

5. 松田公志（2008）泌尿器腹腔鏡手術の基本手

技．日本泌尿器科学会　2008年　卒後教育テ

キスト　13(1): 243–247

6. 河　　源（2008）LOH 症候群および男性更年

期障害診療の実際．日本泌尿器科学会　2008

年卒後教育テキスト　13(1): 144–148

7. 河　　源，谷口久哲，木下秀文，松田公志，浦

上昌也，椹木　勇（2008）健康中年男性にお

けるテストステロンとADAMおよびAMS質問

紙の妥当性に関する検討．日泌会誌　99(5):

645–651

8. 井上貴昭，佐藤仁彦，森井英一，松田公志

（2008）陰茎に発生した神経鞘腫の 1例．泌紀

54(8): 569–572
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9. 田岡利宜也，島田　治，北村悠樹，岡添　誉，

谷口　進，常森寛行，WU Xiuxian，乾　政志，

杉元幹史，筧　善行（2008）前立腺全摘除術

前後の排尿機能の変化:高齢女性との比較を交

えて．泌紀　54(11): 717–722

総　説

1. 河　　源，谷口久哲，松田公志（2008）【家庭

医のためのメンズ・ヘルス読本】ライフステー

ジごとのアプローチ　男性更年期障害．JIM

18(2): 144–148

2. 松田公志，伊藤直樹，川喜田睦司，繁田正信，

三股浩光（2008）腎盂尿管癌に対する腹腔鏡

下腎尿管摘除術のガイドライン．Jpn J Endo-

urol ESWL 21(1): 25–35

3. 山本奈恵，松田公志（2008）【副腎腫瘍Update】

副腎骨髄脂肪腫の診断と手術適応　自然史を

含めて．Urol View 6(6): 106–109

4. 松田公志（2008）【日本の内分泌外科発展のた

めに】日本の内分泌外科発展のために　泌尿

器科領域の立場から．内分泌外科　25(4): 222–

226

5. 河　　源，木下秀文，松田公志（2008）【腎癌

に対する腎部分切除術の検証】根治と低侵襲

を目指した術式の追究　腹腔鏡下腎部分切除

術．泌外　21(11): 1493–1498

6. 六車光英，松田公志（2008）男性不妊症に対

するマイクロサージェリー精管再建術．臨泌

62(8): 551–556

症例報告

1. Kohei N, Kinoshita H, Kamoto T, Terai A,

Kakehi Y and Ogawa O (2008) Late relapse of

testicular cancer 21 years after first complete

remission: a case report. 泌紀　54(1): 39–42

2. 津田雅庸，足立　靖，新宅　洋，下戸　学，矢

西正明，高木孝士，西田晃久，四方伸明，鷹

巣晃昌，池原　進（2008）膀胱原発神経内分

泌癌の1剖検例．診断病理　25(4): 298–302

3. 杉　素彦，矢西正明，島田　治，川喜多繁誠，

室田卓之，四方伸明（2008）ホルモン療法中

にNeuroendocrine differentiationをきたし脳幹，

眼窩，舌根部に転移を認めた前立腺癌の 1例．

泌紀　54(5): 373–376

4. 井上貴昭，六車光英，福井勝也，地崎竜介，日

浦義仁，木下秀文，松田公志（2008）対側停

留精巣と同側腎無形成を伴った中腎管遺残の

1例．泌紀　54(4): 309–312

5. 谷口久哲，六車光英，日浦義仁，井上貴昭，河

源，木下秀文，松田公志，吉村晋一（2008）ト

ルコ鞍空洞症に伴なった後天性ゴナドトロピ

ン性　性腺機能低下症の 1例．泌紀　54(12):

791–793

学会発表

1. Mishima T, Watanabe M, Oguchi N, Kawa G,

Kinoshita H and Matuda T (2008) Urinary reten-

tion after laparosopic prostatectomy:relations

between the date of removing the catheter and

retention rate. 11th World Congress of Endo-

scopic Surgery, Yokohama

2. Matsuda T, Ono Y, Baba S, Iwamura M, Terachi

T, Naito S, Hattori R and Elspeth M McDugal

(2008) Positive correlation between motion anal-

ysis data on the lapmentor virtual reality laparo-

scopic surgical simulator and the results from

video tape assessment of real laparoscopic sur-

geries. AUA Annual Meeting, orlando florida,

USA

3. Matsuda T (2008) The endoscopic surgical skill

qualification system in urologycal laparoscopy:A

novel system in Japan. 2nd inernational Urology

Forum Meeting-Clinical Based Urology, inter-

laken, Swiss

4. 秦健一郎，河　　源，谷口久哲，三島崇生，矢

西正明，増田朋子，大口尚基，木下秀文，松

田公志，飯田寛之，杉　素彦，地崎竜介（2008）

骨盤骨折と契機として発症した難治性骨盤内

脳腫の1例．第205回日本泌尿器科学会関西地

方会，大阪

5. 堀越幹人，駒井資弘，福井勝也，川喜多繁誠，

杉　素彦，室田卓之，四方伸明（2008）左腎

癌摘除後，大腸転移を認めた1例．第205回日

本泌尿器科学会関西地方会，大阪

6. 西田幸代，木下秀文，三島崇生，谷口久哲，矢

西正明，増田朋子，大口尚基，河　　源，松

田公志（2008）前立腺全摘標本でいわゆる insig-

nificant cancerであった症例の生検および臨床
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所見に関する臨床的検討．第 24回前立腺シン

ポジウム，東京

7. 松田公志（2008）手術の傷が小さく回復が早

い～泌尿器科での腹腔鏡手術～．テレビドク

ター第1696回，録画＝大阪

8. 齊藤朋人，竹越一博，馬庭知弘，金田浩由紀，

南健一郎，坂井田紀子，植村芳子，河　　源，

山本奈恵，松田公志，齊藤幸人（2008）術後7

年目に肺転移を認めた SDHB遺伝子変異陽性

パラガングリオーマの一例．第 1回臨床副腎

フォーラム，枚方

9. 岡村菊夫，長谷川友紀，田中良典，川喜多繁

誠，住吉義光，服部良平，荒井陽一，松田公

志，内藤誠二（2008）DPCデータに基づく根

治的前立腺摘除術 (RP) 周術期管理のベンチ

マーク．第22回Endourology-ESWL学会総会，

大阪

10.河　　源，三島崇生，谷口久哲，増田朋子，大

口尚基，木下秀文，松田公志（2008）DMSA腎

シンチグラフィーからみた動脈阻血による腹

腔鏡下腎部分切除における腎機能の変動．第

22回Endourology-ESWL学会総会，大阪

11.河　　源，西田幸代，井上貴昭，矢西正明，増

田朋子，大口尚基，木下秀文，松田公志（2008）

腹腔鏡下前立腺全摘除術におけるサージレッ

クスエンシールシステムの使用経験．第 22回

Endourology-ESWL学会総会，大阪

12.井上貴昭，大口尚基，三島崇生，谷口久哲，矢

西正明，河　　源，木下秀文，松田公志（2008）

当院にて緊急選択的動脈塞栓術を施行し救命

した4症例．第58回日本泌尿器学会中部総会，

大津

13.乾　秀和，堀越幹人，福井勝也，駒井資弘，川

喜多繁誠，杉　素彦，室田卓之，松田公志

（2008）当院における膀胱腫瘻の臨床的検討．

第58回日本泌尿器学会中部総会，大津

14.駒井資弘，堀越幹人，福井勝也，乾 秀和，川

喜多繁誠，杉　素彦，室田卓之，木下秀文，松

田公志（2008）膀胱全摘症例における臨床的

検討．第58回日本泌尿器学会中部総会，大津

15.谷口久哲，河　　源，木下秀文，松田公志

（2008）男性更年期外来患者に対するホルモン

補充療法 (ART)終了後の予後調査．第 58回日

本泌尿器学会中部総会，大津

16.木下秀文，松田公志（2008）根治的前立腺全

摘除術後の生化学的再発 (PSA再発 )の診断．第

58回日本泌尿器学会中部総会，大津

17.矢西正明，増田朋子，杉　素彦，大口尚基，河

源，室田卓之，木下秀文，松田公志（2008）当

院における腎細胞癌治療成績．第 58回日本泌

尿器学会中部総会，大津

18.谷口久哲，河　　源，木下秀文，松田公志

（2008）アンドロゲン補充療法 (ART)が有効で

あった患者の予後に関する検討．第 8回日本

Men's Health医学会，東京

19.木下秀文，増田朋子，松田公志（2008）「HOLEP

の経験と初期成績」．平成20年度大阪泌尿器科

臨床医会第54回学術集会，大阪

20.松田公志（2008）泌尿器腹腔鏡手術のトレー

ニング法．第 1回鏡視下手術研究会南大阪部

会，大阪

21.谷口久哲，河　　源，木下秀文，松田公志

（2008）男性更年期外来におけるアンドロゲン

補助療法 (ART)後の予後に関する検討．第 37

回アンドロロジーカンファレンス，大阪

22.西田幸代（2008）関西医大における前立腺多

数ヵ所生検の臨床的検討．第 46回日本癌治療

学会総会，名古屋

23.木下秀文（2008）前立腺癌全摘出術術後再発

における Kattan nomogramによる予想の有用

性に関する検討．第46回日本癌治療学会総会，

名古屋

24.宮城博恵，下井華代，馬場真有美，岡田英孝，

小野淑子，岡田園子，神崎秀陽，日浦義仁，松

田公志（2008）カウンセリング・看護Ⅲ 大学

病院での産婦人科と泌尿器科による生殖医療

センター共同運用について ～1症例報告～．第

53回日本生殖医学会総会•学術講演会，神戸

25.大久保和俊，市岡健太郎，宗田　武，西山博

之，奥野　博，小倉啓司，松田公志（2008）男

性不妊Ⅰ　閉塞の原因から見た精路再建術の

成績の検討．第53回日本生殖医学会総会•学術

講演会，神戸

26.日浦義仁，六車光英，谷口久哲，松田公志，岡

田英孝，神崎秀陽，宮城博恵，下井華代，辻

陽子，森本義晴（2008）男性不妊Ⅳ 射精障害

に対する精子回収法の検討．第 53回日本生殖

医学会総会•学術講演会，神戸
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27.馬場真有美，川畑仁美，下井華代，宮城博恵，

岡田英孝，小野淑子，岡田園子，松岡　進，安

田勝彦，神田秀陽，日浦義仁，松田公志（2008）

カウンセリング・看護Ⅲ　女性患者の意識調

査～医師の説明の理解度に関する要請とサ

ポートのあり方の検討．第 53回日本生殖医学

会総会•学術講演会，神戸

28.飯田剛嗣，原田二郎，三島崇生，渡邉仁人，日

浦義仁，大口尚基，河　　源，木下秀文，松

田公志，大江千里，坂井田紀子，植村芳子

（2008）両側尿管腫瘍に対して自家腎移植によ

り腎機能を温存し得た1例．第204回日本泌尿

器科学会関西地方会，大阪

29.堀越幹人，駒井資弘，福井勝也，乾　秀和，川

喜多繁誠，杉　素彦，室田卓之，圦　　貴，四

方伸明，溝上友美，松田公志（2008）右腎癌

摘除後，8年後に左卵巣・子宮転移を認めた 1

例．第204回日本泌尿器科学会関西地方会，大

阪

30.鈴木啓悦，沖原功治，三宅秀明，藤澤正人，三

好　進，松本哲朗，藤井元廣，松田公志，大

園誠一郎，武田正之，碓井　亞，公文裕巳，市

川智彦，三木恒治（2008）アンチアンドロゲ

ン交替療法の臨床的意義．【シンポジウム】再

燃進行前立腺がんの治療の現状と展望，日本

31.原田二郎，山本奈恵，渡邉仁人，日浦義仁，木

下秀文，松田公志（2008）両側副腎褐色細胞

腫に対して一期的腹腔鏡下左副腎全摘・右副

腎部分切除を行った1例．第20回日本内分泌外

科学会総会，仙台

32.山本奈恵，三島崇生，佐藤　尚，六車光英，平

塚拓也，豊國伸哉，松田公志，笹野公伸，成

瀬光栄（2008）sub-clinical Cushing症候群を合

併した褐色細胞腫の1例．第20回日本内分泌外

科学会総会，仙台

33.松田公志（2008）日本の内分泌外科発展のた

めに必要なこと（泌尿器科関係）．第20回日本

内分泌外科学会総会，仙台

34.松田公志（2008）泌尿器腹腔鏡手術のトレー

ニングプログラム．第6回大分泌尿器病態研究

会，大分

35.德本隆博，原田二郎，渡邉仁人，河　　源，木

下秀文，松田公志（2008）尿管外溢流を生じ

た尿管腫瘍の1例．第203回日本泌尿器科学会

関西地方会，奈良

36.鳥前　円，下村加奈子，日下華世，田邊奏絵，

松川久美子，桃嵜淳子，大口尚基，松田公志

（2008）腹腔鏡下根治的前立腺全摘術後の骨盤

底筋体操の有効性に関する検討．第 21回日本

老年泌尿器科学会，北九州

37.木村美穂，足立清美，富田麻里子，日下美保

子，川喜多繁誠，福井勝也，杉　素彦，室田

卓之（2008）前立腺密封小線源永久挿入療法

を受けた患者と家族の意識調査～日常生活上

の被爆に対する患者，家族の不安の相異につ

いて～．第21回日本老年泌尿器科学会，北九州

38.西田晃久，保坂直樹，崔　文旻，高木孝士，稲

葉宗夫，池原　進（2008）胸腺移植を併用し

た骨髄内骨髄移植の利点．第 97回日本病理学

会総会，金沢

39.河　　源，谷口久哲，木下秀文，松田公志

（2008）本邦中年男性におけるテストステロン

とメタボリックシンドローム構成要素に関す

る検討．第96回日本泌尿器科学会総会，横浜

40.荒井陽一，井川幹夫，高橋　悟，武井実根雄，

野々村克也，馬場志郎，羽渕友則，松田公志，

中川晴夫，海法康裕（2008）人口括約筋

(AMS800)埋込み手術に関する実態調査．第96

回日本泌尿器科学会総会，横浜

41.三島崇生，大口尚基，吉田健志，河　　源，木

下秀文，松田公志（2008）下部尿路症状を有

する患者に対する干渉低周波刺激療法の QOL

調査．第96回日本泌尿器科学会総会，横浜

42.山本奈恵，地崎竜介，渡邉仁人，島田　治，川

喜多繁誠，杉　素彦，日浦義仁，大口尚基，河

源，室田卓之，木下秀文，松田公志（2008）関

西医科大学における副腎摘除術の検討．第 96

回日本泌尿器科学会総会，横浜

43.川喜多繁誠，杉　素彦，島田　治，矢西正明，

福井勝也，室田卓之，志賀淑子，播磨洋子，木

下秀文，松田公志（2008）前立腺癌密封小腺

源永久挿入治療後の下部尿路障害の検討．第

96回日本泌尿器科学会総会，横浜

44.増田朋子，木下秀文，谷口久哲，渡邉仁人，河

源，松田公志（2008）HoLEP手術初期の経験．

第96回日本泌尿器科学会総会，横浜

45.大口尚基，三島崇生，吉田健志，谷口久哲，井

上貴昭，河　　源，木下秀文，松田公志（2008）
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当教室でのメッシュ手術における合併症の検

討．第96回日本泌尿器科学会総会，横浜

46.谷口久哲，河　　源，木下秀文，松田公志

（2008）LOH症候群に対するアンドロゲン補充

療法 (ART)によりQOLは向上し，維持される．

第96回日本泌尿器科学会総会，横浜

47.渡邉仁人，松田公志（2008）ケーススタディ 1

「診断の難しい尿管疾患」．第 96回日本泌尿器

科学会総会，横浜

48.島田　治，安田鐘樹，室田卓之，木下秀文，松

田公志（2008）関西医大附属滝井病院と附属

香里病院において経験した精巣腫瘍の臨床統

計的検討．第96回日本泌尿器科学会総会，横浜

49.福井勝也，木下秀文，河　　源，日浦義仁，大

口尚基，檀野祥三，松田公志（2008）前立腺

全摘除術後の PSA再発に対する salvage radio-

therapyの有用性．第96回日本泌尿器科学会総

会，横浜

50.木下秀文，河　　源，松田公志（2008）Goserelin

投与時の疼痛軽減の工夫．第 96回日本泌尿器

科学会総会，横浜

51.矢西正明，木下秀文，増田朋子，乾　秀和，河

源，松田公志（2008）腎細胞癌有転移症例の

臨床的検討．第 96回日本泌尿器科学会総会，

横浜

52.谷口久哲，日浦義仁，井上貴昭，河　　源，木

下秀文，松田公志，吉村晋一（2008）トルコ

鞍空洞症による続発性低ゴナドトロピン性性

腺機能低下症の1例．第133回日本生殖医学会

関西支部集談会/第36回関西アンドロロジーカ

ンファレンス，大阪

53.原田二郎，渡邉仁人，木下秀文，松田公志

（2008）前立腺全摘後の尿失禁．第7回KANSAI-

KAGAWA Urological Conference(KKUC)，高松

54.三島崇生，吉田健志，大口尚基，河　　源，木

下秀文，松田公志（2008）下部尿路症状を有

する患者に対する干渉低周波刺激療法の QOL

調査．第 7 回 KANSAI-KAGAWA Urological

Conference(KKUC)，高松

55.川喜多繁誠，福井勝也，島田　治，矢西正明，

杉　素彦，室田卓之（2008）前立腺癌ヨウ素

125密封小線源永久挿入療法後の排尿障害の

検討．第 7 回 KANSAI-KSAGAWA Urological

Conference(KKUC)，高松

56.山本奈恵，佐藤　尚，六車光英，平塚拓也，豊

國伸哉（2008）Pre-clinical Cushing症候群を合

併した褐色細胞腫の1例．第202回日本泌尿器

科学会関西地方会，大阪

57.増田朋子，谷口久哲，地崎竜介，德本隆博，原

田二郎，三島崇生，渡邉仁人，日浦義仁，大

口尚基，河　　源，木下秀文，松田公志（2008）

経過観察中に残存腫瘤が著明に縮小した性腺

外胚細胞腫の1例．第202回日本泌尿器科学会

関西地方会，大阪

58.原田二郎，山本奈恵，渡邉仁人，日浦義仁，木

下秀文，松田公志（2008）両側副腎褐色細胞

腫に対して一期的腹腔鏡右副腎部分切除・左

副腎全摘を行った1例．第27回泌尿器科手術研

究会，大阪

59.原田二郎，山本奈恵，渡邉仁人，日浦義仁，木

下秀文，松田公志（2008）両側副腎褐色細胞

腫に対して一期的腹腔鏡右副腎部分切除・左

副腎全摘を行った1例．第20回日本内分泌外科

学会，仙台

著　書

1. 檀野祥三，松田公志（2008）陰茎の組織構造

と勃起・射精の機序．よくわかる病態生理 11

泌尿器疾患（松田公志編）115頁，日本医事新

報社，東京都

2. 檀野祥三，松田公志（2008）勃起・射精障害．

よくわかる病態生理 11　泌尿器疾患（松田公

志編）118–120頁，日本医事新報社，東京都

3. 松田公志（2008）精巣の組織構造と精子形成

の過程．よくわかる病態生理 11　泌尿器疾患

（松田公志編）121–123頁，日本医事新報社，東

京

4. 松田公志（2008）精巣機能障害．よくわかる

病態生理 11　泌尿器疾患（松田公志編）124–

126頁，日本医事新報社，東京

5. 松田公志（2008）男性不妊症．よくわかる病

態生理11　泌尿器疾患（松田公志編）127–129

頁，日本医事新報社，東京

6. 松田公志（2008）陰嚢内腫瘤，急性陰嚢症．よ

くわかる病態生理 11　泌尿器疾患（松田公志

編）130–132頁，日本医事新報社，東京

7. 木下秀文（2008）前立腺肥大症．よくわかる

病態生理 11　泌尿器疾患（松田公志編）101–
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105頁，日本医事新報社，東京

8. 木下秀文（2008）前立腺癌．よくわかる病態

生理11　泌尿器疾患（松田公志編）106–110頁，

日本医事新報社，東京

9. 松田公志（2008）男性生殖器の構造と機能，発

育の過程．よくわかる病態生理 11　泌尿器疾

患（松田公志編）112–114頁，日本医事新報社，

東京

10.木下秀文（2008）精巣癌．よくわかる病態生

理 11　泌尿器疾患（松田公志編）133–137頁，

日本医事新報社，東京

11.木下秀文（2008）前立腺の形態と機能．よく

わかる病態生理11　泌尿器疾患（松田公志編）

92–96頁，日本医事新報社，東京

12.木下秀文（2008）前立腺の画像診断．よくわ

かる病態生理 11　泌尿器疾患（松田公志編）

97–100頁，日本医事新報社，東京

13.松田公志（2008）膀胱・尿道・陰茎損傷．今

日の治療指針　2008年度版　50,839–840頁，医

学書院，東京
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26.小林かおる，桑田満喜，平本裕盛，大津弥生，

松原　孝（2008）虹彩毛様体炎を合併した内

頸動脈閉塞に伴う血管新生緑内障．第 47回日

本網膜硝子体学会総会/第25回日本眼循環学会

合同学会，京都

27.正健一郎（2008）新時代の加齢黄斑変性治療

―加齢黄斑変性　occult CNV．第 47回日本網

膜硝子体学会総会/第25回日本眼循環学会合同

学会，京都

28.有澤章子，垰本　慎，杉山千晶，高橋寛二，西

村哲哉（2008）術後良好な視力を得た黄斑円

孔・網膜下出血を伴う網膜細動脈瘤の1例．第

47回日本網膜硝子体学会総会/第25回日本眼循

環学会合同学会，京都

29.西川真生，有澤章子，永井由巳，久保木香織，

尾辻　剛，正健一郎，髙橋寛二（2008）滲出

型加齢黄斑変性に分類される大型の漿液性網

膜色素上皮剥離の臨床経過．第 47回日本網膜

硝子体学会総会/第25回日本眼循環学会合同学

会，京都

30.高橋寛二（2008）加齢黄斑変性の診断．第4回

Three arrowsの会，大阪

31.岩田　岳，赤堀正和，関　麻子，岡本はる，皆

見正好，尾羽澤実，木村　至，寺内直樹，野

田　徹，溝田　淳，本田美樹，田中　稔，林

他孝彰，緒方奈保子，斉藤善博，高木郁江，谷

戸正樹（2008）感覚器障害の克服を目指して

眼疾患バイオマーカーの探索とモデル動物を

用いた予防・治療薬の開発．第 62回国立病院

総合医学界会，東京

32.高橋寛二（2008）マクジェンの国内臨床試験

成績．Macugen発売記念講演会，大阪

33.田中春花，二階堂潤，西川真生，城　信雄，南
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部裕之，高橋寛二，安藤　彰，松村美代（2008）

早発型発達緑内障の兄妹発症例．第366回大阪

眼科集談会，大阪

34.有澤章子，垰本　慎，杉山千晶，高橋寛二，西

村哲哉（2008）術後良好な視力を得た黄斑円

孔・網膜下出血を伴う網膜細動脈瘤の1例．第

366回大阪眼科集談会，大阪

35.垰本　慎（2008）関西医大眼科での網膜剥離

手術（バックリングを中心に）．第40回大阪眼

科手術の会，東京

36.安藤　彰，吉田秀之，河合江実，秋岡真砂子，

新井英子，西村哲哉（2008）パクリタキセル

とカルボプラチンを併用中に発症した視神経

炎1例と球後視神経炎1例．第46回日本神経眼

科学会総会，新潟

37.高橋寛二（2008）みんなで考えよう！黄斑疾

患の診断とスキルアップ．第 62回日本臨床眼

科学会，東京

38.山田晴彦，山田英里（2008）同一術者による

20，23，25ゲージ硝子体手術の比較．第62回

日本臨床眼科学会，東京

39.杉山千晶，有澤章子，久保木香織，長央由里

子，西川真生，永井由巳，高橋寛二（2008）小

児に認められた傍中心窩毛細血管拡張症の 2

例．第62回日本臨床眼科学会，東京

40.西川真生，垰本　慎，城　信雄，松村美代，髙

橋寛二（2008）画鋲による穿孔性眼外傷で増

殖硝子体網膜症を発症した1例．第62回日本臨

床眼科学会，東京

41.津田メイ，尾辻　剛，木村元貴，中内正志，木

本高志，西　麗子，西村哲哉（2008）増殖糖

尿病網膜症に原田病が合併した1例．第62回日

本臨床眼科学会，東京

42.尾辻　剛，津村晶子，正健一郎，永井由巳，有

澤章子，久保木香織，高橋寛二（2008）網膜

血 管 腫 状 増 殖 の 拡 大 概 念 と し て の

Type3neovascularizationの検討．第62回日本臨

床眼科学会，東京

43.木村元貴，緒方奈保子，高橋寛二，嶋千絵子，

西村哲哉，四方伸明（2008）強膜外浸潤をき

たした脈絡膜悪性黒色腫の1例．第62回日本臨

床眼科学会（眼科臨床病理組織研究会），東京

44.永井由巳，正健一郎，有澤章子，長央由里子，

津村晶子，尾辻　剛，髙橋寛二（2008）光線

力学的療法後，レーザー照射野一致して拡大

した脈絡膜新生血管をみた2症例．第62回日本

臨床眼科学会総会，東京

45.久保木香織，永井由巳，有澤章子，正健一郎，

西川真生，高橋寛二（2008）網膜表層に網目

状血管をみとめる網膜血管腫状増殖様病変の

2例．第62回臨床眼科学会，東京

46.永井由巳，髙橋寛二（2008）網膜血管腫状増

殖に対して行った薬物併用の光線力学的療

法．Japan Macula Club第10回総会，東京

47.高橋寛二（2008）加齢黄斑変性の診断と新し

い治療．倉敷眼科コロシアム，倉敷

48.安藤　彰（2008）薬物と眼―全身薬の副作用

と使い方―．大東・四条畷医師会9月度学術講

演会，大阪

49.加賀郁子，黒田真一郎，永田　誠（2008）線

維柱帯切開術眼に対する線維柱帯切開術再施

行後の成績．第19回日本緑内障学会，大阪

50.城　信雄，南部裕之，安藤　彰，松村美代

（2008）非穿孔性トラベクレクトミー術後の濾

過不全に対するneedling．第19回日本緑内障学

会，大阪

51.南部裕之，桑田満喜，城　信雄，安藤　彰，南

野桂三，松原敬忠，福井智恵子，尾辻　剛，桑

原敦子，萩原実早子，松村美代（2008）下半

周で行ったサイヌソトミー併用トラベクロト

ミー（LOT+SIN)の長期成績．第 19回日本緑

内障学会，大阪

52.垰本　慎，松村美代（2008）原因不明の RPE

障害による長期黄斑浮腫の 1例．Japan Macula

Club第10回総会，東京

53.安藤　彰，福井智恵子，嶋千絵子，南野桂三，

松岡雅人，桑原敦子，西村哲哉（2008）浅前

房に対する周辺虹彩切除術後に増悪した 虹彩

分離症の一例．第365回大阪眼科集談会，大阪

54.吉田秀之，尾辻　剛，木村元貴，西村哲哉

（2008）若年者にみられた両眼性乳頭上網膜細

動脈瘤の1例．第365回大阪眼科集談会，大阪

55.小林　敦，今泉正仁，藤關義人，高橋寛二

（2008）ヌンチャク型シリコンチューブ留置術

に涙道ファイバースコープを使用した1例．第

365回大阪眼科集談会，大阪

56.城　信雄，南部裕之，安藤　彰，松村美代，高

橋寛二（2008）非穿孔性トラベクレクトミー
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術後の濾過不全に対するneedling．第365回大

阪眼科集談会，大阪

57.西川真生，垰本　慎，髙橋寛二，山田晴彦，松

村美代（2008）Group G溶血連鎖球菌による内

因性細菌性眼内炎の 1例．スリーサム イン 福

岡 (第45回日本眼感染症学会 )，福岡

58.山田晴彦，星野　健，松村美代（2008）アト

ピー性皮膚炎患者に発症した内因性感染性眼

内炎の1例．スリーサム イン 福岡（第42回日

本眼炎症学会），福岡

59.高橋寛二（2008）ポリープ状脈絡症（症例呈

示）．加齢黄斑変性治療へのアプローチ，大宮

60.高橋寛二（2008）加齢黄斑変性の診断と治療．

関西医科大学寝屋川会，守口

61.緒方奈保子（2008）糖尿病網膜症の病態と治

療．第139回和歌山眼科集談会，和歌山

62.高橋寛二（2008）難治例に学ぶ！加齢黄斑変

性治療のポイント．第16回大阪市眼科研究会，

大阪

63.永井由巳（2008）PDT最近の話題 … PCV ＋

classic CNV．第5回 Nova Macula Club，岡山

64.山田晴彦（2008）眼内血管新生とその制御．第

114回京都眼科学会，京都

65.木村元貴，緒方奈保子，高橋寛二，嶋千絵子，

西村哲哉（2008）強膜外浸潤をきたした脈絡

膜悪性黒色腫の 1例．第 114回京都眼科学会，

京都

66.松永　望，力石裕一，伊豆田洋志，緒方奈保

子，嶋澤雅光，松村美代，原　英彰（2008）増

殖糖尿病網膜症患者の硝子体内における

sVEGFR-1の役割．第28回眼薬理学会，東京

67.杉山千晶，有澤章子，久保木香織，長央由里

子，西川真生，永井由巳，高橋寛二（2008）小

児に認められた傍中心窩毛細血管拡張症の 2

例．第364回大阪眼科集談会，大阪

68.高橋寛二（2008）眼底レーザー光凝固の基礎

と実際．第70回東京医科大学眼科臨床懇話会，

東京

69.西村哲哉（2008）網膜・硝子体疾患，最近の

手術適応．尼崎眼科医会総会，尼崎

70.垰本　慎（2008）教育セミナー　眼科手術教

育の理想と現実　眼科手術教育システムとそ

の後．日本眼内レンズ屈折手術学会，東京

71.高橋寛二（2008）眼科 PDTの現状．日本光線

力学療法学会，名古屋

72.高橋寛二（2008）難治例に学ぶ！加齢黄斑変

性治療のポイント．北海道黄斑研究会，札幌

73.南部裕之（2008）原発閉塞隅角緑内障の治療

方針．堺壮眼会，堺

74.高橋寛二（2008）Session3:治療部位の確定．第

12回眼科PDT講習会，東京

75.高橋寛二（2008）加齢黄斑変性に対する PDT

の適応と限界．第2回四国Eyeランドセミナー，

高松

76.西村哲哉（2008）網膜・硝子体手術，最近の

話題．紀の国眼疾患研究会，紀伊田辺

77.舘野寛子，星野　健，高橋寛二，松村美代

（2008）急速に進行した肝細胞癌からの転移性

脈絡膜腫瘍の一例．第 112回日本眼科学会総

会，横浜

78.久保木香織，永井由巳，有澤章子，正健一郎，

西川真生，高橋寛二（2008）光線力学的療法

後，大量出血を生じた網膜血管腫状増殖の 4

例．第112回日本眼科学会総会，横浜

79.高橋寛二（2008）摘出眼におけるポリープ状

脈絡膜眼症の臨床病理相関．第112回日本眼科

学会総会，横浜

80.緒方奈保子（2008）全身因子と糖尿病網膜症．

第112回日本眼科学会総会，横浜

81.松山加耶子，緒方奈保子，松岡雅人，和田光

正，嶋千絵子，西村哲哉，松村美代（2008）糖

尿病網膜症患者の血清 PEDF 濃度と前房水

PEDF濃度．第112回日本眼科学会総会，東京

82.城　信雄，松村美代，西村一晃，Anthony P.

Adamis，David T. Shima，Carolina Mailhos

（2008）抗denature collagen type4抗体による脈

絡膜新生血管の抑制効果．第112回日本眼科学

会総会，横浜

83.木村元貴，天野麻穂，木本高志，山木邦比古，

Linda G.Baum，松村美代（2008）実験的ぶど

う膜炎における Galectin-1，-3，-9の発現につ

いての検討．第112回日本眼科学会総会，横浜

84.永井由巳，五味　文，沢　美喜，辻川元一，正

健一郎，有澤章子，髙橋寛二（2008）網膜血

管腫状増殖に対して行った薬物併用の光線力

学的療法．第112回日本眼科学会総会，横浜

85.安藤　彰，尾辻　剛，嶋千絵子，松山加耶子，

福井智恵子，桑原敦子，西村哲哉，松原敬忠，
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城　信雄，南部裕之，松村美代（2008）正常

眼圧緑内障に対するニプラジロールの眼圧，

視野，視神経乳頭形態への影響．第 11回オフ

タルモニューロプロテクション研究会，東京

86.松岡雅人，木本高志，木村元貴，緒方奈保子，

松村美代（2008）放射線治療が著効した眼内

悪性リンパ腫の2例．第363回大阪眼科集談会，

大阪

87.尾辻　剛，和田光正，木本高志，西村哲哉，松

村美代（2008）網膜中心静脈閉塞症に伴う黄

斑浮腫に対する硝子体手術．第363回大阪眼科

集談会，大阪

88.松村美代（2008）開放隅角緑内障の治療の現

況．第117回神奈川眼科集談会，横浜

89.高橋寛二（2008）加齢黄斑変性の診断基準．第

14回日本糖尿病眼学会，東京

90.山田晴彦，城　信雄，金子志帆，大津弥生，舘

野寛子，松村美代，和田光正，山田英里，山

田日出美（2008）糖尿病黄斑症に対するスタ

チン増量の効果．第 14回日本糖尿病眼学会総

会，東京

91.大津弥生，舘野寛子，金子志帆，城　信雄，山

田晴彦，松山加耶子，嶋千絵子，松岡雅人，和

田光正，緒方奈保子，西村哲哉，松村美代

（2008）血管新生緑内障に対する bevacizumab

投与後の濾過手術併用硝子体手術．第 14回日

本糖尿病眼学会総会，東京

92.嶋千絵子（2008）糖尿病網膜症に高度な黄斑

部滲出性網膜剥離を認めた2例．第14回日本糖

尿病眼学会総会，横浜

93.山田晴彦（2008）ぶどう膜疾患について．第2

回枚方眼疾患フォーラム，枚方

94.南部裕之（2008）眼圧日内変動について．第2

回枚方眼疾患フォーラム，枚方

95.垰本　慎（2008）当科における角膜移植手術．

第2回枚方眼疾患フォーラム，枚方

96.緒方奈保子（2008）教育セミナー 網膜光凝固

術の適応と限界 :糖尿病網膜症に対する光凝

固．第31回日本眼科手術学会，横浜

97.高橋寛二（2008）難治例に学ぶ！　加齢黄斑

変性治療のポイント．第 4回九州黄斑研究会，

福岡

98.高橋寛二（2008）加齢黄斑変性について．枚

方市医師会総会，枚方

99.垰本　慎（2008）25G経結膜硝子体手術後に発

生した眼内炎の 1例．MIVS（極小切開硝子体

手術シンポジウム），横浜

100.安藤　彰（2008）トラベクロトミー強化作戦！

線溶系蛋白のスイッチ付き遺伝子導入はどう

かな？　第12回眼科分子生物学研究会，静岡

101.安藤　彰，南部裕之，尾辻　剛，田辺晶代，

松村美代（2008）教育セミナー　原発閉塞隅

角緑内障の治療戦略　隅核癒着解離術のノウ

ハウ．第31回日本眼科手術学会総会，横浜

102.高橋寛二（2008）教育セミナー　加齢黄斑変

性のレーザー治療：FA-guided PDT―PDTガイ

ドライン―．第 31回日本眼科手術学会総会，

横浜

103.松村美代（2008）教育セミナー　原発緑内障

手術トラブルシューテイング：トラベクロト

ミー手技上のトラブルシューテイング．第 31

回日本眼科手術学会総会，横浜

104.松村美代（2008）教育セミナー　原発閉塞隅

角緑内障の治療戦略：閉塞隅角緑内障の治療

戦略．第31回日本眼科手術学会総会，横浜

105.津田メイ，木村元貴，上田義朗，垰本　慎，

西村哲哉（2008）裂孔原性網膜剥離に対する

25Gシステム経結膜硝子体手術の成績．第 31

回日本眼科手術学会総会，横浜

106.南部裕之（2008）教育セミナー　原発閉塞隅

角緑内障の治療戦略：原発閉塞隅角緑内障の

診療の進め方．第31回日本眼科手術学会総会，

横浜

107.南部裕之（2008）極小切開白内障手術による

同時手術―緑内障手術―．第 31回日本眼科手

術学会総会，横浜

108.尾辻　剛（2008）教育セミナー　原発閉塞隅

角緑内障の治療戦略：隅角癒着解離術の術後

管理と術後成績．第 31回日本眼科手術学会総

会，横浜

109.垰本　慎（2008）教育セミナー　バックリン

グ手術 ジアテルミー凝固を用いたエクソプラ

ント．第31回日本眼科手術学会総会，横浜

110.吉川匡宣，松永裕史，寺井実知子，國富　薫，

武田丹音（2008）再発を繰り返しトリアムシ

ノロンテノン嚢下注入が著効した原田病の一

例．第362回大阪眼科集談会，大阪

111.三間由美子，新井英子，松村美代（2008）ビ
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タミン A欠乏症に伴った重症ドライアイの 1

例．第362回大阪眼科集談会，大阪

112.西村哲哉（2008）ミニレクチャー 「網膜剥離

の手術治療」．第362回大阪眼科集談会，大阪

113.大津弥生，舘野寛子，金子志帆，城　信雄，

山田晴彦，松山加耶子，嶋千絵子，松岡雅人，

和田光正，緒方奈保子，西村哲哉，松村美代

（2008）血管新生緑内障に対する bevacizumab

投与後の濾過手術併用硝子体手術．第362回大

阪眼科集談会，大阪

114.嶋千絵子，緒方奈保子，松山加耶子，松岡雅

人，和田光正，高橋寛二，松村美代（2008）糖

尿病網膜症に高度な黄斑部滲出性網膜剥離の

併発を認めた 2例．第 362回大阪眼科集談会，

大阪

115.萩原実早子，寺内博夫，星野　健，西川真生，

北川誠彦，松岡雅人，樋口暁子，松村美代

（2008）関西医大における最近10年間の未熟児

網膜症の検討．第362回大阪眼科集談会，大阪

116.木内克治，北川チエミ，宮代美樹（2008）重

篤な視力障害を生じたインターフェロンによ

る両眼性前部虚血性視神経症．第362回大阪眼

科集談会，大阪

117.高橋寛二（2008）膠原病と眼の病気．膠原病

友の会枚方支部勉強会，枚方

118.高橋寛二，永井由巳，垰本　慎，金子志帆

（2008）摘出眼でのポリープ状脈絡膜血管症の

臨床病理相関．厚生労働省網膜脈絡膜・視神

経萎縮症調査研究班 平成19年度班会議，福岡

119.南部裕之（2008）開放隅角緑内障に対する流

出路手術．第2回甲子園眼科オープンカンファ

レンス，西宮

120.松山加耶子，緒方奈保子，和田光正，松岡雅

人，西村哲哉（2008）Bevacizumab投与前後の

血中VEGF濃度．第 47回日本網膜硝子体学会

総会 /第25回日本眼循環学会 合同学会，京都

121.松山加耶子，和田光正，安藤　彰，緒方奈保

子，西村哲哉（2008）抗がん剤投与中に見ら

れた虚血性網膜症の一例．第 62回日本臨床眼

科学会，東京

122.飯島裕幸，今澤光宏，佐藤　拓，永井由巳

（2008）加齢黄斑変性と類縁疾患の診療．第62

回日本臨床眼科学会総会，東京

123.三間由美子，新井英子，松村美代（2008）全

身性ビタミン A欠乏症に合併した重症ドライ

アイの1例．第62回臨床眼科学会，東京

124.木本高志（2008）ベーチェット病による難治

性網膜ぶどう膜炎の新しい治療法　抗 TNF-α

抗体療法の検討．京阪地区眼科勉強会，大阪

125.南野桂三，安藤　彰，松山加耶子，嶋千絵子，

福井智恵子，尾辻　剛，桑原敦子，緒方奈保

子（2008）柱帯形成術の治療成績中隊．第 19

回日本緑内障学会，大阪

126.山田晴彦（2008）教育講演　―レーザー光凝

固―　レーザー装置．第112回日本眼科学会総

会，東京

127.木本高志（2008）実験的ぶどう膜炎における

ガレクチン発現についての検討．第 10回ボー

ダーレス眼科臨床研究会，大阪

著　書

1. 西村哲哉（2008）真菌性眼内炎の治療．眼科

診療のコツと落とし穴 4　薬物療法（樋田哲

夫，江口秀一郎編）128–130頁，中山書店，東京

2. 西村哲哉（2008）穿孔性眼外傷の硝子体手術．

眼科診療のコツと落とし穴　2　手術（樋田哲

夫，江口秀一郎編）24–25頁，中山書店，東京

3. 西村哲哉（2008）網膜剥離の硝子体手術．眼

科診療のコツと落とし穴　2　手術（樋田哲

夫，江口秀一郎編）43–45頁，中山書店，東京

4. 緒方奈保子（2008）糖尿病黄斑浮腫の治療法

選択．眼科診療のコツと落とし穴　3　検査・

診断（樋田哲夫，江口秀一郎編）85頁，中山

書店，東京

5. 緒方奈保子（2008）糖尿病黄斑浮腫にたいす

る治療—トリアムシノロンとレーザー治療．

眼科診療のコツと落とし穴　4　薬物療法（樋

田哲夫，江口秀一郎編）104–105頁，中山書店，

東京

6. 高橋寛二（2008）加齢黄斑変性．今日の治療

指針（山口　徹，北原光夫，福井次夫編）2008

年度版，1077頁，医学書院，東京
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〈研究業績〉

原　著

1. Arai S, Harada N, Kubo N, Shen J, Nakamura A,

Ikeda H, Tsuji H and Yamashita T (2008) Induc-

tion of inducible nitric oxide synthase and apop-

tosis by LPS and TNF-α in nasal microvascular

endothelial cells. Acta Otolaryngol 128(1): 78–85

2. Ogura M, Furukawa M, Tada N, Ikeda H and

Yamashita T. (2008) Platelet-activating factor

(PAF) induced cytokine production and otitis

media with effusion (OME) in the rat middle ear.

Auris Nasus Larynx 35(3): 338–343

3. Iwai H, Yukawa H, Nagata M, Inoue T, Omae M

and Yamashita T (2008) Preoperative concurrent

chemoradiotherapy versus pre- and postopera-

tive radiotherapy for advanced hypopharyngeal

carcinoma: A single-center study. Auris Nasus

Larynx 35(2): 235–241

4. Iwai H, Baba S, Omae M, Lee S, Yamashita T and

Ikehara S (2008) Maintenance of systemic

immune functions prevents accelerated presby-

cusis. Brain Res 1208: 8–16

5. Izumikawa M, Batts SA, Miyazawa T, Swiderski

DL and Raphael Y (2008) Response of the flat

cochlear epithelium to forced expression of

Atoh1. Hear Res 240(1-2): 52–56

6. Ando Y, Inaba M, Sakaguchi Y, Tsuda M, Quan

GK, Omae M, Okazaki K and Ikehara S (2008)

Subcutaneous adipose tissue-derived stem cells

facilitate colonic mucosal recovery from 2,4,6-

trinitrobenzene sulfonic acid (TNBS)-induced

colitis in rats. Inflamm Bowel Dis 14(6): 826–838

7. Omae M, Inaba M, Sakaguchi Y, Tsuda M,

Miyake T, Fukui J, Iwai H, Yamashita T and

Ikehara S (2008) Long-term maintenance of

donor-derived hematopoiesis by intra-bone

marrow-bone marrow transplantation. Stem Cells

Dev 17(2): 291–302

8. Guo K, Inaba M, Li M, An J, Cui W, Song C,

Wang J, Cui Y, Sakaguchi Y, Tsuda M, Omae M,

Ando Y, Li Q, Wang X, Feng W and Ikehara S

(2008) Long-Term Donor-Specific Tolerance in

Rat Cardiac Allografts by Intrabone Marrow

Injection of Donor Bone Marrow Cells. Trans-

plantation 85(1): 93–101

9. Konishi M, Kawamoto K, Izumikawa M,

Kuriyama H and Yamashita T (2008) Gene trans-

fer into guinea pig cochlea using adeno-associ-

ated virus vectors. J Gene Med 10(6): 610–618

10.友田幸一，山本純平（2008）副鼻腔疾患の治

療―保存的か観血的か・その決断の時―．

ENTONI 90: 61–68

11.宗本由美，新井昇治，栗山博道，濱田聡子，清

水順一，久保伸夫，山下敏夫（2008）顔面神

経麻痺症例における高感度CRPの検討．Facial

Nerv Res 27: 138–140

12.友田幸一，村田英之，山本純平（2008）内視

鏡下鼻副鼻腔手術のための支援機器　ナビ

ゲーションシステム．JOHNS 24(2): 173–177

13.今野昭義，久保伸夫（2008）花粉症治療にお

ける第 2世代抗ヒスタミン薬の患者満足度と

受療意識の向上―大規模花粉症患者アンケー

ト調査からみた薬剤選択―．Prog Med 28(9):

2285–2296

14.久保伸夫（2008）耳鼻咽喉科領域からのレポー

ト 自臭症診療に有用な無臭ガス測定．アポロ

ニア21　(177): 076–079

15.金子敏彦（2008）哺乳類蝸牛の外有毛細胞に

おける膜輸送．関西医大誌　50(2-4): 185–189

16.岩井　大（2008）口腔・咽頭領域における他

科との境界と連携 唾液腺疾患における他科と

の境界と連携．口腔咽頭科　20(2): 211–213

17.清水順一，宗本由美，久保伸夫（2008）耳鼻

咽喉科領域における，においガス測定とその

意義　特に，自臭症診療に有用なガス測定器

について．口鼻臭臨研会記録集　(2): 34–38

18.楠山敏行，森　有子，宮本　真，中川秀樹，田

村悦代，新美成二，福田宏之（2008）声門閉

鎖不全に対する声帯内ヒアルロン酸注入術の

治療経験．喉頭　20(2): 133–137

19.濱田聡子，朝子幹也，宗本由美，久保伸夫，山

下敏夫，高橋伯夫（2008）突発性難聴におけ

る高感度CRPの検討．耳鼻臨床　101(11): 829–

833
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20.井上美保子，北條恵子，松尾康史，中河いよ

う，澤本好克，中島　充，小西将矢，土井

直（2008）Mondini型内耳奇形に伴う反復性化

膿性髄膜炎の1幼児例．小児臨　61(3): 467–472

21.友田幸一（2008）金沢医科大学耳鼻咽喉科に

おけるナビゲーション手術の実態．第9回　耳

鼻咽喉科ナビゲーション研究会　51(5 別冊 ):

94–98

22.友田幸一（2008）耳鼻咽喉科ナビゲーション

手術の現状－2003年，2007年全国アンケート

調査結果報告－．第9回　耳鼻咽喉科ナビゲー

ション研究会　51(5 別冊): 100–106

23.馬場一泰，古川昌幸，友田幸一（2008）ナビ

ゲーションシステムが有効であった前頭洞炎

に対する鼻内内視鏡手術の一例．逓信医

60(5): 287–289

24.井上俊哉，永田基樹，湯川尚哉，小椋　学，八

木正夫，藤澤琢郎，宮本　真，近野哲史，竹

村博一，山下敏夫，辻　裕之（2008）進行下

咽頭癌における術前化学放射線療法に対する

病理学的効果の検討．頭頸部癌　34(4): 544–

547

25.小西将矢，河本光平，泉川雅彦，栗山博道，山

下敏夫（2008）AAVによる内耳遺伝子導入の

試み．頭頸自律神　22: 47–48

26.友田幸一（2008）手術ナビゲーションでの臨

床での使用実態に関するアンケート調査結果

報告（2）．JSCAS 10(1): 53–67

27. Staumont-Sallé D, Abboud G, Brénuchon C,

Kanda A, Roumier T, Lavogiez C, Fleury S,

Rémy P, Papin JP, Bertrand-Michel J, Tercé F,

Staels B, Delaporte E, Capron M and Dombrowicz

D (2008) PPAR-α regulates skin inflammation

and humoral response in atopic dermatitis. J

Allergy Clin Immunol 121: 962–968

28. Verhasselt V, Milcent V, Cazareth J, Kanda A,

Fleury S, Dombrowicz D, Glaichenhaus N and

Julia V. (2008) Breast milk-mediated transfer of an

airborne antigen induces immune tolerance and

protection from allergic airway disease in mice.

Nat Med 14: 170–175

総　説

1. 久保伸夫（2008）感覚異常疾患における患者

とのコミュニケーション．耳鼻臨床　101(7):

560–561

2. 久保伸夫，金子一成（2008）PFAPAと自己炎

症疾患．耳鼻臨床　101(5): 395–407

3. 久保伸夫（2008）【小児耳鼻咽喉科をめぐる最

近の話題】 小児耳鼻咽喉科疾患治療の最前線

鼻閉への対応．小児診療　71(10): 1735–1740

4. 永田基樹（2008）耳下腺多形腺腫手術とその

問題点．頭頸部癌　34(3): 355–359

5. 久保伸夫（2008）【花粉症の最新情報】 花粉症

の治療　外科的療法．日医師会誌　136(10):

1990–1991

6. 泉川雅彦，河本光平，八木正夫，Raphael

Yehoash，山下敏夫，友田幸一（2008）内耳疾

患の治療をめざして―基礎研究の最前線-遺伝

子導入法（蝸牛有毛細胞の再生と聴覚の回復）

―．日耳鼻会報　111(12): 727–733

学会発表

1. Baba S, Iwai H, Nakae K, Konishi M, Sakaguchi

M, Kaneko T, Izumikawa M, Ikegami T, Kitajiri

M, Tomoda K and Amakawa R (2008) Regres-

sion of Parotid MALT Lymphoma after Eradica-

tion Therapy of Helicobacter Pylori in the Stom-

ach. THE 25th CONGRESS OF PAN-PACIFIC

SURGICAL ASSOCIAION JAPAN CHAPTER,

Bangkok, Thailand

2. Ikegami T, Izumikawa M, Doi T and Tomoda T

(2008) A case of cerebellar infarction with facial

palsy after vertigo and acute sensorineural hear-

ing loss. THE 25th CONGRESS OF PAN-

PACIFIC SURGICAL ASSOCIAION JAPAN

CHAPTER, Bangkok, Thailand

3. Iwai H, Suzuki K, Baba S, kaneko T, Sakaguchi

M, Izumikawa M, Ikegami T, Kitajiri M and

Tomoda K (2008) Inflammation in Parotid War-

thin’s Tumor as a Complication of Fine-Needle

Aspiration. THE 25th CONGRESS OF PAN-

PACIFIC SURGICAL ASSOCIAION JAPAN

CHAPTER, Bangkok, Thailand

4. Izumikawa M, Kawamoto K, Yamashita T and

Raphael Y (2008) Auditory hair cell replacement

and hearing improvement by Atoh1 gene therapy

in deaf mammals, Symposium 3, Genetics,
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Development and Regeneration. the XXV Bárány

Society Meeting, Kyoto International Confer-

ence Center, Kyoto

5. Kubo N (2008) Endoscopic septorhinoplasty for

patients with chronic nasal obstraction. 35th

Korean Rhinology Socity, Daegu, Koria

6. Ooka H, Kanda S, Suzuki H, Nishiyama T and

Yamasita T (2008) Identification of Tissue Spe-

cific Stem/progenitor Cells in Auditory Pathway.

31st Association for Research in Otolaryngology

(ARO), Arizona, USA

7. 朝子幹也（2008）耳鼻咽喉科における抗ヒス

タミン薬の使い方．グラクソスイスクライン

社内研修会，大阪

8. 阪上智史，竹村博一，近野哲史，藤澤琢郎，湯

川尚哉，永田基樹，井上俊哉，友田幸一（2008）

口腔内での花火破裂を契機とした咽頭外傷の

1例．第307回日耳鼻大阪地方会，大阪

9. 池田浩己，山西美映，芝埜　彰，竹林慎治，三

浦　誠（2008）当科に於ける鼻副鼻腔手術ナ

ビゲーションシステムの使用経験．第307回日

耳鼻大阪地方会，大阪

10.竹田浩子，馬場　奨，河本光平，友田幸一

（2008）めまいを主訴に救急外来を受診した

Wallenberg症候群の2例．第307回日耳鼻大阪

地方会，大阪

11.朝子幹也，友田幸一（2008）鼻副鼻腔新手術

器具ballon sinuplastyの経験．第307回日耳鼻大

阪地方会，大阪

12.馬場一泰，柴田清児ブルース，古川昌幸，友

田幸一（2008）当院での鼻副鼻腔手術におけ

るナビゲーションシステムの使用状況－手術

手技向上のツールとしての可能性－．第307回

日耳鼻大阪地方会，大阪

13.福井英人，朝子幹也，友田幸一（2008）脳外

科用ナビゲーションシステムのみ利用可能な

状況下で施行した鼻内内視鏡手術の経験．第

307回日耳鼻大阪地方会，大阪

14.大岡久司，神田靖士，鈴木裕子，美島健二，斉

藤一郎，西山利正（2008）聴覚伝導路（下丘）

における組織幹細胞の同定．第 31回日本分子

生物学会年会・第 81回日本生化学会大会合同

大会，神戸

15.池田浩己，山西美映，芝埜　彰，竹林慎治，三

浦　誠（2008）再発性前頭洞嚢胞の1例．第85

回日本耳鼻咽喉科学会和歌山地方部会，和歌

山

16.友田幸一（2008）「自分の手術はどれくらい正

確か？－行動工学に基づく鼻科手術の新しい

評価－」．湘北耳鼻咽喉科医会学術講演会，神

奈川

17.下雅意学，池田浩己，伊良波浩，畑埜義雄，榎

本雅夫（2008）ラテックス特異的 IgE抗体価と

口腔アレルギー症候群 (OAS)の検討．第 58回

日本アレルギー学会秋季学術大会，東京

18. Stefan Trifonov，宝谷剛志，濱田聡子，加瀬政

彦，丸山正人，杉本哲夫（2008）Expression of

ChAT mRNA splice variants in mouse CNS．第

84回日本解剖学学会近畿支部学術集会，大阪

19.大櫛哲史，朝子幹也（2008）内視鏡下鼻内手

術における新しい手術手技―Ballon Sinuplasty

―．第10回耳鼻咽喉科ナビゲーション研究会 /

手術支援システム研究会，東京

20.福井英人，朝子幹也，友田幸一（2008）脳外

科用ナビゲーションシステムのみ利用可能な

状況下で施行した鼻内内視鏡手術の経験．第

10回耳鼻咽喉科ナビゲーション研究会/手術支

援システム研究会，東京

21.朝子幹也（2008）花粉症治療　Up to Date．鳥

取県東部耳鼻咽喉科医会，鳥取

22.池田浩己（2008）医学的見地から見たシック

ハウス症候群．健康な住まいとくらしを考え

る会，神戸

23.朝子幹也（2008）2008 年スギヒノキ花粉症患

者実態調査とプランルカスト初期療法の有用

性について．大阪アレルギー性鼻炎フォーラ

ム2008，大阪

24.北尻雅則（2008）「耳のしくみ」と「難聴」．第

13回「補聴器の上手な選び方使い方」の会，堺

25.金子敏彦，土井　直，古川昌幸，河本光平，北

尻雅則（2008）中耳に原発した乳頭腫の 1例．

第18回日本耳科学会•学術講演会，神戸

26.泉川雅彦，河本光平，八木正夫，土井　直，古

川昌幸，北尻雅則，友田幸一（2008）蝸牛扁

平上皮におけるAtoh1遺伝子導入の効果．第18

回日本耳科学会•学術講演会，神戸

27.土井　直，古川昌幸，泉川雅彦，宗本由美，金

子敏彦，小西将矢，北尻雅則 .（2008）鼓室形
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成術における聴力改善不成功例の検討．第 18

回日本耳科学会•学術講演会，神戸

28.濱田聡子，杉本哲夫，友田幸一，山下敏夫

（2008）聴性中継核におけるコリン線維とムス

カリン性受容体サブタイプ発現の相関．第 18

回日本耳科学会•学術講演会，神戸

29.原田成信（2008）P2Y1受容体刺激によって惹

起されたヘンゼン細胞のカルシウムウェー

ヴ．第18回日本耳科学会総会•学術集会，神戸

30.下出祐造，辻　裕之，友田幸一，中川　淳，伊

藤順庸（2008）小児甲状腺癌の検討．第 41回

日本甲状腺外科学会学術集会，東京

31.池田浩己，山西美映，芝埜　彰，竹林慎治，三

浦　誠，榎本雅夫（2008）鼻副鼻腔内視鏡手

術ナビゲーションシステムの使用経験．第 44

回日本赤十字社医学会総会，釧路

32.井上俊哉，岡崎はるか，永田基樹，湯川尚哉，

友田幸一（2008）ハイリスク下咽頭癌症例に

対する双茎遊離空腸移植の経験．第 46回日本

癌治療学会総会，名古屋

33.藤澤琢郎，永田基樹，湯川尚哉，小椋　学，竹

村博一，井上俊哉，友田幸一（2008）嗅神経

芽細胞8症例の検討．第46回日本癌治療学会総

会学術集会，名古屋

34.間三千夫，田村直子，北原智子，小野智子，池

田浩己，萩原　晃，西山信宏，河口幸江，古

瀬寛子，山田哲也，三浦　誠，河野　淳，鈴

木　衛（2008）医療的視点から見た耳掛け・耳

穴防水型補聴器の有効性．第 53回日本聴覚医

学会総会・学術大会，東京

35.濱田聡子，朝子幹也，久保伸夫（2008）花粉

症と咳嗽　2008年度スギヒノキ花粉症患者実

態調査と初期療法の有用性について．第 62回

臨床アレルギー研究会 (関西 )，大阪

36.友田幸一（2008）「自分の手術はどれくらい正

確か？－行動工学に基づく鼻科手術の新しい

評価－」．第6回山陰耳鼻科集談会，鳥取（米子）

37.朝子幹也（2008）2008 年スギヒノキ花粉症患

者実態調査とプランルカスト初期療法の有用

性について．八戸耳鼻咽喉科医会，八戸

38.近野哲史，永田基樹，井上俊哉，湯川尚哉，小

椋　学，藤澤琢郎，八木正夫，竹村博一，友

田幸一（2008）3年後に原発部位が硬口蓋と判

明した原発不明癌の1例．第21回日本口腔咽頭

科学会総会，鹿児島

39.藤澤琢郎，湯川尚哉，近野哲史，竹村博一，永

田基樹，井上俊哉，友田幸一（2008）Plummer

vinson症候群に舌癌を伴った一症例．第 21回

日本口腔咽頭科学会総会，鹿児島

40.鈴木健介，岩井　大，八木正夫，足立真理，中

出多子，坂口麻理子，北尻雅則（2008）FNA

により急性炎症所見を示した耳下腺ワルチン

腫瘍の検討．第21回日本口腔咽頭科学会総会，

鹿児島

41.高橋弘毅，岸本真房，竹村博一，金田浩由紀，

伊藤昭裕，櫻本和人，富野敦稔，上田創平，山

本　透，北澤康秀，斉藤幸人（2008）口腔内

での花火破裂を契機とした咽頭穿孔による頸

部腫瘍に対し，頸部・縦隔ドレナージ術が奏

効した一例．第 23回日本救命医療学会総会・

学術集会，東京

42.阪上智史，湯川尚哉，永田基樹，藤澤琢郎，竹

村博一，近野哲史，井上俊哉，友田幸一，小

椋　学，八木正夫（2008）両側顎下腺腫大か

ら診断された，自己免疫性膵炎の1例．第306

回日耳鼻大阪地方会，大阪

43.上野幸恵，朝子幹也，友田幸一（2008）2008

年度スギヒノキ花粉症と咳嗽．第306回日耳鼻

大阪地方会，大阪

44.馬場　奨，河本光平，竹田浩子，土井　直，友

田幸一，藤原　享，舟木克江，辻美代子（2008）

髄膜炎にて発見された内耳奇形の1例．第306

回日耳鼻大阪地方会，大阪

45.福井英人，朝子幹也，古川昌幸，友田幸一

（2008）TTF-1 陽性の nasopharyngeal papillary

adenocarcinomaの1例．第306回日耳鼻大阪地

方会，大阪

46.鈴木健介，朝子幹也，泉川雅彦，河本光平，古

川昌幸，友田幸一（2008）鼻内から摘出し得

た若年性鼻咽腔血管線維腫の1例．第306回日

耳鼻大阪地方会，大阪

47.河本光平，金子敏彦，大前麻理子，小西将矢，

中出多子，鈴木健介，朝子幹也，北尻雅則

（2008）視力障害を伴った鼻副鼻腔疾患の 5症

例．第 47回日本鼻科学会総会・学術講演会，

名古屋

48.池田浩己，山西美映，芝埜　彰，竹林慎治，三

浦　誠（2008）鼻内から摘出した若年性血管
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繊維腫の一例．第 47回日本鼻科学会総会・学

術講演会，名古屋

49.池田浩己，山西美映，芝埜　彰，竹林慎治，三

浦　誠（2008）当科に於ける鼻副鼻腔内視鏡

手術ナビゲーションシステムの使用経験．第

47回日本鼻科学会総会・学術講演会，名古屋

50.朝子幹也，古川昌幸，岡崎はるか，高田洋平

（2008）当科における鼻副鼻腔 Inverted Papil-

loma症例の検討．第 47回日本鼻科学会総会・

学術講演会，名古屋

51.北尻雅則（2008）本学のチュートリアル教育

の歩み－今後の方向性を探る－．第 26回関西

医科大学医学教育ワークショップ，大阪

52.濱田聡子，宝谷剛志，Stefan Trifonov，丸山正

人，加瀬政彦，堤　俊之，杉本哲夫，友田幸

一，山下敏夫（2008）中枢聴覚路におけるコ

リン線維とムスカリン性受容体サブタイプ発

現の解析．第26回頭頚部自律神経研究会，大阪

53.北尻雅則（2008）「必見！こんなめまいに要注

意」．テレビ大阪「健康手帳」，大阪

54.久徳茂雄，稲垣隆介，岩瀬正顕，辻 裕之，山

内康雄，河本圭司，大谷一弘，笠井千尋，奥

野涼子（2008）頭蓋底外科に関わる3つのチー

ム医療に参加して－頭蓋底外科における形成

外科医の使命－．第 20回記念日本頭蓋底外科

学会，東京

55. Izumikawa M and  Raphael Y (2008) Forced

expression of Atoh1 gene in mammalian cochlea

感覚器再生研究最前線－内耳有毛細胞・神経

再生－．第 31回日本神経科学大会，東京（東

京国際フォーラム）

56.宝谷剛志，Stefan Trifonov，濱田聡子，加瀬政

彦，杉本哲夫（2008）マウス線条体 lateral zone

にGAD1 mRNA発現ニューロンが集中する．第

31回日本神経科学大会，東京

57.榎本雅夫，硲田猛真，中原　啓，福辻賢治，芝

埜　彰，池田浩己，山西美映（2008）スギ花

粉症に対する第 2世代抗ヒスタミン役の臨床

効果の検討．第20回春季臨床アレルギー学会，

東京

58.近野哲史，永田基樹，井上俊哉，湯川尚哉，小

椋　学，藤澤琢郎，竹村博一（2008）3年後に

原発部位が硬口蓋と判明した原発不明癌の 1

例．第305回日耳鼻大阪地方会，大阪

59.池上智子，泉川雅彦，土井　直，岡崎はるか，

宮本　真，古川昌幸（2008）めまいと急性感

音難聴で発症後，顔面神経麻痺が出現した小

脳梗塞の例．第305回日耳鼻大阪地方会，大阪

60.井上俊哉，永田基樹，湯川尚哉，小椋　学，藤

澤琢郎，宮本　真，近野哲史，岩井　大，山

下敏夫，辻　裕之（2008）進行下咽頭癌にお

ける術前化学放射線療法に対する病理学的効

果の検討．第32回日本頭頸部癌学会，東京

61.藤澤琢郎，永田基樹，井上俊哉，湯川尚哉，小

椋　学，八木正夫，宮本　真，近野哲史，辻

裕之，山下敏夫（2008）嗅神経芽細胞7症例の

検討．第32回日本頭頸部癌学会，東京

62.八木正夫，永田基樹，湯川尚哉，井上俊哉，小

椋　学，藤澤琢郎，岩井　大，中川浩伸，近

野哲史，宮本　真，竹村博一，山下敏夫（2008）

過去 10年間における耳下腺癌症例の検討．第

32回日本頭頸部癌学会，東京

63.宮本　真，小椋　学，池上智子，阪上智史，山

下敏夫（2008）喉頭気管分離術後に著明な呑

気症をきたした1症例．第70回耳鼻咽喉科臨床

学会総会・学術講演会，長崎

64.池上智子，泉川雅彦，土井　直，岡崎はるか，

宮本　真，古川昌幸（2008）めまいと急性感

音難聴で発症した後に顔面神経麻痺が出現し

た小脳梗塞の2症例．第70回耳鼻咽喉科臨床学

会総会・学術講演会，長崎

65.朝子幹也，高田洋平，河本光平，岡崎はるか，

古川昌幸（2008）当科における鼻副鼻腔

Inverted Papilloma症例の検討．第 70回耳鼻咽

喉科臨床学会総会・学術講演会，長崎

66.井上俊哉（2008）上側壁型中咽頭癌切除後再

建の長期的成績の検討．第 90回日本形成外科

学会関西支部学術集会，奈良

67.朝子幹也（2008）大学病院からみた短期滞在

手術．第5回耳鼻咽喉科短期滞在手術研究会

68.友田幸一，村田英之，石　政寛，山下樹里

（2008）ハイパーミラーを用いた鼻科内視鏡手

術の遠隔スキルトレーニングシステム．日本

外科系連合学会，千葉

69.井上俊哉，辻　裕之，南　豊彦，山下敏夫

（2008）当科における遊離移植の検討．第 109

回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会，大阪

70.榎本雅夫，硲田猛真，中原　啓，福辻賢治，山
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西美映，池田浩己，芝埜　彰（2008）花粉暴

露室を使用した第 2世代抗ヒスタミン役のス

ギ花粉症に対する臨床効果の検討．第109回日

本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会，大阪

71.岡崎はるか，八木正夫，湯川尚哉，近野哲史，

宮本　真，藤澤琢郎，井上俊哉，山下敏夫

（2008）内視鏡的静脈瘤結紮術後食道穿孔・動

脈性出血及び反回神経麻痺を認めた一例．第

109回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会，

大阪

72.宮澤　徹，泉川雅彦，友田幸一，Raphael Y

（2008）正常および障害モデル聴上皮における

アデノウイルスを介した遺伝子発現パター

ン．第109回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講

演会，大阪

73.近野哲史，永田基樹，湯川尚哉，八木正夫，藤

澤琢郎，宮本　真，井上俊哉，山下敏夫（2008）

当科における顎下腺癌の臨床検討．第109回日

本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会，大阪

74.坂口麻理子，岩井　大，馬場　奨，李　進隆，

山下敏夫（2008）加齢性聴覚機能における全

身免疫の関与の検討．第109回日本耳鼻咽喉科

学会総会・学術講演会，大阪

75.柴田清児ブルース，河本光平，泉川雅彦，八

木正夫，朝子幹也，山下敏夫（2008）Bovine

adeno associated virusによるモルモット蝸牛内

遺伝子導入．第 109回日本耳鼻咽喉科学会総

会・学術講演会，大阪

76.宗本由美，久保伸夫，清水順一，山下敏夫

（2008）当科で経験したPFAPA症候群の1例－

病態・診断を中心に－．第109回日本耳鼻咽喉

科学会総会・学術講演会，大阪

77.小西将矢，河本光平，泉川雅彦，栗山博道，山

下敏夫（2008）AAVによる内耳への遺伝子導

入の検討．第109回日本耳鼻咽喉科学会総会・

学術講演会，大阪

78.清水順一，宗本由美，久保伸夫，山下敏夫

（2008）消化器由来と思われる口鼻臭症患者に

対する呼気中水素濃度の経時的自己測定．第

109回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会，

大阪

79.泉川雅彦（2008）遺伝子導入法（内耳再生と

聴覚回復） シンポジウム 1「内耳疾患の治療を

めざして―基礎研究の最前線」．第 109回日本

耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会，大阪

80.大岡久司，神田靖士，西山利正，山下敏夫

（2008）聴覚伝導路における組織幹細胞の同

定．第109回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講

演会，大阪

81.池田浩己，竹田浩子，藤澤琢郎，圓藤洋子，榎

本雅夫，山下敏夫（2008）耳鼻咽喉科アレル

ギー外来におけるシックハウス症候群・化学

物質過敏症の現状．第109回日本耳鼻咽喉科学

会総会・学術講演会，大阪

82.中原　啓，硲田猛真，嶽良博，芝埜　彰，池

田浩己，福辻賢治，山西美映，北野博也，榎

本雅夫（2008）中耳両側同時手術例の利点に

ついて．第109回日本耳鼻咽喉科学会総会・学

術講演会，大阪

83.中出多子，岩井　大，金子敏彦，河本光平，泉

川雅彦，北尻雅則，山下敏夫（2008）喉頭原

発の混合型小細胞癌の1例．第109回日本耳鼻

咽喉科学会総会・学術講演会，大阪

84.朝子幹也，古川昌幸，山下敏夫（2008）当科

における鼻副鼻腔内視鏡手術術後成績－前頭

洞病変を中心に．第109回日本耳鼻咽喉科学会

総会・学術講演会，大阪

85.土井　直，古川昌幸，泉川雅彦，宗本由美，金
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救急医学科

出血性ショックにおける高張食塩液蘇生の臓器障害防御効果とアポトーシス発現に関する実験的研究

1）出血性ショックにおける高張食塩液の免疫賦活作用に関する研究

―アポトーシスと iNOSの関連について―

出血性ショック後の蘇生に成功しても，その後にARDS（急性呼吸窮迫症候群）やMOF（多臓器不全）

が発生し，死亡する症例がしばしば見られる．これには，出血性ショック後の免疫抑制状態が深く関与

していると考えられ，高張食塩液の抗アポトーシス作用が免疫抑制状態を回復または回避するメカニズ
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ムの解明を行い，治療に役立てることを目標とする．

高張食塩液蘇生が免疫担当臓器の胸腺および脾臓のCD4+CD25+制御性T細胞とγδT細胞にどの程度影

響を及ぼし，また iNOSとアポトーシスが関与しているかを検討している．wild typeとしてのC57BL6/Jマ

ウスと iNOSノックアウトマウス（B6.129P2（NOS2））を用いた．全身麻酔下に左大腿動脈にPE10のカ

テーテルを挿入し，ヘパリン100 U/Kgを投与後脱血し血圧を40±5 mmHgに60分保つ．蘇生液として4 ml/

Kgの7.5%NaClとSB（Shed blood：脱血血液）；HS群と脱血血液の2倍量のラクテートリンゲル液と脱血

血液；2LR 群を作製し，無処置の Control群と HS 群と 2LR群の蘇生後 2 h, 6 h, 24 h, 48 h の時点での

CD4+CD25+制御性T細胞とγδT細胞の脾臓及び胸腺での蘇生後の変化をフローサイトメトリーを用いて

検討している．出血性ショックはCD4+CD25+制御性T細胞，γδT細胞を介する免疫抑制に影響を及ぼし，

iNOSが関与していると考えている．

2）出血性ショックにおける高張食塩液蘇生の臓器障害防御効果をアポトーシスと iNOSとの関連につい

て，肺障害，小腸障害の程度を判定し，それらがどの程度関与しているかを測定する．

3）上記に基づいて，臨床研究に入るべく，倫理委員会に申請中である．

臨床研究

1）急性期脊髄損傷に対する培養自家骨髄間質細胞移植による脊髄再生治療の検討　第Ⅰ–Ⅱ相臨床試験

　急性期脊髄損傷患者を対象にした培養自家骨髄間質細胞移植による脊髄再生治療の臨床効果および安

全性を評価する．

脊髄損傷重症例では，生涯を対麻痺のために車椅子で，あるいは四肢麻痺のためにベッド上での生活

が強いられる．さらに呼吸筋麻痺のために人工呼吸器すら外せない場合もある．平成13年6月1日に厚生

労働省がおこなった調査において，18歳以上の脊髄損傷患者は約 10万人で毎年 5,000人の患者が発生し

ている．脊髄損傷患者の多くは介護を必要とするため，その治療法の発展は，当事者のQOLや社会参加

を大きく向上させるだけでなく，介護の社会的コストを大きく削減することに繋がるものと考えられる．

従来，何らかの外傷により損傷を受けた中枢神経組織は再生せず，その機能回復は不可能とされてき

た．急性期にはその損傷の程度をできるだけ小範囲にとどめるためメチルプレドニゾロンが投与されて

いる．また，慢性期にはその残存した神経機能をできるだけ引き出すリハビリテーションが行われてい

る．

新しい治療法の可能性として，最近，骨髄間質細胞を移植することによって中枢神経の損傷部を修復

させようとする試みが報告された．共同で研究を行う京都大学の研究グループもラットから採取した骨

髄から間質細胞を分離培養し，胸髄 Th 8-9レベルに挫滅損傷を加えた別のラットへ移植する実験を行っ

てきた．損傷後急性期に損傷部へ直接移植を行った群で歩行運動の著明な改善を認めた．しかし，ヒト

への応用を考えた場合には，脊髄の実質内に細胞を注入するのは危険性が高く，注入操作そのものによ

り新たな損傷が発生する可能性がある．一つの解決案として，細胞を脳脊髄液中に投与することが考え

られる．ラット骨髄間質細胞を第四脳室内に投与する実験で，移植した群では神経学的な回復が認めら

れており，組織学的にも脊髄損傷の程度が軽く損傷部位の空洞の形成が少ない結果が認められた．この

回復は移植細胞からの活性物質によるものと考えられるが，その詳細は未だ不明である．移植された細

胞は，初期には損傷部位内部に認められるが，1か月以上生存する細胞はごく少数しか存在せず，移植さ

れた細胞が長期間生着することが神経機能の回復にとって必須でないことが示唆される．また，移植さ

れた細胞は初期には脊髄の表面に広く分布していたが，それは時間とともに減少傾向にあったので，ES

細胞移植時に問題となっているような腫瘍化などの危険性もほとんど考えられない．

骨髄間質細胞移植以外の脊髄損傷治療として諸外国においても細胞治療の開発が行われている．脳由

来神経幹細胞を用いた治療法については，動物実験で，移植細胞が神経系の細胞に分化したという報告

がある．臨床的な利用を考えると，本人からの中枢神経由来の幹細胞の採取は現実的には難しい．また

中絶ヒト胎児由来の幹細胞や胚性幹細胞（ES cell）を利用する場合には，倫理的な問題や拒絶反応の問
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題は避けられず，免疫抑制薬が必要となれば二次的な副作用も生じうる．またウィルス，プリオン等の

感染の危険性もある．また，患者自身のマクロファージを培養し活性化してから骨髄損傷部へ直接移植

する方法や，鼻粘膜より採取し培養した嗅球の神経細胞を取り巻くグリア細胞（OEG）を骨髄損傷部へ

直接移植する方法が，実際にヒトへの臨床応用として行われている．これらの治療法はまだ実験段階で

あり，有効性および安全性が検証されたものではない．加えて，これらの細胞の移植には，損傷部位の

脊椎の椎弓切除を行って損傷部の脊髄実質内に直接，細胞を注入する方法が不可欠である．

一方，今回われわれが提案する骨髄間質細胞の移植は，“脳脊髄液中への培養細胞の投与が有効であ

る”というこれまで京都大学の研究グループで行ってきた研究結果をふまえて，通常の腰椎穿刺の手技

を使って脳脊髄液中に細胞を投与するため，諸外国で行われている臨床実験と比較しても，患者への侵

襲が少なく，より危険性の少ない優れた方法であると考えている．

臨床応用に向けて，脊損ラットでの効果確認と健常サルでの安全試験は行ったものの，ヒトでの安全

試験や当然ながら効果は未確認であることなどの倫理的な問題などを注意深く検討し，患者団体とも接

触して膨大な計画書を作成してきた．倫理委員会の承認が2005年7月1日に得られたことから，患者団体

への説明会などを経て，すでに臨床試験を開始している．

本方法による脊髄再生治療の試みは，世界初の方法であるが，これまでに5例に対して実施した．現在

のところ著効3名無効2名である．特に第2症例においては，細胞移植後，急激な改善を示し，全く動き

の見られなかった下肢が，二ヶ月で歩行可能なまでに回復している．全症例ともに安全性には全く問題

が見られていない．今後も症例を重ねて医療として定着させたい．
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野典宏，西村泰典，高橋伯夫（2008）電子カ

ルテシステムアクセス履歴からみたクリニカ

ルクラークシップ評価の試み．医療情報学
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けるクリニカルパス運用その後と職員アン

ケート結果からみた課題．第 28回医療情報学

連合大会（第9回日本医療情報学会学術大会），

横浜

11.廣田美喜子，安田照美，夜野敏明，西野典宏，

西村泰典，仲野俊成，今村洋二（2008）看護

師の病院情報トラブルコール分析と継続教育

の必要性．第28回医療情報学連合大会（第9回

日本医療情報学会学術大会），横浜

12.石原久美子，北村　臣，夜野敏明，西野典宏，

廣田美喜子，西村泰典，仲野俊成，今村洋二

（2008）パネルディスカッション「診療情報管

理士教育の現状と将来」当院での診療情報管

理士の新人現場教育について．第 94回近畿病

歴管理セミナー，枚方

13.仲野俊成（2008）施設紹介「関西医科大学附

属枚方病院　病院情報システムの紹介」．第94

回近畿病歴管理セミナー，枚方

14.北村　臣（2008）近畿病歴管理セミナープロ

ジェクト 1-A胃がん（060020XX0200XX）．第

93回近畿病歴管理セミナー，大阪

15.廣原淳子，仲野俊成，大西三朗（2008）ワー

クショップ3:多臓器病変を呈する消化器疾患 :

合併する自己免疫疾患別にみた原発性胆汁性

肝硬変（PBC）の病態の相違―PBC全国調査

結果から―．第 94回日本消化器病学会総会，

福岡

16.仲野俊成（2008）医療情報システム系　第1章

総論．日本医療情報学会　医療情報技師育成

事業　2008年度講習会，東京，西宮

17.竹花一哉，奥　真也，神宮司公二，巽　光朗，

宮内　勉，河邉譲二，對間博之，渡邊　淳，澤

田　敏，岩坂壽二（2008）5大学病院核医学部

門の業務分析によるIHE-J等標準化技術適合度

の再検討　保存データの範囲と態様．第 67回

日本医学放射線学会学術集会，横浜

18.星野勝一，段原直行，成田基良，鈴木　亮，住

本貴美，森　茂生，田橋賢也，若松隆宏，仲

野俊成，岡崎和一（2008）術前化学療法によ

り病理学的にCRを確認した stage IV進行胃癌

の 1例．第 88回日本消化器病学会近畿支部例

会，大阪

19.廣原淳子，仲野俊成，関　寿人，岡崎和一

（2008）原発性胆汁性肝硬変全国調査第 28報．

厚生労働科学研究費補助金　難治性疾患克服

研究事業「難治性の肝・胆道疾患に関する調

査研究」平成19年度第2回総会，東京

20.廣田美喜子（2008）個人PCのウイルス対策の

現状調査．第34回日本看護研究学会，神戸

21.北村　臣，石原久美子，西村泰典，里井壮平，

宮崎浩彰，仲野俊成（2008）ワークショップ2

医療従事者の業務分担と職域拡大　電子カル

テシステムにおけるクリニカルパス管理とそ

の運用―診療情報管理士と医療情報技師によ

る医師・看護師のパス業務負担軽減の試み―．

第9回日本クリニカルパス学会，大宮

著　書

1. 廣原淳子，仲野俊成，関　寿人，岡崎和一

（2008）原発性胆汁性肝硬変．わかりやすい内

科学　第 3版（井村裕夫，大井元晴，尾崎承

一，笹田昌孝，中井義勝，福田善弘，福山秀

直，藤田正俊，武曾惠理編）645–649頁，文光

堂，東京

2. 仲野俊成（2008）医療情報サブノート（松村

泰志編）医療情報システム編．253–281頁，篠

原出版新社，東京

3. 仲野俊成（2008）解説　医療情報技師能力検

定試験問題．篠原出版新社，東京

4. 廣原淳子，仲野俊成，関　寿人，岡崎和一

（2008）原発性胆汁性肝硬変全国調査（第 28

報）．厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患

克服研究事業）難治性の肝・胆道疾患に関す

る調査研究　平成 19年度　総括・分担研究報

告書　33–40頁，厚生労働科学研究費補助金

（難治性疾患克服研究事業）難治性の肝・胆道

疾患に関する調査研究班，東京

5. 仲野俊成（2008）医療情報システム編．日本
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医療情報学会　医療情報技師育成事業　2008

年度講習会　DVD　セッション1，医療情報技

師育成部会，東京

大学学術部

原　著

1. 仲野俊成，渡辺　淳，竹花一哉，小山武彦，佐

藤恵一，平井正明，堀井俊洋，今村洋二（2008）

電子カルテと波形情報の連携：院内連携から

MFER を用いた施設間連携へ．医療情報学

28(Suppl.): 539–542

2. 渡辺　淳，仲野俊成，新貝欣久，竹花一哉，小

山武彦，平井正明，大澤康弘，高橋伯夫（2008）

医用波形標準化記述規約（MFER）を用いた12

誘導心電図の医療施設間相互参照．医療情報

学　28(Suppl.): 535–538

3. 竹花一哉，岩坂潤二，小山武彦，平井正明，木

村　穣，仲野俊成，岩坂壽二，渡辺　淳（2008）

医用波形標準化記述規約（MFER）を用いた循

環器疾患診断シナリオ／ユースケースに関す

る検討．医療情報学　28(Suppl.): 1214–1217

4. 渡辺　淳，仲野俊成，松本掲典，宮田康央，小

山武彦，平井正明，河野　努，田中雅人，大

澤康弘，今村洋二（2008）医用波形標準化記

述規約（MFER）を用いた医療施設間波形情報

相互参照システムの構築．医療情報学

28(Suppl.): 1208–1213

5. 仲野俊成，渡辺　淳，松本掲典，新貝欣久，宮

田康央，竹花一哉，小山武彦，佐藤恵一，高

橋伯夫（2008）MFERを用いた遠隔診断にお

けるセキュリティおよびデータ追跡性の検

討．医療情報学　28(Suppl.): 1204–1207

学会発表

1. 竹花一哉，岩坂潤二，小山武彦，平井正明，木

村　穣，仲野俊成，岩坂壽二，渡辺　淳（2008）

医用波形標準化記述規約（MFER）を用いた循

環器疾患診断シナリオ／ユースケースに関す

る検討．第28回医療情報学連合大会（第9回日

本医療情報学会学術大会），横浜

2. 仲野俊成，渡辺　淳，松本掲典，新貝欣久，宮

田康央，竹花一哉，小山武彦，佐藤恵一，高

橋伯夫（2008）MFERを用いた遠隔診断にお

けるセキュリティおよびデータ追跡性の検

討．第28回医療情報学連合大会（第9回日本医

療情報学会学術大会），横浜

3. 仲野俊成，渡辺　淳，竹花一哉，小山武彦，佐

藤恵一，平井正明，堀井俊洋，今村洋二（2008）

電子カルテと波形情報の連携：院内連携から

MFERを用いた施設間連携へ．第 28回医療情

報学連合大会（第9回日本医療情報学会学術大

会），横浜

4. 渡辺　淳，仲野俊成，松本掲典，宮田康央，小

山武彦，平井正明，河野　努，田中雅人，大

澤康弘，今村洋二（2008）医用波形標準化記

述規約（MFER）を用いた医療施設間波形情報

相互参照システムの構築．第 28回医療情報学

連合大会（第9回日本医療情報学会学術大会），

横浜

5. 渡辺　淳，仲野俊成，新貝欣久，竹花一哉，小

山武彦，平井正明，大澤康弘，高橋伯夫（2008）

医用波形標準化記述規約 (MFER)を用いた 12

誘導心電図の医療施設間相互参照．第 28回医

療情報学連合大会（第9回日本医療情報学会学

術大会），横浜

大学業務部

原　著

1. 畑森浩孝，仲野俊成，渡辺　淳，夜野敏明，西

野典宏，西村泰典，高橋伯夫（2008）電子カ

ルテシステムアクセス履歴からみたクリニカ

ルクラークシップ評価の試み．医療情報学

28(Suppl.): 414–417
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学会発表

1. 畑森浩孝，仲野俊成，渡辺　淳，夜野敏明，西

野典宏，西村泰典，高橋伯夫（2008）電子カ

ルテシステムアクセス履歴からみたクリニカ

ルクラークシップ評価の試み．第 28回医療情

報学連合大会（第9回日本医療情報学会学術大

会），横浜

医療安全管理

原　著

1. 北村　臣，石原久美子，夜野敏明，西野典宏，

廣田美喜子，西村泰典，宮崎浩彰，仲野俊成，

今村洋二（2008）電子カルテシステム下にお

けるクリニカルパス運用その後と職員アン

ケート結果からみた課題．医療情報学

28(Suppl.): 549–551

2. 仲野俊成，鶴見由美子，宮崎浩彰，今村洋二

（2008）オーガナイズドセッション2「処方オー

ダ」処方オーダエントリーシステムのあるべ

き姿勢．医療情報学　28(Suppl.): 241–244

総　説

1. 里井壯平，柳本泰明，豊川秀吉，道浦　拓，宮

崎浩彰，北出浩章，松井陽一，山本智久，山

尾　順，金　成泰，廣岡　智，權　雅憲（2008）

【癌治療クリニカルパス Update】膵臓癌手術．

外科治療　99(1): 40–47

学会発表

1. 仲野俊成，鶴見由美子，宮崎浩彰，今村洋二

（2008）オーガナイズドセッション2「処方オー

ダ」処方オーダエントリーシステムのあるべ

き姿勢．第28回医療情報学連合大会（第9回日

本医療情報学会学術大会），横浜

2. 宮崎浩彰，和西晃寛，石原久美子，北村　臣，

廣田美喜子，西村泰典，里井壯平，仲野俊成，

神崎秀陽（2008）紙パスと電子パスが関係す

るインシデント報告に関する検討．第9回日本

クリニカルパス学会学術集会，大宮

3. 北村　臣，石原久美子，西村泰典，里井壮平，

宮崎浩彰，仲野俊成（2008）ワークショップ2

医療従事者の業務分担と職域拡大　電子カル

テシステムにおけるクリニカルパス管理とそ

の運用―診療情報管理士と医療情報技師によ

る医師・看護師のパス業務負担軽減の試み―．

第9回日本クリニカルパス学会，大宮

枚方　総合診療科

原　著

1. Uchiyama-Tanaka Y, Mori Y, Kosaki A, Kimura

T, Moriishi M, Kawanishi H and Matsubara H

(2008) Plasma S100A12 concentrations in perito-

neal dialysis patients and subclinical chronic

inflammatory disease. Ther Apher Dial 12(1):

28–32

症例報告

1. 鈴木聡史，北澤康秀，岸本真房，富野敦稔，山

本　透，田中夏貴，河本　泉，今村正之（2008）

重篤な水様性下痢にて救急外来を受診した膵

VIP産生腫瘍の 1例．日臨救急医会誌　11(6):

480–485

学会発表

1. 長谷川隆正，小崎篤志，城　聡一，城ひろみ，

野村恵巳子，田代香織，浮田千津子，豊田長

興，西川光重，岩坂壽二（2008）慢性C型肝炎

に対して INFα-2bとリバビリン併用療法中に

自己免疫性1型糖尿病を発症した1例．第51回

日本糖尿病学会年次学術集会，東京

2. 田代香織，小崎篤志，真鍋憲市，野村恵巳子，

城ひろみ，城　聡一，長谷川隆正，豊田長興，

浮田千津子，西川光重，岩坂壽二（2008）糖

尿病性早期腎症の評価への肝型脂肪酸結合蛋

白（L-FABP）の有用性について．第51回日本

糖尿病学会年次学術集会，東京

3. 田嶋佐和子，福田正子，小崎篤志，木村　穣，
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浦上昌也，岩坂壽二，西川光重（2008）腹囲

の減少およびHOMAの改善の及ぼす食品群別

摂取量の影響～肥満外来における FFQの結果

による検討～．第 51回日本糖尿病学会年次学

術集会，東京

4. 豊田長興，野村恵巳子，浮田千津子，田代香

織，城　聡一，城ひろみ，長谷川隆正，小崎

篤志，岩坂壽二，西川光重（2008）甲状腺機

能悪化に伴う血糖コントロール悪化に際しイ

ンスリン必要量が1.5倍増加したバセドウ病合

併緩除進行1型糖尿病に1例．第51回日本糖尿

病学会年次学術集会，東京

5. 野村恵巳子，豊田長興，城　聡一，城ひろみ，

田代香織，長谷川隆正，浮田千津子，小崎篤

志，西川光重，岩坂壽二（2008）白色脂肪に

発現する甲状腺ホルモン活性化酵素に関する

検討．第 51回日本糖尿病学会年次学術集会，

東京

枚方　輸血部

原　著

1. Furuta RA, Kondo Y, Saito T, Tomita M, Oka K,

Kishimoto Y, Tani Y and Shibata T (2008) Trans-

fusions of red blood cells from an occult hepatitis

B virus carrier without apparent signs of transfu-

sion-transmitted hepatitis B infection. Transfus

Med 18(6): 379–381

学会発表

1. 平井雅美，小宮山豊，寺内里恵，大倉ひろ枝，

中西孝尚，森眞一郎，田嶋健一郎，岸本裕司，

福原資郎，吉賀正亨，植村芳子，伊藤量基，尼

川龍一，高橋伯夫（2008）骨髄異形成症候群

の臍帯血移植後に発症した TMA における

ADAMTS13活性と破砕赤血球．第51回日本臨

床検査医学会近畿支部総会，神戸

枚方　医療情報部

原　著

1. 廣田美喜子，安田照美，夜野敏明，西野典宏，

西村泰典，仲野俊成，今村洋二（2008）看護

師の病院情報トラブルコール分析と継続教育

の必要性．医療情報学　28(Suppl.): 590–592

2. 北村　臣，石原久美子，夜野敏明，西野典宏，

廣田美喜子，西村泰典，宮崎浩彰，仲野俊成，

今村洋二（2008）電子カルテシステム下にお

けるクリニカルパス運用その後と職員アン

ケート結果からみた課題．医療情報学

28(Suppl.): 549–551

3. 石原久美子，北村　臣，夜野敏明，西野典宏，

廣田美喜子，西村泰典，中村竜也，仲野俊成，

今村洋二（2008）DWHを活用した抗菌薬適正

使用情報抽出の試み．医療情報学　28(Suppl.):

450–452

4. 西野典宏，仲野俊成，北村　臣，夜野敏明，西

村泰典，今村洋二（2008）重症部門システム

と電子カルテシステムの処置連携導入による

効果．医療情報学　28(Suppl.): 386–388

5. 仲野俊成，鶴見由美子，宮崎浩彰，今村洋二

（2008）オーガナイズドセッション2「処方オー

ダ」処方オーダエントリーシステムのあるべ

き姿勢．医療情報学　28(Suppl.): 241–244

6. 廣田美喜子（2008）記録リンク委員の役割行

動と病棟巡回監査の評価．看護きろくと看護

過程　18(5): 56–59

総　説

1. 廣田美喜子（2008）電子カルテの活用・定着

のための教育とその実際（前編）．看護きろく

と看護過程　18(3): 113–118

2. 廣田美喜子（2008）電子カルテの活用・定着

のための教育とその実際（後編）．看護きろく

と看護過程　18(4): 55–62

学会発表

1. 西野典宏，仲野俊成，北村　臣，夜野敏明，西
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村泰典，今村洋二（2008）重症部門システム

と電子カルテシステムの処置連携導入による

効果．第28回医療情報学連合大会（第9回日本

医療情報学会学術大会），横浜

2. 石原久美子，北村　臣，夜野敏明，西野典宏，

廣田美喜子，西村泰典，中村竜也，仲野俊成，

今村洋二（2008）DWHを活用した抗菌薬適正

使用情報抽出の試み．第 28回医療情報学連合

大会（第9回日本医療情報学会学術大会），横浜

3. 北村　臣，石原久美子，夜野敏明，西野典宏，

廣田美喜子，西村泰典，宮崎浩彰，仲野俊成，

今村洋二（2008）電子カルテシステム下にお

けるクリニカルパス運用その後と職員アン

ケート結果からみた課題．第 28回医療情報学

連合大会（第9回日本医療情報学会学術大会），

横浜

4. 廣田美喜子，安田照美，夜野敏明，西野典宏，

西村泰典，仲野俊成，今村洋二（2008）看護

師の病院情報トラブルコール分析と継続教育

の必要性．第28回医療情報学連合大会（第9回

日本医療情報学会学術大会），横浜

5. 石原久美子，北村　臣，夜野敏明，西野典宏，

廣田美喜子，西村泰典，仲野俊成，今村洋二

（2008）パネルディスカッション「診療情報管

理士教育の現状と将来」当院での診療情報管

理士の新人現場教育について．第 94回近畿病

歴管理セミナー，枚方

6. 北村　臣（2008）近畿病歴管理セミナープロ

ジェクト 1-A胃がん（060020XX0200XX）．第

93回近畿病歴管理セミナー，大阪

7. 廣田美喜子（2008）個人PCのウイルス対策の

現状調査．第34回日本看護研究学会，神戸

8. 北村　臣，石原久美子，西村泰典，里井壮平，

宮崎浩彰，仲野俊成（2008）ワークショップ2

医療従事者の業務分担と職域拡大　電子カル

テシステムにおけるクリニカルパス管理とそ

の運用―診療情報管理士と医療情報技師によ

る医師・看護師のパス業務負担軽減の試み―．

第9回日本クリニカルパス学会，大宮

枚方　健康科学センター

原　著

1. 竹花一哉，岩坂潤二，小山武彦，平井正明，木

村　穣，仲野俊成，岩坂壽二，渡辺　淳（2008）

医用波形標準化記述規約 (MFER)を用いた循

環器疾患診断シナリオ／ユースケースに関す

る検討．医療情報学　28(Suppl.): 1214–1217

2. 高尾奈那，上田加奈子，堤　博美，宮内拓史，

中山英恵，田嶋佐和子，斎藤　瞳，木村　穣，

岩坂壽二，斎藤　瞳（2008）肥満減量時のイ

ンスリン抵抗性の改善度に及ぼす体組成の影

響―DEXA 法での検討―．心臓リハ　13(2):

374–376

3. 木村　穣（2008）特定健診•特定保健指導で行

動変容を成功させる運動•身体活動を増やす．

糖尿診療マスター　6(1): 63–66

4. 佐藤由起子，田嶋佐和子，木村　穣（2008）特

定保健指導の試行的実施―行動科学 •性格特

性，自動記録システム効果の検討―．日遠隔

医療会誌　4(2): 365–368

5. 山中　裕，三宅眞理，仁木　稔，西山利正，田

嶋佐和子，日根かがり，木下藤寿，高橋伸佳，

木村　穣（2008）ヘルスツーリズム「行動変

容型旅行」における旅行後の ITによる遠隔セ

ルフモニタリングと支援の効果．日遠隔医療

会誌　4(2): 348–350

6. 高尾奈那，木村　穣，上田加奈子，堤　博美，

宮内拓史，中山英恵，田嶋佐和子，齋藤　瞳，

岩坂壽二（2008）肥満減量時のインスリン抵

抗性の改善度に及ぼす体組成の影響―DEXA

法での検討―．日本心臓リハビリテーション

学会誌　13(2): 374–376

7. 木村　穣（2008）生活習慣病対策における新

しいアプローチ　総論．臨スポーツ医　25(2):

97–101

8. 木村　穣（2008）生活習慣病対策　保健指導

のための認知行動療法セミナー：第1回　基礎

編　保健指導のための認知行動療法．臨ス

ポーツ医　25(10): 1201–1207
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総　説

1. 田嶋佐和子，木村　穣（2008）【スポーツと機

能性食品】生活習慣病予防のための運動に対

する栄養学的配慮．Funct Food 2(3): 288–294

2. 木村　穣（2008）呼吸・循環障害のリハビリ

テーション】心臓リハビリテーションに必要

な各種療法　定義とエビデンス　心臓リハビ

リテーションの安全性確保と緊急時の対応．J

Clin Rehabil（別冊呼吸・循環障害のリハビリ

テーション）: 249–252

3. 木村　穣（2008）【地域医療連携実践ガイド

ブック　医療連携の地域モデルを疾患別に厳

選して収載！】循環器領域　関西メディカル

フィットネスネットワーク．治療　90（3月増

刊号）: 1020–1026

4. 木村　穣（2008）【疾患のある人の運動】高血

圧由来の脳卒中予防　運動の効果．体育の科

学　58(8): 536–543

5. 木村　穰（2008）【運動と動脈硬化予防】高血

圧における運動療法．動脈硬化予防　7(2): 9–

15

学会発表

1. 竹花一哉，岩坂潤二，小山武彦，平井正明，木

村　穣，仲野俊成，岩坂壽二，渡辺　淳（2008）

医用波形標準化記述規約（MFER）を用いた循

環器疾患診断シナリオ／ユースケースに関す

る検討．第28回医療情報学連合大会（第9回日

本医療情報学会学術大会），横浜

2. 堤　博美，木村　穣，上田加奈子，高尾奈那，

橋本朋子，岩坂壽二（2008）形態、強度の異

なる運動が血管スティフネスに及ぼす急性効

果の検討．第 19回日本臨床スポーツ医学会，

千葉

3. 木村　譲，宮内拓央，田嶋佐和子，高尾奈那，

中山英恵，大倉ひろ枝，高橋伯夫（2008）高

分子量アディポネクチンによる運動時脂肪燃

焼効果の検討．第29回日本肥満学会学会，大阪

4. 岡下さやか，木村　穣，岩坂壽二，上田加奈

子，宮内拓史，高尾奈那，中山英恵，柳田優

子，堤　博美（2008）レジスタンストレーニ

ングの運動処方による効果―油圧式マシンで

の検討―．第 14回日本心臓リハビリテーショ

ン学会，大阪

5. 中山英恵，木村　穣，岩坂壽二，佐野睦夫，平

尾　淳，家村眞理子，堤　博美（2008）冠危

険因子としての骨格筋内脂肪評価の検討．第

14回日本心臓リハビリテーション学会，大阪

6. 岡下さやか，木村　穣，柳田優子，中山刃英

恵，高尾奈那，宮内拓史，上田加奈子，堤

博美，岩坂壽二（2008）心臓再同期療法（CRT）

にて運動負荷時換気応答異常（Oscillation）が

著名に改善した1例．臨床運動療法研究会，埼

玉県所沢

7. 柳田優子，木村　穣，岡下さやか，中山英恵，

高尾奈那，堤　博美，宮内拓史，上田加奈子，

岩坂壽二（2008）ウォーキングチェックシー

トによる歩行指導効果の検討．臨床運動療法

研究会，埼玉県所沢

8. 中山英恵，堤　博美，木村　穣，江草　豪，山

本浩司（2008）高気圧酸素療法による脂肪燃

焼効果の検討．第 18回関西臨床スポーツ医・

科学研究会，大阪

9. 堤　博美，木村　穣，上田加奈子，高尾奈那，

宮内拓史，田嶋佐和子（2008）体力指標から

みた若年者でのインスリン抵抗性の検討．第

22回日本体力医学会近畿地方会，大阪

男山　内科

総　説

1. 塚口裕康，北村明子（2008）ネフローゼ症候

群：最新の知見　ネフローゼ症候群責任遺伝

子の探索．腎と透析　64(6): 887–901

2. 小糸仁史（2008）【肺動脈性肺高血圧症　基礎

研究と臨床の進歩】検査・診断法の進歩　確

定診断　画像検査診断　CT/MRI 検査．日臨

66(11): 2114–2123



174 関西医大誌　第 61巻

男山　小児科

症例報告

1. 端　里香，中村彰利，杉本健郎，野田幸弘，金

子一成（2008）11年間経過観察を行い得た亜

急性硬化性全脳炎の 1例　経時的脳波変化の

検討．臨脳波　50(3): 184–189

男山　外科

総　説

1. 里井壯平，柳本泰明，豊川秀吉，道浦　拓，宮

崎浩彰，北出浩章，松井陽一，山本智久，山

尾　順，金　成泰，廣岡　智，權　雅憲（2008）

【癌治療クリニカルパス Update】膵臓癌手術．

外科治療　99(1): 40–47

男山　整形外科

原　著

1. Taniguchi S, Kimura J, Yamada T, Ichikawa H,

Hara M, Fujisawa R, Shimizu H and Tani T

(2008) Effect of motion imagery to counter rest-

induced suppression of F-wave as a measure of

anterior horn cell excitability. Clin Neurophysiol

119(6): 1346–1352

男山　耳鼻科

原　著

1. Arai S, Harada N, Kubo N, Shen J, Nakamura A,

Ikeda H, Tsuji H and Yamashita T (2008) Induc-

tion of inducible nitric oxide synthase and apop-

tosis by LPS and TNF-α in nasal microvascular

endothelial cells. Acta Otolaryngol 128(1): 78–85

2. Guo K, Inaba M, Li M, An J, Cui W, Song C,

Wang J, Cui Y, Sakaguchi Y, Tsuda M, Omae M,

Ando Y, Li Q, Wang X, Feng W and Ikehara S

(2008) Long-Term Donor-Specific Tolerance in

Rat Cardiac Allografts by Intrabone Marrow

Injection of Donor Bone Marrow Cells. Trans-

plantation 85(1): 93–101

3. 今野昭義，久保伸夫（2008）花粉症治療にお

ける第 2世代抗ヒスタミン薬の患者満足度と

受療意識の向上―大規模花粉症患者アンケー

ト調査からみた薬剤選択―．Prog Med 28(9):

2285–2296

4. 久保伸夫（2008）耳鼻咽喉科領域からのレポー

ト　自臭症診療に有用な無臭ガス測定．アポ

ロニア21　(177): 076–079

5. 清水順一，宗本由美，久保伸夫（2008）耳鼻

咽喉科領域における，においガス測定とその

意義　特に，自臭症診療に有用なガス測定器

について．口鼻臭臨研会記録集　(2): 34–38

総　説

1. 久保伸夫（2008）感覚異常疾患における患者

とのコミュニケーション．耳鼻臨床　101(7):

560–561

2. 久保伸夫（2008）【小児耳鼻咽喉科をめぐる最

近の話題】小児耳鼻咽喉科疾患治療の最前線

鼻閉への対応．小児診療　71(10): 1735–1740

3. 久保伸夫（2008）【花粉症の最新情報】花粉症

の治療　外科的療法．日医師会誌　136(10):

1990–1991



関西医科大学雑誌業績目録集記載要領

1．最初に研究概要（4000字以内），続いて，原著・総説・学会発表・著書に分け，これらを英文，邦文の順に

記載する．

2．学会発表は全国規模の学会，または国際学会に限る．

3．雑誌名の省略は，欧文誌は Index Medicusに，和文誌は医学中央雑誌による．その他，下記の例に従う．

4．用紙は A4を使用し，見やすいように行間をあける．

例

原　著

1．Nakagawa H, Kiyozuka Y, Uemura Y, Senzaki H, Shikata N, Hioki K and Tsubura A (2001) Resveratrol inhibits

human breast cancer cell growth and may mitigate the effect of linoleic acid, a potent breast cancer cell stimulator.

J Cancer Res Clin Oncol 127: 258–264

2．楊　継紅，義澤克彦，中川宏之，四方伸明，螺良愛郎（2001）周生期 genistein暴露による ICRマウス乳腺

病変への影響．乳癌基礎研　10: 7–11

総　説

1．螺良愛郎，四方伸明，仙﨑英人，植村芳子（2001）乳腺脂質分泌癌．病理と臨　19: 496–499

学会発表

1．Nambu H, Yamada H, Kiuchi K, Matsumura M, Yoshizawa K and Tsubura A (2001) Light inhibition reduces MNU

— induced photoreceptor apoptosis. ARVO, Fort Lauderdale, Florida

2．仙﨑英人，四方伸明，植村芳子，清塚康彦，上田　惠，螺良愛郎（2001）悪性抹消神経鞘腫を多発した神

経線維腫症 1型の一例．第 90回日本病理学会，東京

著　書

1．Mori K, Shingu K, Nakao S (2000) Brain Death. In Anesthesia 5th ed (Miller, RD ed) Chapter 76: pp 2560–2573,

Churchill Livingstone, Philadelphia

2．安田勝彦，神崎秀陽（2001）子宮内膜の組織学と生理的変化．新女性医学大系　第 1巻（藤井信吾編）103–

121頁，中山書店，東京

平成 20年（2008）年 1月 1日より，同年 12月 31日迄の間に印刷に附せられた業績とするが，それ以前のも

ので先に刊行された業績目録集（関西医科大学雑誌第 60巻第 1号）に記載もれのものも含む．



投　　稿　　規　　定

1．投稿者は原則として会員に限る．ただし原稿の

採否および会員以外の投稿については編集委員に

委任する．

2．原稿の内容は綜説・原著・臨床・症例・経験・

速報・業績抄録・寄稿・その他とし特に紙数を制

限しない．

3．原稿は他の雑誌などに未掲載のものに限る．

4．投稿論文の採否・掲載順位・印刷方法・体裁は

編集委員会において決定する．

5．原著・臨床・症例・経験については必ず欧文抄

録を添付する．その他の原稿についても編集委員

が必要と認めた場合は欧文抄録の提出を依頼する

ことがある．

6．原稿の執筆はつぎの要領に従う．

a．原稿は青または黒で楷書，横書きとし，常用

漢字，新かなづかいを用いる．欧語はすべて活字

体とし，日本語で書く場合にはかたかなを用い

る．

b．ワードプロセッサーを使用する場合は，B5ま

たは A4 の大きさの用紙に字間および行間をあけ

て 20字× 20行で記すこと．

c．論文の記載順序は①表題②著者名③所属④内

容要旨（600字以内）⑤ Key Words（5語以内）⑥

本文（原著の場合は原則として緒言・材料と方

法・成績・考察・結論の順）⑦文献⑧図表および

その説明⑨英文抄録とする．

d．学術用語，諸単位は各学会所定のものに従い，

数字は算用数字，数量の単位は下記による．

　m, cm, mm, l, ml, kg, g, °C, ％など．

e．表・図・写真などは鮮明なものでなければな

らない．その種類別の一連番号を記入する．

　表・図・写真は別紙に記入もしくは貼付し，説

明をつけて本文原稿の最後にまとめる．アート紙

希望のものはその旨記入する．本文の欄外にそれ

らの挿入箇所を指定する．

f．引用文献は最後に一括し，下の順序に従って書

く．

　雑誌については，

　著者名（共著者のある場合は全名を記載する）：

表題，雑誌名（正規の略名）巻数：初頁―終頁，

西暦年次．とする．

例　藤田達士：細胞外液をめぐる諸問題．麻酔，

17：1108–1119，1968．

例　Magoun, H. W.: The ascending reticular

activating system. Res Ass Nerv ment Dis, 30:

480–492, 1951.

　単行本については，

　著者名：表題，書名（編者名），版数，巻数，発

行社名，発行地名，初頁―終頁，西暦年次．とする．

例　木村　淳：神経刺激法と誘発電位．誘発電位

と筋電図―理論と応用，医学書院，東京，pp

115–219，1990．

例　Marty, A. and Neher, E.: Tight-seal whole—

cell recording. Single—Channel Recording

(Sakmann, B. and Neher, E. eds.), Plenum

Press, New York, pp 107–122, 1983.

g．英文抄録の記載順序は，表題，氏名，所属，内

容要旨（500語以内）とする．英文は専門的知識

のある人の校正を経たものでなければならない．

7．原稿の提出は編集委員宛とし，受付順に掲載す

るのを原則とする．

8．原稿は原著3部，その他の論文は2部を提出する．

9．著者による校正は原則として 2回とする．校正に

際して組版面積に影響を与える改変や極端な組替

えは許されない．

10．原稿の届け先は下記とする．

〒 570–8506 大阪府守口市文園町 10番 15号

関西医科大学内

関西医科大学医学会編集委員会宛

電話（06）6992–1001（大代表）

掲載料について

原著及び症例報告等の投稿については，投稿料が

必要であるが，その他のものについては原則として

無料とする．

1．和文普通組，欧文，文献組，組表，トレース，凸

版，写真版（カラーを含む）等はすべて時価（実

費負担）とする．

2．別刷は 30部まで贈呈，それ以上は実費負担．

3．学内会員については，各頁につき，和文 500円，

欧文 800円の割引を行う．
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